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女子体育大学生における腹臥位体幹 ・股関節筋力発揮
一腰 痛 との 関連 で 一

佐藤 挺
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はじめに

腰 痛(Lumbago,10wbackPi血)の 原 因は多様 で あ

るが、体幹 の過度使 用、骨格筋力 の弱化、そのア ン

バ ランス、過体重 な ども重 要な要因であ るといわ れ

る。 たとえば、スポーツ トレーニ ング においては、

過度 の シ ッ トア ップやバ ックエ クステ ンジ ョンのエ

クササ イズ は、腰部 の管理 か らは好 ま しくない とい

われている。腰背部 の筋 と運動 と腰痛 に関する最近

の運動学 的 アプローチ も種 々の ものがあ る 陶。 ス、

ポー ツ トレーニ ングや試合が らみで 曲 腰痛 はスポ

ー ップ レイヤ ーにとってポ ピェラー な問題 であ る%

現在 まで の体幹筋力 の測 定報告 を概観 す ると、測

定肢位 と運動様式 と骨盤 固定が主 な問題 であ ること

がわかる:"IS)e股 関節の 問題 は、筋群 をは じめ とす

る軟部組 織の働 きを前提 に しているの で、系統 的 ア

ブtt-一一チが必 要 であ る17)e特 に股伸 展筋 であ る大

一1一
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殿筋、ハムス トリングス を中心 とする筋群 について、

Baker(1995)Mは その神経支配 を粗大 に評価 す る必要

が あ る と述 べ 、Carpenter(1999)L)は 腰 部筋 を分 離で

きる状態 に しての腰 背部の筋収縮 を分析すべ きだ と

してい る。

腰痛 を有す る人 と健常者 との体幹伸展等尺筋力 の

差 につ いて 、Thorstenssonら{1982}iS〕1ま 前 者が4%

～50%後 者 を下回 ってい ると各報告 をまとめてい るe

最近 の下 部脊椎 の機能不全の リハ ビリテー シ ョンで

は、屈筋 の2倍 ～25倍 の仕 事量 を持つ といわれ る

伸展筋 に着 目してISIM、 腰 部の積極 的 な漸増負荷抵

抗 運動(PRE)が 取 り入 れ られ て、 これが慢性腰

痛 の痺痛軽減 と筋力獲得 に役立つ といわれてい る1}。

女子 のスポーツプ レイヤーにつ いて上記の諸 点 を

分析 した報告 は きわめて少 ない(Fenety20)、 金 沢 ら
2t}}eFenetyら(1992>za}lt、 女子 のホ ッケープ レイ

ヤ ーの体幹 の関節可動域 と等 速度筋 力 を測定 したが、

彼女 たちの中の有腰 痛者は他 群 よ り伸展運動で少 し

劣 っていた とい う。101例 の女子 につい て、筋力 ・

筋持久 力の正常値 を求め よう としたのはNordinら

(1997)n)で あ った 。最近 、吉 田 ら(2000)23)は 女子

のHTLV--1感 染 による神経疾患(HAM>患 者 の

体幹伸展 ・屈 曲筋力 を測定 し、HAM患 者 に伸筋群

筋力の低 下が認め られたとい う。

腰部 の機 能不全 とその予防 に関 連す る体幹筋力 の

役割 についての論述 は質問の数 だけ答 えがあるほ ど

多様の ようである。

目 的

腰痛 を臨床的 に評価 する場合、KrausWebertestの

ような系統的 な負荷試験 を行 うこ とよりも、多 くは

問診 、X線 検査 、 ラセー グ徴候試 験、専 門的 にはM

RIな どに依oて い ると思われ る。

われわれ は、女子大学生 スポー ップレイヤー につ

いて、等尺等速筋力測定機器 を用 いて、筋力 と腰 痛

との関連 を、従来実施 されない肢 位 と方法 によ り分

析 した。特 に、最近散見す る腰背部不全 における体

幹伸展筋力の運動療法 を念頭に置 きL}、あえて骨盤

固定をせずに、腰背殿部系として とらえることとし

た。すなわち、一・側の股関節を、腹臥位 ・膝伸展位

で伸展運動 させ、腰背殿部に得 られる結果をみ よう

とした。また、よく使用 されている症状 ・状態の主

観的評価尺度VASの 代わりに腰痛マップを作成 し、

測定前後の終痛範囲をパ ターンとして把握 しようと

した。これらの検出鑑別力を検討するとともに、そ

の結果から、腰痛者のリハビリテーシ 日ン上の新指

針が得られればと考えた。

今回の測定から予想 されることは、(1}骨盤をフ

リーにして一側ずつ下肢 を等尺伸展すると、代償運

動 により、対側の腰背部に痔痛域が出現 しやす くな

るであろう。(2)股関節伸展はL4-S1や 坐骨神経

が支配するので、腰痛群と健常群ではマ ップパター

ンが異なるであろう。(3)積極的体幹伸展動作時 と

異なり、股関節伸展運動を分離 しうる形では、左右

側の筋力発揮は同じとはいえないであろうし、また

それは腰痛群 と健常群 とでも異なるであろう。

方 法

1.被 験者特性

球技を行 っている女子体育大学生20名 を、実験

主旨を了解 させたうえで被験者 とした。年齢は、平

均19.6歳(18～22歳)で ある。問診表により腰痛

のある群lO名 と、健常群10名 に分けられた。生理

痛 を除いて痔痛が一ヶ月以上緯いている場合を腰痛

群 とし、腰痛未経験者 またはここ5年 以上痔痛のな

いものを健常群とした 俵 工)。

2.機 器お よび材料

等尺等張等速 ダイ ナモメータ(K:NCOM-SOO

H、 チ ャタPtif社 製)、 関節角度 計 、 メジャー、腰

痛マ ップ、 問診表。

3,手 順

塞麹.=ク ラウス ・ウエーバーテス ト大阪市立大
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変法(KWテ ス トとす る)")

これは等尺性筋力評 価法である と同時 に、腹筋 の

強度 ・持 久力 、背筋 の持久力 をみる ス トレステス ト

で もあ る。被験者 に15分 間の ウオー ミングァ ップ

をさせた後、規定 の方法 に従 って実施 した。終了後、

実施 中に痛みがで たエ リアを腰痛・マップに記入 させ

た{図n伽wing)。

魍 」1等 尺筋力測定2S}

被 験者 を装置上 に、体幹への重力 と痔痛が よ む少

ない腹臥位 をとらせ安静 にさせ た。膝 を屈曲す ると、

大腿 直筋の緊張のため に股関節伸展可動域が制限 さ

れるので、膝 は伸展 位 と した。大腿長の中間位 にK

亙NCOMの レバー アームを固定 したe股 伸展 の角

度 を3種(0度 、5度 、IO度 〉設定 し、骨盤 回旋

を伴 う一側股伸展 を最大努力 で5秒 間持続 させ た。

これ を左 右側一回ずつ測定 した。

筋力 曲線か ら筋力 の ピー ク値 に至 る までの時 間を

分析 した(カ ピー ク時間:timetopeakfbrce,TPBas)。

終 了後、痛み を生 じたエ リア ・部位 を腰痛マ ップ

に記入 させ た。抗重力運動で あるので、事前 に重力

補 正の プログラム を設定 した。

4.統 計処理

結果 の検定 はtテ ス トで行い、5%未 満 を有意 と

した。

結 果

1.KWテ ス ト

腰 痛群 、健常群のKWテ ス トの評価 は表2の とお

りであ った.「 腹筋」 「腹筋(持 久力}」 お よび 「背

筋(持 久力}」 のいず れ の項 目にお いいて も、両群

のスコアに有 意な差は認め られなか った廿

2.最 大等尺筋力

腰痛群、健常群の最大等尺筋力は表3お よび表4

の とお りであった。腰痛群と健常群 を比較すると、

右脚ではO度 のみ健常群が腰痛群 よりやや上回って

いたが、逆に左脚では全ての角度で腰痛群の方がや

や上回った。 しか し、両群に有意な差は認められな

かったe

また、伸展角度が大 きいほど(O度 く5度 くlO

度)、 最大等尺筋力は低下 した。

3.カ ピーク時間 くtimetOpeakforce,TPF)

腰痛 群 、健 常 群 のカ ピー ク時 問(TPF)は 表5お

よび表6の とお りであ った。両群 とも伸展O度 の時

に最 もTPFが 長 く、5度 の時 に最 も短か った。 ま

た、健常群 は腰痛群 よ り何 れの角度 において も少 し

長か った.し か し、いずれ も両群 には有意な差 が認

め られ なかった。

Table2.ScoresofKraロs-Web¢rt鯉(r帥i8edΨ ¢rsio皿」

grt)up abdominal呂t祀n呂 山 abdominalmuscle
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Table5.Timetopeakforce(TPF)atthethree

differ巴 皿thipextensiveang1e呂(secJ一
10wb臼okpain225 L451.80一一
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Table6.Right-lefidiffer巳nceofTPF{sec,)一
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仙

5
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「

1

1
■
■

【
」

=
」

7
'

-
且

-
昌

2

耳i即 伽t -ns

ns=nosignificance
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4.腰 痛マ ップによる筋力発揮下の痔痛症状の視察

(図1・ 図2>

KWテxト の場合、腹臥位での 「腹筋」項目では、

両群 ともに測定側 と反対側の腰部に代償性の筋緊張

反応(痔 痛)が 生 じた。一方、「背筋」項 目におい

ては、腰痛群で腰部を中心 に体幹上部に痛みが発生

した。健常群では腰部付近にも痛みが発生 し、2名

が下半身の広い範囲に痛みを発生した.

最大筋力測定おいて、健常群では左脚の測定時に

腰部 と脊柱 より右半側分に痛みが出現 し、終了後の

痔痛はなかったが、筋疲労感はあった。

腰痛群では左脚の測定時に腰部、右半側 と左半側

にも痔痛 を生 じ、終了後 も腰部を中心に痛みがあっ

た。

考 察

これ までり多 くの報告 では、測定時の肢位 を立位

または坐 位 で測 定 してい るが1i・11・iZt4・ls2S}、本研究 で

は体幹への重力 と負荷 の大 きい腹臥位で の体幹 ・股

関節持続 伸展 時 の筋出力 とpaindrawingに あ るこ

とが特徴 である。

1.筋 力

健常群が腰痛群より全ての面で上回ると考えるこ

とは容易であるが、今回の測定結果によれば、KW

テス トでは両群 とも 「腹筋{強 さ}」、「腹筋(持 久

力)」、「背筋(持 久力)」 のいずれの項 目にも有意な

差がみ られなかった。 しかし、腰痛群は 「腹筋{持

久力)」 が 「背筋(持 久力}」 よりやや低 い傾向があ

り、且つ健常群 よりいずれの項 目もやや高値であっ

た。

腹臥位で体幹等尺伸展運動を行わせた場合の筋力

につい て、SuzukiらL6)に よれ ば、156、7jou]es(健 常

群50例}、133,8jOules(腰 痛群90例}で 、Schultz

らll,は204NewtonmetCr(正 常10例)、Nordinら

n)は38-'i60Nm{正 常 女子101例)と 報告 してい

る。 これ らの報告か ら考 える と、運動部位 、測定単

位 、細部の条件な どが異 なるので単純 比較 はで きな

いが、測定値 はかな り分散 してい る。 多 くの報告 に

よれば、種 々の条件 を無視 して も、腰 痛者 は健常者

より筋出力が低 下 してい るようであ る。今 回の結果

は、両群 に有意な差が み られ なか った。 しか し、今

回は少数例 の結果 であb、 一般化 す るに至 らない も

の と考 えられる。

2.痔 痛分布

今回の被験者では左脚の測定において右半側中心

に痛みが現れることが多かった.こ のことは腰痛 と

は無関係 なもので、肢位、股関節伸展運動時の主動

筋 ・拮抗筋の筋力の問題、並びに骨盤回旋モーメン

トの問題を含んでいると考えられる。

3.腰 痛群と健常群

腰痛群 と健常群において、KWテ ス トでは両群に

差はみられなかった。最大筋力の左右差に関しては、

有意差が見 られない ものの、腰痛群では左側の方が

やや大 きく、健常群では右がやや大 きい傾向にあウ

た。

TPFの 左右差に関 しては、腰痛群は右側の方が、

健常群では左側の方が速い傾向であった。これらの

傾向の解釈は難 しいが、前者の痔痛マップを参照す

る と、下部脊椎の右側筋群は負荷下では早 くピーク

に達 し早 く疲労するという可能性 も考えられよう。

問診表によれば彼女らの痺痛は慢性的なものであっ

た。この項 については、KWテ ス トでは検出で きな

かったものの、筋力発揮パターンに関連 した項 目で、

両群にやや違いを伺わせた。

4.KWテ ス トと股関節伸展最大等尺筋力 との関係

KWテ ス トは脊柱機能を中心 としてみる体力テス

トであ り、実験2で 採用 した肢位 と近似するKWテ

ス ト項 目の内、「背筋6」 の項 目である。 しか し、

このテス トは両脚(両 股関節)同 時伸展動作であ ゆ、

かつ時間軸で評価するものである。それに対 して、

実験2の 一側動作は最大努力を行わせる時間 ・作業

制限法である。これ らの点 も含め、実験1の 結果と

実験2の 間には特定の傾向が認められなかった。目
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的 の項 で示 した予想 ③ につい ては、 その仮説 の立

て方 も含めて再吟味 を必 要 とする.

なお、今 回は男子 について測定 しなかったので、

女子 の股関節伸展筋力 の相対的弱 さにつ いては検証

で きなかった。

結論 と して、腰痛 を有す る者の筋力 的 な差 は単純

では な く、腰痛 リハ ビ リテーシ ョンの具体的 な指針

を得 るには至 らなか ウた。介在変数 を整理 し、今後

多 くの観点か ら測定 を重ね る必 要があ る。その意味

で は、む しろ定 性的 ・臨床 的 で はあ るが 、Cibulka

ら(エ999}mの 検査法 の鑑別率(se%)を 念頭 にお

かねば なるまい。

結 語

等尺モー ドダイナモ メータと痔痛マ ップを用いる

ことによ り、腰痛 を有する体育大学女子学生の体

幹 ・股関節伸展筋力に関して、従来のクラウス ・ウ

エーバーテス トでみ られる以上の知見が得 られた。

特にカ ピーク時間は示唆に富むと思われた噂しかし、

本研究では腰痛と筋力 との相対的関係を説明 しえな

かったΦまた、腰痛 を有する者の筋力的な差は単純

ではな く、腰痛 リハビリテーションの具体的な指針

を得るには至 らなかった。

謝辞 実験に協力 し、かつ 自発的に実施整理 して

くれた田村 朱、望月美穂、進藤由里子≧居坂 由

の各学士に感謝の意を表する。
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慢性膝蓋大腿関節症のスポーツ選手の大腿四頭筋お よび

ハ ムス トリングの筋力 に及ぼす トレーニ ング効果

蛭 間栄介1、 海村 昌和2

1大阪国際大学
、2海村医院

TrainingEffectsonIsometricMuscloStrengthefQuadricepsandHamsUings

inAthleteswithChrenicPatella-FemoralPain

EisukeHIRUMAiamdMasakazuUISMMEURA2

りsakaint師 甜 侃lUniversity,2Vm血nuaHOSpita

Abstract

Thopu叩K}苫eof曲 ¢ 曲zdywastoclarifyt量1etrainingeffeCton心10飴om焙t市m臆5¢1¢strengt血ofhams竈ingSand

q岨drio¢Pt}a皿done-leglongj"mpabjlityin6highly-trainedmaIe呂(1i9±O.9years)and4hi窪hly一 虹a血edfemales{162

±1・3yeatS)suffeTingfrom。 ㎞ni。patella・fem。ra1Pi血Withoutdamageto血ek"eelign鵬ntSan{y。r皿enis。uses.

Maximalisem{itricknee¢x㎞3ion{Ext-max>a皿df撤ion(Rer[-max),relativemaximalextension(耳 魁BW}alldfle麗io皿

(Fleス ノBw),lnaximalham呂 疽n呂 部q竃皿dricepsratie{HQratio-max〕were¢valuat¢dbefb祀an`afl唱rtrai皿in呂.Testswe爬

1肥rform已d血1asiltingposition.Fcrma1¢ 呂,af1er8weeksofplesclib¢d画 血ing山eh聞 旺thy(H.Ex切BW)呂 皿d1血 已

i皿ju祀d(LExUBw)㎞o1襯dsigUficantly(pre=66.0±17コ%;postl86.0±12.5%}.T血eI,HQratio-maxwas

un¢ 血angedΦre=56.0±115%;post=54.0±13.1%}.Pa1¢11a-femolalpai皿was爬 血 ㏄da皿dallowed山ea重h1¢telo

曲mtO爬gu㎞ 四 。血。軌Ferfemal¢s,出 。1.HQ蘭 くトmax血"㎝8記5ig曲c飢tlyaftertrainingtPre:55.0±2.3%;

posI=6iO土2・8%),butpaI¢1h-ferneralpain陀main¢dunaffecled.A血erl6w¢dksof電1加ninε,traini㎎increasesw㎝

signifi¢amforH.Ex廿BW(p肥=49.e±6.0%;post:67.O±7.3%),1.ExtiBW(pre=49.0± 且1.7%;po51=7LO土5.脇},and

皿 ¢・legl。ngjumpTh醜male紬1¢tesexperiencedn。pate11且 一f㎝ 。ralp血TheseTesultSindicatethatapPropriate

画ningmay祀du㏄ 圃ella一 飴mo冊1p曲li皿athletes,町1d爬s山inin¢r¢asesi皿isometricsnロ 皿gthof(i)80%血ExtXBW

血 山ernalesand70%血Exl1BW㎞ 山ef已rnales,and㈹50%血HQra価o・max血ma亘e3a皿dfemal¢5,Additionally,曲 已

one"leglongju皿p"iStanceof1hcinjured1{}呂isequ且1‡othatofthenon-injuiedle宮aftertraining.

K砂 棚orぬP鷹 ∬』一㎞ora'patn(膝 蓋 大 腿 醐 筋 症),UQratio,athl岳ms`競 技 選 手 ナ,

lscmiein'cmusclestrengtbr等 尺 倥 筋 力),Oneleglongjumptest(片 脚 ロ ン グ ジ ャ ン プ)

(」、SportSci.Osteo.'"ieaa.2{1)=9-14,September,200①

目 的

膝関節は人体の関節の中で構築学的に最 も不安定

な構造をしている。 日常生活では、歩行時に体重の

4倍 および階段昇降時に7倍 の力が膝関節 に加わる

と報告されている1)。このため、歩行、ランニング、

ジキンプ、および階段の昇降における足部の接地期

に床からの反力 を軽減するための緩衝作用 として、

膝の筋肉が重要な役割を果た している。膝の基本的

動作 であ る伸展 お よび屈 曲には二 関節筋 である大腿

四頭 筋 とハ ムス トリ ングのスムーズな拮抗運動 が重

要であ る と報告 され ている 鮒 。 これ までの報告 で

は大腿 四頭筋 とハム ス トリングの筋力 の比率(HQ

ratio.max>は30%一 一gO%hS正 常範 囲 と報 告 されて

い るs6)。 また 一般の 日常生活 にお い て必 要 なHQ

ratio-ma)cは50%・-80%が 推奨 されている24'5'9)aこ

れ らの範 囲は健康維持 を目的 と した一般 レベ ルか ら
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競技スポーツ選手 レベルまで幅広 く対象 となってお

b、HQratio-maxの レベルが下肢障害の回復指標 と

なることも考えられる。しかしながら、㎞u5騨

は慢性的不安定な膝周辺の靱帯あるいは急性的膝の

損傷の回復に関してハムス トリンダと大腿四頭筋最

大筋力比(HQratie-max)と は有意な関係がみ られ

ないと報告 している。
一方

、慢性的な膝障害や急性的膝の外傷の診断法

や回復過程を観察する方法として脚筋力と片脚ロン

グジャンプが有用であることが報告されている1ヨ'te)。

片脚ロングジャンプは簡便に行 うことができるため

競技選手の膝のスポーツ障害を予防するために定期

的に実施することも可能である。 しか しなが ら、脚

筋力 とパ フォーマ ンステス トに関するこれまでの研

究 咽助では、これらの方法は有用ではあるが測定方

法やテス、ト方法にやや問題点があることも指摘 され

ている。例えば、Lephartらn22}は 、前十字靱帯の

緩んでいる対象者に対 しては個人差が大きく、片脚

ロングジ ャンプとの関係には有意な相関が得られな

かったと報告 している。このように慢性的な膝障害

を有する人に対する回復過程 について適切な指標に

関して一定の方向が示 されていない。

著者らは慢性の膝蓋大腿関節痛を有するスポーツ

選手 を多 く診断する機会に恵 まれた。そこで本研究

は、膝蓋大腿関節痛 を有するスポーッ選手に対 して

8週 間から16遍 間にわたる トレーニングを実施さ

せて、大腿四頭筋およびハムス トリングのアイソメ

トリック最大筋力、片脚ロングジャンプ等の運動能

力テス トに及ぼす勘果について検討することにした。

方 法

1.対 象

慢性膝蓋大腿関節症の患者は42名 であったが、

そのうち32名 が1～2週 間の安静 と若干の運動で

痛みが消失した。 しか し、残 りの10名 は痛みが残

存 した。そこで、今回はその10名 を対象に トレー

ニング効果の検討をおこなった。

対象者は トレーニングの目的を十分理解し自主的

に トレーニ ングに参加 した.今 回の被検者 は,運動

時に慢性の膝蓋大腿関節痛 を有するが,外 傷や急性

の膝関節痛,靱 帯や腱の損傷,あ るいは半月板損傷

が疑われる者は除外 した。

2.ト レーニ ングの内容 と期間

トレーニ ング内容 は30分 ウt一 キングあるいは

ジョギ ング、20RMウ エ イ トトレーニ ングを15～20

回 を3セ ッ ト{レ ッグエ クステンシ ョン、 レッグカ

ー ル、 レッグプ レス、 レッグア ダクシ ョン)、 ス ト

レッチであ り週5日 間実施 した。 トレーニ ング期 間

は男性6名 が8週 間、女性4名 が16週 間であった。

3.筋 力等の測 定方法

測定 時期 は男女 ともに トレーニ ング前 と トレーニ

ング8週 目であるe女 性 は16週 目に も測定 した。

a)筋 力

筋力測定 の姿勢 は座 位で測定椅子 に固定 し、測定

台 に対 し両膝屈 曲位お よびオー プ ンキネティックの

状 態 と した。筋 力測 定機 器 はマ スキ ュ レー タGT-

100P(オ ー ジー技研 株 式 会社製)を 用 い たa大 腿

四 頭筋最 大筋力(以 下Exten-maxと 略す)は 、膝45

度屈 曲位 で、最大 にアイソメ トリ ックでの伸展 運動

をさせ 、その際 の足関節前方のバ ッ トに加わる圧 力

とした。ハ ムス トリング最大筋力(以 下Mex-max)

は、膝4S度 屈 曲位 で、最大 に アイソメ トリックで

の屈 曲運動 を させ 、その際の足 関節後方のバ ッ ドに

加 わる圧力 とした。 大腿四頭 筋最大筋力お よびハ ム

ス トリング筋力の測定 は、健脚(health以 下H}と

患脚(injUied以 下1>に ついて、それぞれ5回 つつ

お こない、最大値 をそれぞれの最大筋力 と した。 な

お 、筋力測定 の際 には 、IO秒 間最大努 力でお こな

わせ、測定 と測定の問 には充分 な休息 をとらせ た。

b>運 動 能力テ スF

両手 を腰 に固定 した状 態で両脚 ハー フス クワ ッ ト

(10回)、 片脚立 ち(20秒)、 片脚 ハーフスク ワッ

ト(IO回)、 お よび片脚 ホ ッピング{ラ ンダム に前

後左右20回 〉 をおこな った。 さらに、従来 の研 究

脚鵬 鋤と同様 の 方法 で 片脚 ロ ングジ ャンプ を実 施

した。 なお、安全 を考慮 し、徐 々に患 脚 に負荷 を加

え てい くため に上記の順番 で運動 テス トを実施 した。

c)柔 軟性の測定

腹臥位 と仰臥位 におけ る大腿 四頭筋の柔軟性 を測

定 した。膝関節 を最大 に屈曲 した ときの聲部 と踵 の

距離 を測定 し、健脚 と比較 した。

d)膝 蓋大腿関節痛の臨床 的判定

スポ"7ド クターの診 断(単 純X線 、McMarrytest、

Lachmantest・pivot'shifttestandanteri。r。rpasterior

drawertest)に よる靱帯 と半月板 の損傷 の有無で 判

断 した。

e)日 常生活や運動 時における自覚的疹痛の有無

以上の測定 か ら膝蓋大腿 関節痛 の給合的診断 を行
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っ た 。

4.統 計的処理

デー タの結果 は平均値 と標 準偏 差{mean±SD}

で表 示 した。平均値の 差の検定 はpair¢dt-testを 使

用 し、 統 計 学 的 有 意 性 の 基 準 は 危 険 率5%未 満

(pく0.e5)と したe

結 果

表1は8週 間 ま た は16週 間 のH』 三xten-max、

LExten-Max.H.HQratio-maxお よ び1.HQratio-max

の ト レー ニ ン グ に よ る 変 化 を示 し た 。 男 性 お よ び 女

性 と も にHExten-max、1.Exter:・maxお よ び1.Mex・max

(女 性 の み)は8週 間 の ト レ ー ニ ン グ 後 に 有 意 に 増

加 した(p〈O.OS}。 女 性 の16週 間 の トレ ー ニ ン グ 後 で

は 、H.Exten・maxNIExten-maxH、FleX-maxlま 有 意

に 増 加 し た{pa}.050、Ol)。

表2はH.ExtenSWお よ び1.E)ctenABWト レ ー ニ ン

グ に よ る 変 化 を 示 した 。8週 間 の ト レ ー ニ ン グ後 で

は 、 男 性 のH.Exten-maxお よ び1.ExtCn-maxは そ れ

ぞ れ66.0±17.7%か ら860±12.5%へ と61.0土14.4%

か ら84.0±13.9%へ 有 意 に 増 加 し(p・(O.OS)。 女 性 は

H、Exte皿一ma)cが49.0±6.0%カtら63.0ア2.8%へ お よ

び1.Exten-maxが49.ed=1L7%か ら59」O±2.3%へ そ

れ ぞ れ 有 意 に 増 加 し、 さ ら に16週 間 の ト レー一ン グ

後 で はそれぞ れ 、67.0±7.3%と7LO±5.8%と 有 意

に増加 した。 トレーニ ング9週 目の男性 のH.HQ

ratio.maxお よび1.HQratio-maxは 、それぞれ5S.O±

IS.2%か ら48.0±16」96(PくO.05)とS6.0±1L5%

か ら54.0±13,1%へ と トレーニ ング前 に比 して減少

した。 一方、女性では トレーニ ング後8週 目におい

てH.HQratio-maxは やや減少 を示 した ものの 、1.HQ

ratio-maxが55.0±2.3%か ら65.0±2.8%へ と増加 し、

トレー一ニ ング16週 目のにおいてH.HQratio・maxは

86.0±7.3%お よびIHQratio一 皿axは70.0±2.1%へ と

大 きな増加 を示 した。

日常生活 や運 動時 における 自覚的痔痛 の有無 につ

いては、8週 間の トレーニ ング後、全ての被検 者 は、

日常生活 において は全 く痛みがな く、通常 の練習 メ

ニューで クラブ活動 に参加 していた。しか しなが ら、

女性4名 は練習後 に,痔痛 があ るため さ らに8週 間

の トレーニ ング を継続 した。16週 間 トレー ニ ング

後 、全 ての測 定項 目で増加がみ られ、運動後 の痔痛

が無 くなった。

表3は 男性 お よび女性の柔軟性お よび運動 能力 テ

ス トの結果 を示 したe8週 間の トレーニング後で は、

男性の仰 臥位 にお ける大腿四頭筋の柔軟性 は正常 で

あ った。男性お よび女性 とも、両脚のハー プス クワ

ットは患 脚 に痔痛が あ りバ ヲンスを崩 していたが正

常 になった。患脚の片脚運動 テス トで は痔痛 のため

Tabl¢-LMuselestreng重honquadricepsa皿dha皿 曲n呂ennoninjureda皿dinjuriedlegin10athletesbefore

andafter8別 皿d'or16weeksoftraining、

BOdyWeightH.Exte皿 一maxI.Exten-maxH洞ex一 皿ax

{k)(kg){k){k)

1.FI¢五一max

()

Ma1¢(6)-B{=fbr¢

after8wksTraining

Fe皿aIe(4)-Befbre

after8wksTrai血g

afterl6wksTraining

64、5±5」

石55±5」

48.0±42

4乱o±42

48.0±42

40.ε ±9コ38.3圭9.1=B.2±5.522.0±3.7

6e.6± 互1.5*61.4±12.9*29.2±IZ233.⑪ ±12.1

235±4.9

30.S±6.4*

32.5±5.2*

23.5±3.5

28,5±35*

345±3.1‡

145±O.71ヨ.{〕 ±1.4

17.5土5.01&5±2.8*

24.0±5.8**19,0±3.2

statisticat$ignificantbetw{senbe正brevsafIertraining=‡ ホpく0.01ホpく α05

Tab1¢ 「2.Relati鴨rnuscles舵ngthonquadriceps皿dhamst血gonnoninjureda皿d血)juriedlegi皿10a山letes

befb爬a皿da飾er8a皿dlor16weeksoftraining.

BOdyWeightH.Exten1BVVLE置ten1BW

(1")(%)(%)

H.HQratio
(%}

LHQratio

(%)
Ma1¢(6)-B{∋fO田

a血er8wksT皿ining

Fem且1¢{4)-Befo血3

after8wksTra血iing

after16wksTraining

".S土5.1

655±5」

4君.O±42

48.o±42

48S)±4.2

66-O±17コ6LO±14455.O±18.256.0±U5

86が{〕±125串 融辱血±13.9*4&O±16」*54.0±13」

49.O±6.0

63.O±2.8**

67.O土7.3*

49.O±11,7

59.o±23‡

7LO土5.呂 辱

63.O±16.4

60.0±9、5

呂6」)±73審 卑

55.O±2.3

6iO±2.8‡ 寧

70.O±2.1*

stati嘘ticallysignificantbεtw{2nbefo祀 」vsaftelLtra血1ing:*『PくO・()1*PくO」}5
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Tab1弓 ・3.Th已 爬sultsofne盈ibilitytestsandexerciset巳stsin10且thletesbefor{き 釦hdaf龍r{land∫or16

weeksef仕 由nin.

Hexibility SquatS

㈱
[o
o

sui悟

一 一
畦atho血lon'umin

Mal自(皿={i)-Bcf{肥

8wkSTraining

F¢ma塁e{皿=ゴ4)-B己fore

gwksTrairting

16wkSTrainin

O
O
O

△
○

O
O
O

△
O

△
O

O

X
O

X
O

O

X
O

×

△
O

X

X

x
x
O

O=ab1¢ △:岨 ¢e血i皿X:unable

に実施で きなかっ た ものがス クワ ッ トは可能 になっ

た、 さ らに男性で は片脚 ホッピングまで健脚 と同程

度 に実施で きた。 しか し片脚 ロングジャ ンプは未 だ

実施で きなか った。女子の16週 間の トレーニ ング

後の運動 テス トでは、すべての測定が可能 になった。

考 察

膝 関節 は内 ・外側側副靱帯 に より左 右の動揺 を、

前 ・後十字靱 帯に よ り前後へ の動揺 を抑 え ることを

サポー トしている。 その ため 、 これ らの靱帯が慢性

的に緩 んで しまう ことで、 日常 生活や運動 時におい

て膝関節 に落痛 を引 き起 こ している。0ユToolees)と

Tauntan2"は 慢 性 的 な膝 関節痛 が 引 き起 こ され る ひ

とつの原因 と して、 オーバ ーユ ーズや トレーニ ング

強度や頻度の ミスを指摘 して いる。本研究 において

も被検者の 内32名 が1-一・2週間における休息や運動

量の軽減(特 に、8096以 上の ス ピー ドでの ダッシュ

や ジヤンプ種 目の 中止)と 脚 の ウエイ トトレーニ ン

グで、ほ とん ど痔痛が消失 した。 しか しなが ら、男

性6名 お よび女性4名 は痔痛 が残存 したため に8週

間あるいは16週 間の トレーニ ングを経続 したe

本研究 にお けるH.ExtenlBWお よび1.E,ctenAIWは

男性 では癖痛 が無 く トレーニ ングを再開 した時はそ

れぞれ86.0±12.5%お よび84.0±13.9%で あ り、女

性 で は67.O±7.3%お よび71,0±5.8%で あ った。 こ

の水準は山本 ら1)お よび黄川 ら2s,の 推奨す るスポ

ー ツ活動 を実施 で きる最低 ライ ンのse%に 近 い値

であ うた。 また、 トレーニ ング前 の患脚 の拮抗 筋比

(HQl額o)8週 間の トレーニ ング後 のH.HQratio

maxお よび1,HQrati"maxは それぞれ48.0±16.196

とS4,0±13.1%と トレーニ ング前 よb減 少 したが、

男 性では通常 の トレーニ ング中や後 に痔痛 は なかo

た。 一方、女性で は両脚 ともHQTatio-mxは6⑪%

以 上であ った にもかかわ らず トレーニ ング中に痔痛

があ った。 しか し16週 間の トレーニング後 では、

全 ての測定値 に増加が み られ、痔痛 も消 失 した。 こ

れ まで(ybexllis。hn嘘 伽 ㎜ ㎝ 傭 でのHQratio-

maxが40%以 下 の場合 、膝内障歴 あ るい は現在 罹

患 してい る可能性 が あ る と報告 されて いる 助。 し

か し本研 究で は トレーニ ン グ前 にHQratio-ma)cが

50%以 上 であ った に も関わ らず運動 時 に痔 痛が認 め

られた。 この ことについてはGrace30)ら の報告 にも

あ る よ う に左 右 の 大 腿 四頭 筋 筋 力 あ るい はHq

ratic-maxの 平均 値が10%以 上差 があ る場 合は膝 関

節の障害 にな 頓やすい とい うこととも関連 している

可能性 もあ る。

男性 お よび女性 ともに、 トレーニ ング前 の仰 臥位

と腹 臥位 にお ける大腿 四頭筋の柔軟性 は正常範 囲内

であったが、両脚 でのハ ーフスクワ ッ トにおい ては

患脚 に癒痛 があ リバ ランスを崩 していた⇔謄関節 を

屈 曲す る ことによ り大腿四頭筋が伸張 され、膝蓋骨

を異常 に圧 迫 して しまうため に痔痛 を引 き起 こ して

いると考 え られる。

8週 間の トレーニ ング後 にお ける運動 テス トで は

男性で は患脚 で片脚 ホ ッピングを健脚 と同様 に行 う

こ とが可能 となった。 片脚 回ングジャンプは健脚 よ

りも低値 であ ったが 、痔痛 や不 安定感 は なか った。

また、女性 で も8週 間の トレーニ ング後 は患 脚での

片脚 ホッ ピングは、健 脚 と比較 してバ ラ ンス を崩 し

て いたが 、痔 痛 は観 察 され なか った。16週 間の ト

レーニ ング後 にお ける運動 テス トでは、片 脚 回ング

ジャンプの測定値が患脚お よび健脚 ともほぼ同 じ距

離 を記録 し痔痛や不安定感 もなかった.こ れ らの結

果は、最大大腿 四頭筋 筋力{角 速度180'砂)と 片

脚 ロングジャ ンプには、高 い相 関関係があ る と報 告

して い る い くつ か の先 行 研 究 を支 持 して い る 。

EnciveroらM)お よびRobeitsonら3s)の 研 究では、片

脚 ロングジ ャ ンプが最大ハ ムス トリング筋力 と高 い

相 関関係 にあ ると報告 して いる。 これ らの研究 は、

測定機器 、測定方法 あ るい は被検者(靱 帯損傷 、半
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月板損傷 〉が異なってお り、 さらな る研 究が必 要 で

ある と考 えられる。

結局、膝 蓋大腿 関節痛 を予 防あるいは軽減 させ る

方法 と して、第1に トレーニ ングの変更(強 度や頻

度 の軽減)が 考え られ る。第2に 大腿 四頭筋 とハ ム

ス トリングの筋力 強化があげ られる。その際、運動

に復帰す る判断の要因の一つ として アイソメ トリッ

クに よる大腿四頭 筋お よびハ ムス トリングの最大筋

力 が男性 では体重の80%以 上、女性では体重 の70%

以 上、そ してHQratio-maxは 男女 とも50%以 上 が

望 ましい と考え られ る。

結 論

男子6名 、女子4名 の慢性膝 蓋大腿関節痛 を有 す

るス ポーツ選手 に8週 間以上 の トレーニ ングを実 施

した際の大腿四頭 筋 とハムス ト1」ングの筋力値 お よ

びそ の相 対比(HQratio-ma)c)、 運動 能力 テ ス トな

どの変化か ら運動へ の復帰 につ いて検討 した。

結果 は次 の ように まとめ られる。

1)慢 性膝蓋大腿関節症の競 技選手 は1～2週 間

の休息 、運動量や質の軽減お よび脚の ウエ イ トトレ

ーニ ングで症状 が軽 減 した。

2}6名 の男性 競技選手は、8週 間の トレーニ ン

グで脚筋力が有意{pくO.OS)に増加 し症状 が軽減 した。

3)4名 の女性競技 選手 は、16週 間の トレーニ

ングで脚 筋力が有意(p〈O,OS)に 増加 し症状 が軽減 し

た。

4)4名 の女子競技 選手 は、16週 間の トレーニ

ングで全 ての運動 テス トが測定 可能になった。

5>以 上 の結果 か ら,大 腿四 頭筋 お よびハ ムス

トリン グの最大 筋力 は男 性 では体 重の80%以 上 、

女性では体重の70%以 上、HQratio一 皿axは 男女 とも

50%以 上、片足 ロングジャ ンプ距離の 回復が運 動復

帰への一応の指標 になる もの と考え られる。
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目 的

我 が国は結核 を主体 とす る急性伝染病の時代 を経

て、慢性疾患 の時代 を迎 えてい る。慢性疾患 の原 因

は、感染症の疾 病 とは異 な り単一の要因では説明で

きない。 そ して慢性 疾患 の多 くは 「環境へ の人 間の

働 きか けに よ って 人間 自身 に もた らされ た健康 障

害」 である ことには間違いない。 これ ら人間に よっ

てつ くりだ された複 雑で多様 な危険要素 を取 り除い

てい くためには 「健康 な生活 を主体 とす る一Health

CareSystem-一 一」 へ と変革 していか なけれ ば な らな

い とする指摘 がある1}。 これは健康増進 のアプ ロー

チ として、文化 を持oた 人の生活様式(ラ イフス タ

イル)の 把握 とその変化 の方 向性の問題で もある。

健康 生活の実践 には、個人 に とって好 ましくない

健康観、生活観 、睡 眠、食事 、喫煙 ・飲酒習慣 、運

動 習慣、 自己の体重観 、 自覚 的ス トレス、生滑 ・食

事の規則性、趣味 、多忙度、 日常生活の満足度 、体

調の変化等 を出来 るだけコン トロ ール しなが ら、好

ま しい健康行 動に内面化 していかなければな らない。

生活様式(ラ イフス タイル)の 変革 による健康改

善 や平均 余命の延 長 に関 して、Bres且owら2)は 、{1)

毎 日7～8時 間の睡 眠 を とる、(2)朝 食 を欠 か さな

い 、(3)問 食 を しな い、(4)適 切 な体重 を保 つ、(5)定

期 的 にか な り激 レい運動 をす る、(6)過 度 の飲 酒 を

しない 、(7}タ バ コを吸わ ない、の7つ の健 康 習慣

の改善 をあ げてい る。 これ らの こ とは好 ましい生活

を実践す るこ とに よって、無意 味 な死 を運 け生命 を

長 らえさせ,隼 活 の質的向上 を図 り 「生」 を楽 しむ

とい う考 え方がそ の背景 にあ る。 また、健康 問題 の

解決 には、性、年齢 、地域 、家 族構成 、個 人の持 っ

てい る価 値観、個人 を取 り巻 く諸 条件 によって も大

き く影響 され る。

ライ フス タイルの概 念 につい ては、人 々がその社

会的 な生 産階級、あ るいは生活 の レベ ルなど社会経

済的 な背景 に応 じてい くつ かの 階層 に分類 され、そ

の階層 ご とに特徴的 な生活 の様式 を持 ち、集 団の レ

ベルにおけ る具体的 な社会 的行動 として規定 されて

お り、現在 、 ライ フスタイルは個 々人の具体的 な 日

常生 活習慣 をあ らわす とともに、 より抽象化 された

個 入の生 きざまや健康 に対す る考 え、志向等、 その

個人 の健康意 識、 ひいては宇 宙観、人生観 と もい う

べ きもの を表現す る用語 として用い られて きた%

本研 究 にお けるライ フス タイルの概 念は、森本 ら
4)の用 い た概 念 と等 し く 「日常生活習輩」 をあ らわ

し、本研 究の対象 であ る大学 の 「教職員」 とい う集

団 には、独特 なライ フス、タイル と健康行 動が存在 す

るこ と、 そ してそれに伴 う健康 に関す る 自覚症状 を

有 している とい う基本的 な考え方 に基づいてい る。

ライフス タイル に関 わる研究 には、運動不足 」・fi,、

肥満 凋 、バ ラ ンスを欠 いた食生活や飲 酒 蜘,、 主観

的健康状 態 勒等生 活 習慣病 の リス クフ アク ター と

そ の改 善 に関す る報 告 は数多 く見 られ る。 また、

BreslOwら の研究の 後 、身体 的お よび精神 的健康 度

に影響 を与 える具体 的 なライプス タイルが明 らかに

されて きてい る]1・LS14〕。

筆者 らは、先 に大学生 の ライフス タイル と健康 に

つい て明 らかに して きた 騒 岬〕が、本研究で は、大

学 ・短 大の教職員の生活様式 や健康行動 の実態 、お

よびそれ ら と健康 に関す る自覚症状 との 関連 を明 ら

かに し、今後の好 ま しい ライ フス タイルの確立 を図

るための基礎資 料を得 る ことが 目的である。

方 法

調査 は、北 海道 内の私立大学2校 、短期 大学1校

に勤 務する教職員550名 を対象に質問紙法 により行

い、有効票本数 は340票 で回収率 は6L8%で あ り、

調査 期間は平成9年4月15日 か ら4月30日 であ っ

一た。

調 査 内容 は、教 職員 の 「k活 の規則性J「 栄養バ

ランス」「体重 観」 「多忙度」 「体調の変化」 「自覚 的

ス トレス」の6項 目お よび健康 に関する自覚症状70

項 目'8〕(身 体的 自覚症 状27項 目、精神 的自覚症状

24項 目、行動 的 自覚症状19項 目で、選択肢 は 「い

つ もあ る」「時 々あ る」 「全 くない」の3項 目か ら選

択 させた)で あ った。 なお、結 果の数 値は実数値 お

よび比率で示 し、項 目間の差 の検定 はカ イニ乗検定

で行 い、有意差の危 険率 は596未 満 を有意 としそれ

ぞれ に示 した。

対象の基本属性 は、性別では男性276名(81.2%)、

女性M名(18,8%)、 年齢別では18歳 以上24歳 以下

{以 下 「1駐～24歳 」 とす る)16名{4.7%)、25歳 以

上34歳 以下{以 下 「25--34uejと する}64名(18.S%)、

35歳 以上 覗 歳以下(以 下 「35～タ4歳 」 とすろ)CO

名(26.5%)、45歳 以上54歳 以下(以 下 「45--54歳 」

とす る)89名(26.2%)、55歳 以上81名(23.8%}、 職

種別では教員245名(72.1%)、 事務職員95名{27.9%}

であ った。

結 果

1,教 職員の健康 に関する自覚症状について
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1

教職 員の健康 に関す る身体 的 自覚症 状 は表1に 示

す通 り、 「いつ もあ る」 お よび 「時 々あ る」 とする

者 は、「疲 れて いる」 が80.0%で 、次 いで 「首 と肩

が こる」68.8%、 「疲れやすい」67.1%、 「眠い」S4、7%、

「風邪 を引 きやすい」37.9%、 「暑 さに弱 い」ヨ5.3%

の順で高率であ った血 この うち 「いつ もあ る」 に高

率 を示 した項 目は、 「首 と肩が こる」21.S%、 「疲れ

ている」15.e%、 「疲 れやすい」12.1%等 であ った。
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健康 に関す る精神的 自覚症状で は表2に 示す通b、

「いつ もある」および 「時々ある」とする者 は、「頭

が さえ ない」43.0%、 「集 中で きな い」4e.3%、 「緊

張 する」39.5%、 「朝起 きるのが 辛 い」36,2%、 「け

だるい」32.4%.「 不安 ・心 配」32.3%の 順 で高率 で

あった。 この うち 「いつ もある」 に高率 を示 した項

目は、「朝起 きるのが辛い」6.5%、 「不安 ・心配 」3.2%

等であった。

健康 に関す る行 動的 自覚症状で は表3に 示 す通 り、

「いつ もある」および 「時々ある」とする者 は、「常

に行動 しているJ35.6%、f過 剰飲酒123.9%、 「浪

費」22.4%、 「活動低 下」21.2%、 「歩行 中つ まず く」
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衰4年 齢と生濡の 罷則性について{%1
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19.4%の 順 で高率であoた 。この うち 「いつ もある」

に高率 を示 した項 目は、「常 に行動 して いる」4」%、

「浪費」2.4%等 であoた 。

2.教 職員 の 「生活の規則性」 につ いて

教 職員 の 「生 活の規則 性」 について は、 「規則 的

な生活 を してい る」とす る者 は108名(31.9%)、 「時々

不規則 になる」207名(6⑪.9%)、 「不規則 な生活 をし

ている」25名{7.4%)で あった。

年齢 別で は表4に 示す通 り、 「不 規則 な生活 を し

ている」者 は 「25～34歳 」が、「時々不規則 になる」

者は 「ig～24歳 」が 、「規則的 な生活 を している」

者は 「55歳 以上」が 、いずれ も高率 であった(P〈O.01)。

なお、性別、職種別 との関係 につ いては、有意な差

は認め られなかつた。

「身体的 自覚症状」 との関係 につVて は表5に 示

す通 り、「不規 則 な生活 を してい る」お よび 「時 々

不規則 になる」 とする者 で、 身体的 自覚症状が 「い

つ もあ る」お よび 「時 々あ る」 に高率 を示 した項 目

は、(1)「 疲 れてい る」、(3)「 息苦 しいj、(9}「 顔 が

赤 くほてる」、(17)「 便 秘」、(22}「 吐 き気」 の5項

目で あ った(P{O.05-P<O.001)eな お 、関 連率1は

IS.S96で あ ったe

「精神 的 自覚症状」 との関係 については表6に 示

す通 り、「不 規則 な生 活 を してい る」 お よび 「時 々

不規則 になる」 とす る者 で、精神 的 自覚 症状が 「い

つ もある」 お よび 「時 々ある」 に高率 を示 した項 目

は、{45)「 朝起 きるの が 辛 い」、{50)「 元 気 が な

い」 の2項 目であ りrp〈O、e5、Pdi、00工)、一方 、生活

の規則性 にかかわ らず、 自覚症状 が 「いつ もあ る」

お よびr時 々あ る」に高率 を示 していた項 目は{35)

「けだ るい」 の1項 目であ うた(P〈O.05)。 な お、関

連率1は125%で あ った。

丁行動的 自覚症状」 との関係 につ いては表7に 示

す通 り、「不規 則な生 活 を して いる」 お よび 「時 々

不規則 になる」 とす る者 で、 自覚症状が 「いつ もあ

る」 に高率 を示 した項 目は、(52)「 歩行 中つ まず

く」 の1項 目であ った(PくO.e5)。 なお 、関連 率1は

5.3%で あった。

3.教 職員の 「栄養 バラ ンス」 につ いて

教職貝の 「栄養バ ラ ンス」 につい ては、「心 が け

ている」 とす る者 は20S名(61.2%}、 「考えていない」

1Z7名(34.4%)、 「偏食 であ る」IS名(4.4%)で あ ったe

性 別で は表8に 示 す通 り、 「心 が けてい る」 お よ

び 「偏 食 であ る」 とす る者 は 「女性 」が 、「考 えて

い ないj者 は 「男性]が 高 率 であ づた(pく0.001)。

また、年齢別 にみる と表9に 示す通 り 「偏食 であ る」

者 は 「18--24歳 」が 、「考えてい ない」 は 「25～34

歳」が、 「心が けて い る」 は 「55歳 以上」が高率 で

あoた 。e〈O.001)。 なお、 職種 別 との 関係 につ い

ては、有意 な差は認 め られなかった。
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衰,教 職員のライフスタイル¢項目と行勤曲自堂症伏 との関蓮について

ライ,ス、タイル

項 目 生括の規則性 栄姜バランス 体重観 多忙度 俳調変化 自党 的 ス、トレス 関連車 皿 注2)
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書1 野色 1 1
一 一
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壷
一一一 一一 一

常に行動」ている
一 一 1

uo腎

蘭 1不眠
一 一 一一一 一

崇鞭巣 1{L邸

64 過剃畝酒 1
一一

"o覧

茄 拒食 来藷…聾

一一一 一一
1a㎝

品 人と話」たくない 選嵌巌 16、{端

67・ 攻撃的にな石

一 一

系
一 一一 一一

嵌楽鞭 33.騙
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一一 一 一一 一一

鳳6罵
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一 一

軌{琳 31」鵬
一 一 一一 一

注1)関 連皐1{%〕=有 意差のあ6項 目敬÷項 目龍数xloe

注2)國 連準 皿{9b,=有 意 差のある項目数÷ライツスタイル5項 日xIOO

「身体 的 自覚症状」 との関係 について は(表5参

照)、 「栄養バラ ンス」を 「心が けてい る」および 「偏

食 である」 とする者で、 自覚症状が 「いつ もある」

お よび 「時々あ る」 に高率 を示 した項 目は、{17)便

秘 、(23}「足 が 冷 え るjの2項 目で あ った(P〈e.Ol、

P〈o.oo1)eま た「考 え ていない 」お よび「偏 食 で あるJ

とす る者で 、身体 的 自覚症状 が「いつ もあ る」お よび

「時 々あ る」に 高率 を示 した項 目は、(11)「暑 さに弱

い」、(13)「月経困難」、(22)「吐 き気」の3項 目であ り

ekO.05?く0.Ol)、 さ らに「栄養 バ ラ ンス」のあ り方 に

かかわ らず、自覚症状が 「いつ もあ る」お よび 「時々

あ る」 に高率 を示 した項 目は、(4)「め まい」、(15)

「首 と眉が こる」 の2項 目であ った(pa}.05)。 なおi

関連率1は25.9%で あ った也

「精神 的 自覚症状」 との関係 につ いては{表6参

照)、 「心 がけている」 お よび 「偏 食であ る」 とす る

者で、自覚症状が 「いつ もある」お よび 「時 々あ る」

に高率 を示 した項 目は、{29)「 生 きる希望が ない」、

(38)「 人 とう まくや ってい けない」 の2項 目であ

り(P〈e.e1、P・O.001)、 また 「考 えてい ない」 お よび

「偏食で ある」 とす る者で、 自覚症状が 「いつ もあ

る」お よび 「時 々ある」に高率 を示 した項 目は、(44)

「叫びたい」、{45)「朝起 きるのがつ らい」、(48)「 周

囲の冷た さを感 じる」、(49>「 緊張する」の4項 目

嶺P〈0.05豪 崇Pくe,Ol策 ・X・XPくO、eo1

PくO.01

妻9年 齢と栄讐バランスについて 轍Ω一一一一 一一
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1
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笛
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一一
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呂5
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2

¢2,一一

45・ ～54歳
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0ユ,一 一
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一一一
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〔74」)
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一一一一

〇

〔o.o) 一

PくO.OOl

で あった(P〈0.el、P〈O.001)。なお、関連率1は2S.⑪%

であった。

「行 動的 自覚症状」 との関係 については(表7参

照}、 「偏食 である」 とする者 で、 自覚症状が 「いつ

もある」 に高率 を示 した項 目は、(52)「 歩行 中つ ま

ず く」、(68}「 活動低下」、(69)「 死 にたい」の3項

目であ り(PくO、05P<O.001)、 また、 「栄養バ ラ ンス、」

一2e一
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のあ り方 にか かわ らず 、 自覚症状が 「いつ もあ る」

お よび 「時々ある」に高率 を示 した項 目は、(53〕「引

きこ もる」 の1項 目で あった(P<O.05)。 さ らに 「考

えてい ない」お よび 「偏食であ る」とす る者で、「い

つ もある」 に高率 を示 した項 目は、(54)「 ス リル を

求め る」、(60)「 浪費」 の2項 目であ った(Pくe.eo1、

P<1.01}。 なお、関連 率1は31.6%で あった。

4.教 職員の 「体重観」について

教職員の 「体重観]は 、「多す ぎる」Z76名(51.7%)、

「丁度 良い」141名(41.5%)、 「少 なす ぎる」23名

(卵%)で あ った。 なお 、性別 、年齢別、職種別 との

関係 については有意 な差 は認 め られなかった。

「身体 的 自覚症状」 との関係 については 俵5参

照)、 「体重」 が 「多 す ぎる」 とする者で、 自覚症状

が 「いつ もあ る」 に高率 を示 した項 目は、(1)「 疲

れてい る」の1項 目であ ったe〈O.01)。 なお、 関連

率1は30%で あoた 。

「精神的 自覚症状」 との関係 につい ては(表6参

照)、 有意 な差 は認 め られ なか った。

「行動的 自覚症状」 との関係 につい ては(表7参

照}、 「体重」が 「少 なす ぎる」 とする者で、 自覚 症

状 が 「いつ もあ る」 に高率 を示 した項 目は、 「喫 煙

量 の増 加」 の1項 目であ りeくo.Oi)、 ま た、 「多す

ぎる」 とす る者で、 自覚症状が 「いつ もある」 に高

率 を示 した項 目は、(59)「 過食」の1項 目であ った

(P・di.05}。なお、関連率1は10.5%で あった。

5.教 職員の 「多忙度」について

教職員 の 「多忙度」 については、「いつ も忙 しい」

135名(39.7%)、 「時 々忙 しい」189名{55.6%)、 「ほ と

んど忙 しくない」16名{4.7%}で あった。

職種別 では表10に 示す通 り、「いつ も忙 しい」 と

す る者 は 「教員」が 、「時々忙 しい」 お よび 「ほ と

ん ど忙 し くない」 者 は 「事務職員]が 高率であ った

{P<O.OO1)。 なお、性 別 、年 齢 別 との関係 につ いて

は有意 な差 は認め られなかった。

衰10職 種 と多忙度 について 〔9ら}

多忙度

職租

い つ も 忙 し

い

一 一

時 占忙 しい }謹とん ど忙

しくない

獺

n:2症5

113

〔46』〕

1彦 〒

〔51.帥

5

住.1】一 一 一

事竈職

n言95

22

伽 ユ)

52

{砧1)

11

く11.6,一

PくO.001

「身体的 自覚症状」 との 関係 につ いては 俵5参

照)、 「いつ も忙 しい1と す る者で、 自覚症状が 「い

つ もある」 に高率 を示 した項 目は、{1)「 疲れ てい

る」、(5)「 疲 れやすい」 の2項 目であっ た(P〈e.05、

Pくe.001)。 なお、関連率1は7.4%で あった。

「精神的 自覚症状」 との関係 については(表6参

照)、 「いつ も忙 しい」 とす る者で、 自覚症 状が 「い

つ もあるiに 高率 を示 した項 目は、(43)「 いつ も眠

い」 の1項 目であ った(PくO.05)。 なお、関連率1は

4.2%で あった。

「行動的 自覚症状」 との関係 につい ては(表7参

照)、 「いつ も忙 しい」 お よび 「時々忙 しい」 とす る

者で 、自覚症状が 「いつ もあ る」 に高率 を示 した項

目は、(5S)「 多 弁」、(60)「 浪 費ユ、(69)「 死 にた

い」 の3項 目であ った(Pく0.OIT・・0.OOI)。また、「ほ

とん ど忙 しくない」 とす る者 で、 自覚症状が 「時々

ある」 に高率 を示 した項 目は、{65)「 拒食」 の ユ項

目で あ った(PくO、001)eさ らに、多 忙 の程 度 にか か

わ らず、 自覚症状が 「時々あ る」 に高率 を示 した項

目は 、{67)「 攻 撃 的 に な る」 の1項 目で あ う た

(P〈O.05)。なお、関連率1は26.3%で あった。

6.教 職員の 「体調変化」 について

教 職員の体 調変化 につ いては、 「以前 よ り良 くな

oた 」者 は18名(S.3%}、 「以前 と変 わ らない」250

名(73.5%)、 「以 前 よ り悪 くな った」72名(21.2%)で

あ った⇔ なお 、性別、年齢 別、職種別 との関係 につ

いては有 意な差は認 め られ なか ったθ

「身体的 自覚症状」 との 関係 につ いては(表5参

照)、 「以前 よ り悪 くなった」 とす る者で、 自覚症状

が 「いつ もあ る」 お よび 「時々あ る」 に高 率 を示 し

た項 目は、{1)「疲れている」、(5)「疲れやすい」、(7)

「睡眠 困難 ・眠 りが浅い」、(12)「 足が重 い」、(14)

「頭 が締 め付 け られ る感 じ」、(15)「 首 と肩が こ

る」、(19)「 眠い」、(21)「 胃痛」、(22)「 吐 き気」

の9項 目で あoた(P<0.05T〈O.00D。 また、 体調 変

化 の良否 にかかわ らず、 自覚症状が 「いつ もあ る」

に高率 を示 した項 目は、〈10)「背 中の痛み」、(18}

「頭痛」の2項 目であった(P〈O,e5、PdO.001}eな お 、

関連率1は40.76で あ った。

「精神 的 自覚症状」 との関係 について は(表6参

照)、 「以前 よ り悪 くな った」 とす る者で、 自覚症状

が 「いつ もあ る」 に高率 を示 した項 目は、(2S)「 集

中で きない」、(31)「 落 ち着 かない」、(33)「 自信が

ないJ、(34)「 無 力感j、(35)「 けだ るい」、(36)

一21-F
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「何 事 も重荷 を感 じる」、(37>「 楽 し くない」、

(42>「 圧 迫 され る感 じ」、(43}「 いつ も眠い」、

(46)「 不安 ・心配」、(49}「 緊張 す る」、(50)「 元

気が ない」の12項 目で(Pく{105rP・愈001)、 また、体

調変化 の良否 にか かわ らず 、 自覚症状が 「いっ もあ

る」 に高率 を示 した項 目は、(48}「 周 囲の人の冷 た

さを感 じる」 の1項 目で あ った(P〈e.01>。 なお 、関

連率1は54.2%で あ った。

「行動 的 自覚症状」 との関係 については 俵7参

照)、 有意 な差 は認め られなか った。

7.教 職員の 「自覚的ス トレス」 について

教 職員の 「自覚 的 ス トレス」 につい ては、「非常

に多 い」者 は73名(215%)、 「多少ある」214名(62.9%}、

「ほ とん どない」53名(15.6%)で あ った。 なお、性

別 、年齢別 、職種 別 との関係 については有意な差 は

認 め られなかった。

「身体的 自覚症状Jと の関係 については(表5参

照)、 「自覚的 ス トレス」が 「非常に多い」お よび 「多

少 ある」 とす る者 で、 自覚症状 が 「いつ もある」お

よび 「時 々あ る」 に高率 を示 した項 目は、{1}「 疲

れ ている」、(3)「 息苦 しい」、{4>「 め まい」、⑤ 「疲

れやすい」、⑦ 「睡眠困難 ・眠 融が浅 い」、(12)「 足

が重 い」、(14)「 頭 が絞付 け られる感 じ」、(15)「 首

と肩 が こる」、(18)「 頭痛」、(19)「 眠い」、(21)

「胃痛」、(22)「 吐 き気」、(24)「 寒 さに弱い」、{26)

「性欲低下」の14項 目で あった(Pくe.05"Pく0.OO1)。

また 自覚 的ス トレスの有無 にかかわ らず、 自覚 症状

が 「いつ もあ る」 お よび 「時々ある」 に高率 を示 し

た 項 目は 、(27)「 食 欲低 下」 の1項 目で あ コた

くP〈e.OO1)eな お、関連率1は5S.6%で あ った。

「精神的 自覚症状」 との関係 については(表6参

照)、 「自覚的 ス トレス」が 「非常 に多い」お よび 「多

少 ある」 とす る者 で、 自覚症状 が 「いつ もあ るjお

よび 「時 々あ る」 に高率 を示 した項 目は、{28}「 集

中 で きない」、(29)「 生 きる希望がない」、(3① 「頭

が さえ ない」、(31)「 落 ち着 か ない」(33)「 自信 が

な い」、{34}「 無力 感」、(35>「 けだ るい」、{36)

「何 事 に も重荷 を感 じる」、(37>「 楽 しくない」、

(3S)「 人 とうま くや ってい けない」、(39)「 物事 を

決 めることは困難」、(40)「 生 きがい を感 じない」、

(42)「 圧 追 され る感 じ」、(43)「 い つ も眠 い」、

(46)「 不 安 ・心配」、(49)「 周囲の人 の冷た さを感

じる」、(49)「 緊張 す る」、(5① 「元気 が ない」、

(Sl}「 ゆ う う つ 」 の19項 目 で あ っ た

(PくO,05VくO,001)。 また、 自覚的 ス トレスの有無 に

かかわらず 、自覚症状が 「いつ もある」お よび 「時々

ある」 に高率 を示 した項 目は、{32)「 人に会いた く

ない」、{41)「 何事 にも感動 しない」、(44)「 叫びた

い」 の3項 目であ っ た{P〈O.05.P〈O.OO1)。 なお 、 関

連率1は91.7%で あった。

「行動 的 自覚症状」 との 関係 については(表7参

照)、 「自覚的ス トレス」が 「非常 に多 い」お よび「時々

あ る」 とす る者で、 自覚症状が 「いつ もある」 に高

率 を示 した項 目は、(53)「 引 きこ もる」、(55>「 粗

暴」、{59)「 過食」、(63)「 不 眠」、(66)「 人 と話 し

た くない」、(67)「 攻撃 的 になる」 の6項 目であ っ

たe〈O.05?く0.OO1)。 なお、 関連 率1は31.6%で あ

った。

8.健 康 に関す る自覚 症状 とライフス タイル6項 目

との 関連 について

健 康 に 関す る 自覚症状 か ら見 た ラ イ フス タイル

(6項 目)と の関係 につ いて、関連率ll{表5、 表

6、 表7注2参 照)が 高率 を示 した項 目は、身体 的

自覚症状 では、(1)「 疲 れている」S3.3%、(22}「 吐

き気」66.6%、(5)「 疲 れやすい」5e.O%、(皇5}「 首

と肩が こ る1se.O%等 で あった。 また、精神 的 自覚

症状で は、(35)「 けだるい」5e.O%、{43)「 いつ も

眠い」50.O%、(48)「 周囲 の人 の冷 た さを感 じる」

50.O%、(49)「 緊張す る」50.0%、(50)「 元気が な

い」50.0%等 であoた 。 さ らに、行動 的 自覚症状 で

は、(52)「 歩行中つ まず く」、(53)「 引 きこもるj、

(59)「 過 食 」、(60)「 浪 費」、(67>「 攻撃 的 に な

る」、(69)「 死にたい」がそれぞれ33.3%で あったe

考 察

今 日、我が国の健康問題は従来の ような特定の

病因により、特定の疾病が発生 し死に至る という考

え方では、説明することが不可能な現状であ り、 と

りわけ生活習慣病 といわれる疾病は、日常の生活習

慣に関わる多様な要因だけでなく、遣伝素因、外部

環境要因などが複雑に絡み合うて発生する。

高齢化 ・少子化社会 を迎えた我が国において、国

民は高度な生活の質を求め健康 を維持 ・増進 し、疾

病を予防 して生活の充実感 と生きがいを求めている。

そのためには、いわゆる 「ライフスタイルのあり方j

が健康問題と密接に関わってくる.し たがって、「ラ

イフスタイル」 をいかに健康的なものに変容させる

かの論理的 ・実践的な検証が きわめて重要になる19)。
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ライフスタイルと健康との関わbに 関する研究に

は、前述 した通 りBreslowら の身体的健康度が7つ

の特殊な個入的健康慣行 と一致 していることが確認

されているし、また、健康的なライフスタイルの潜

在的効果は、疾病 を予防するだけでなく長 きにわた

って 「健康で楽 しい生涯」が持てるとしている加〕。

したがって、個々人の健康行動やライフスタイル形

成に影響 を与える要因と、ライフスタイルと健康 に

関する自覚症状 との関連 を明らかにすることは極め

て重要な問題であるウ

教職員の生活の規則性 において、「規則的な生活

をしている」者は、大学生の1割 に比べ2L〕約3割

で、 しかも 「55歳 以上」の教職員が多かつた。「55

歳以上Jの 年代は、それ以下の年代に比ぺ 「生活習

慣病」を有 している年代、すなわち 「生活習慣病高

発症年齢」であり、規則的な生活 と健康 との関連に

ついて、毎 日の生活の中で強 く意識 し、不規則的な

生活が職務上の障害や健康不安を招 くと考えている

ものと推察されるaま た、「25歳～34歳1の 年代に

「不規則な生活をしている」者が多 く、生活習慣病

が若年層 からの望 ましくない生活習慣の蓄積によっ

て発生することを考えると看過できない健康上の問

題である中生活の不規則や乱れは、「疲れている」

「便秘」「朝起 きるのが辛い」「元気がない」「赤行

中つまず く」等の症状 と関連することが理解される。

規則正 しい生活 とは、人が どのような生活 に価値

を見出すかの人生観、家庭生活のあb方 、生活水準、

仕事の質 と量、社会的地位 と人間関係、ス トレスの

有無、自宅と職場 との距離等 により異なるが、健康

で規則正 しい生活を送oて いる者は、自覚症状(70

項 目)を あまり感 じていない。高齢 ・少子化社会が

進展する21世 紀の我が国では、「識場や仕事中心1

のライフスタイルか ら 「生活や健康を中心」 にした

ライフスタイルの変換が示唆される。

教職員の栄養バランス、については、約6割 の者が

栄養のバランスに配慮 していない。また、男性は栄

養のバランスへの配慮が欠落 しておb、 さらに、女

性は 「心がけている」 と 「偏食である」 とする者が

高率であったが、健康が 日常のバランスのある栄養

摂取と極めて密接な関係があることか ら考えて注目

に値する.い うまで もなく栄養のバランスとは偏 り

のない食事を意味する。すなわち、一 日に何種類 も

の食品をとり、そのうえ、健康の維持 ・増進に必要

なすべての栄養素を満遍なく摂取することである。

偏食とする者 と自覚的症状 との関係 には、外気温

と体温調節、人間関係 と緊張、生 きがい等 と関連が

あることが示唆 された。 しか し、「めまい」「首 と肩

が こる」「引 きこもる」等の自覚症状が栄養バ ラン

スの良否に関わらず有 していたことは、注目してお

かなければならない。これら 「食の偏 与や変化」、

とりわけ食物の豊富さと嗜好の変化、食鋤の多様性

と国際化、深夜労働、コンビニの普及等は、若者だ

けではなく、あらゆる年代層 にまで浸透 しているこ

とがその背景にあると考えられる。これ らの 「食」

の現状は 「飽食の中の貧 しき食事」 と言わねばなら

ない中同時に人間の成長 ・発育、健康の保持 ・増進

は、食物の質 と量、さらにそのバランスと極めて密

接な関係にあることも理解 しなければならない。

栄養のバランスについて、ある特定の栄養素の摂

取では、短期的な 「欠乏症」が認められるが、これ

はむしろ例外的にしか起 こらないとの指摘がある勘。

しかし、栄養摂取の人体への影響は長期的な問題で

あ り、短期的に評価できない側面を持 うている。こ

こに栄養のバランスとライフスタイルのあ り方の問

題が発生する。栄養のバランスの悪い食亭 をしてい

る者は、バランスのよい食事 をしている集団に比べ

てNK細 胞活性が砥下する傾向があ りn}、 厚生白

書によれば2`1")、20～30歳代の若い年代のカルシウ

ム供給源食品の摂取頻度が低 く、食生活上の問題を

指摘 している。これらのバランスの悪い食事、 とり

わけ偏食が長期間継続されると、単に身体的変調の

みならず仕事に対する態度や能力、意欲、集中力 ・

注意力への影響等 も考えられる。

教職員の 「体重観jに ついては、約5割 の教職員

が自己の体重 を 「多す ぎる」 と認識している。健康

に関する自覚症状 との関係においては、体重が 「多

す ぎる」とした者では 「疲れている」や 「過食」に、

自己の体重が 「少なすぎる」 とした者では 「喫煙量

の増加」 とに関連がみられ、これ らは、自らの体重

の増減が疲労度、喫煙量の増加、過食等の自覚症状

と何 らかの関係があることを示唆 しているものと考

えられる。

肥満は、糖尿病、高血圧、高脂血症等の動脈硬化

の危険因子と目される疾患を合併 しやす く、心疾患

ならびに脳血管障害等の 日本人の死因の約4割 を占

める動脈硬化性疾患の発症基盤として、肥満が間接

的に関与 しているという点は、健康 ・予防医学の観

点か ら重大な問題である。また、肥満は遺伝的要因

もさることながら、社会 ・環境的要因の関与が大 き

いと考えられ、望ましい自己の体重は、標準体重、
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体型指数(BMI)、 体脂肪率等を基 にした体重管理

を行い、望ましい体重を達成 したあとは、それを維

持するための新 しい生活習慣 を確立することに努め

る必要がある。肥満の背景 としては、近年のファー

ス トフー ド店の増加、自動販売機、大型家庭冷蔵庫

の普及等、四六時中食に事欠かないことや欧米型ラ

イフスタイルがその元凶と目されている 乃)。 自己

の体重については、個人の主観 によっての受け取 り

方が異なり、実際には肥満でないにもかかわらず「多

すぎる」 と思いこんでいる者はすべての年代 にみ ら

れ、特に、10代 、20代 の若年女性で顕著と言われ

ている。この ような 「スリム志向」の行 き過 ぎは、

食生活を歪める傾向があり、スタイルを重視 した若

年女性の痩せ願望を増長させ、非科学的なダイエッ

トブームの氾濫を招 き健康障害を出現させるという

社会問題 を提起 している26)。 このことは、大学生

を対象 とした研究においても体重が 「多す ぎる」 と

した者が女子学生に多かったことからも理解 される
27)

o

教職員の 「多忙度」については、「いつ も忙 しい」

とする者が全体で約4割 を占め、「いつ も忙 しい」

は、教員が事務職員 と比べ約2倍 を示 し、他方、「ほ

とんど忙 しくない」では、事務職員は教員 に比べて

高率 を占め多忙度に差異が見 られた。特 に教員の多

忙度 については、近年、少子化による大学受験者の

激減 という危機感から 「生き残 り」のための競争原

理や業績 ・能力主義の導入、さらには費用一効果の

原則等が導入されてきていることにより、教員の教

授 ・研究以外の勤務の増大が一因となっていること

が考えられる。

「多忙度」 と自覚症状との間には、「疲れている」

「疲れやすい」「多弁」「浪費」「攻撃的になる」、そ

して 「死にたい」等の症状 と関係がみられたことは、

多忙度の認識が健康度 を左右する点か ら見て興味深

いo

教職員の 「体調変化」については、以前 に比べて

体調 に変化があった者は約3割 、「変わらない」者

が約7割 であった。 また、健康 に関する自覚症状 と

の関係では、体調が以前より 「悪 くなった」者で自

覚症状を有する者は、身体的自覚症状27項 目中11

項目に、精神的自覚症状24項 目中13項 目であり、

体の不調の者に身体的、精神的自覚症状が多 く認め

られたことは注目しなければならない。今後の体調

回復 を図るためには、生活全般を見直 し健康的ライ

フスタイルの実践が不可欠であると考えられる。

教職員の 「自覚的ス トレス」は、「非常 に多い」

および 「多少ある」とする者が約8割 を占め、性別、

年齢別、職種別にかかわらず生活の中でス トレスを

自覚 している者がきわめて高率であった。「自覚的

ス トレス」 と健康 に関する自覚症状 との関連か ら、

日常的にス トレスを有する者は、身体的自覚症状27

項 目中15項 目、精神的自覚症状24項 目中22項 目、

行動的 自覚症状19項 目中6項 目を示 したことは、

「自覚的ス トレス」 と精神的 自覚症状が極めて高い

関連にあることを意味する。

現代社会は、生産や流通形態の合理化、分業化、

専門化、組織化、機械化等の変化と情報化、国際化、

都市化、価値の多様化、地球規模の環境問題等によ

り生活環境の変化 をもたらし、そのことが人々にス

トレス源である不安や緊張を増大させ、ス トレス社

会を形成 しているものと考えられる。森本 銘)は、

自覚的ス トレス感の高い者では、6ヶ 月前 と比較 し

て身体の調子が悪 くなった と思 う者の割合が 、

26.2%に ものぼ り、また、自覚的ス トレス量 と人体

の血中に生成された活性酸素除去酵素の関係を調査

した結果、自覚的ス トレス量の多い者ほど活性酸素

除去酵素の量が高い こと 勘、また、主観的ス トレ

スが高い集団では、精神的健康状態 と極めて高い関

連性を有 していることを報告 している。本調査 にお

いて も精神的自覚症状 との関連率1が91.7%を 占め、

また、自覚的ス トレスが精神的自覚症状 に加え、身

体的、行動的自覚症状 にも多 くの影響 を与えている

ことが示唆された。

現実の社会は、急速な情報化にともないス トレス

フルな社会であ り、膨大な情報 とその管理や過剰な

情報被爆が、ス トレスを生 じさせる背景要因となっ

ていることを改めて認識する必要がある。ス トレッ

サーを個人がどのように感 じ、どのように受けとめ

るかは主観的問題であり、個人によって異なるとい

うことは論を待たない。 このようなス トレス社会に

おいて、ス トレスから逃れることは不可能であるが、

若い世代からの好 ましい健康的なライフスタイルの

形成と「仕事や職場中心のライフスタイル」から「生

活や健康をもとにした生き甲斐を求めるライフス タ

イル」を重視 した生活への変換が必要である。すな

わち、日常生活の中でス トレスをどう受 け止め、い

かに対処するかの 「ス トレス ・マネージメン ト」30)

が極めて重要である。

ライフスタイル6項 目と健康 に関する自覚症状

(70項 目)と の関係 において、特 にr自 覚的ス ト
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レス」「体調の変化」「栄養のバ ランス」「生活の規

則性」では、「疲労、首 と肩がこる、吐き気、便秘」

等の身体的自覚症状、「けだるさ、睡眠不足、朝起

きるのが辛い、人間関係の冷たさと緊張、元気 とや

る気のなさ」等の精神的自覚症状、さらには 「過食、

引 きこもり、浪費、歩行中のつまずき、物や人に対

して攻撃的になる」等の行動的 自覚症状、そ して時

には 「死にたい」という症状 をもち、これらのライ

フスタイルと健康に関する自覚症状がそれぞれ密接

な関連にあり、同時に身体的 ・精神的 ・行動的自覚

症状がそれぞれ相互に作用 しているものと考えられ

る。

結 論

北 海道内の私立大学2校 、短大 ユ校 に勤務 す る教

職員 を対象 に、 ラィ フス タイル と健康 に関する 自覚

症状 との関連 を検 討 し、以下の結論 を得 た。

① 生活 の規則性 につ いては 「時 々不規 則 になる」

お よび「不規則 な生活 を している」とする者 は6S.2%

であ った。年齢別 で は 「25--34歳 」 が 「不規則 な

生活 を してい る」 に多 く、 また、 「規則的 な生活 を

している」者は、「55歳以上」の者 が高率であ った。

② 栄 養 バ ラ ンス につい て は 「考 え てい ない」 お

よび 「偏食 である」 とする者 は38.8%で あ った。性

別 では 「男性 」 は 「考え ていない」 者が 、「女性」

は 「偏 食である」者 が高率であ った.ま た、年齢別

で はrl呂 ～34歳 」の 者は 「偏 食で あ る」 とす る者

が 、「25～44歳 」の 者は 「考 えてい ない」が高率 で

あ ったeさ らに、「心 が けて いる」 とす る者 は 「55

歳以上」の者が高率であった。

{3}体 重観 につ い て は 「多 す ぎ るjと す る 者 が

5L7%、 「丁度良い」 とす る者が41.5%、 「少 なす ぎ

る」 とす る者が6S%で あ った。

{4)多 忙度 につ いて は 「い つ も忙 しい」 とする者

が39.7%、 「時 々忙 しい1と す る者がS5.6%、 「ほ と

ん ど忙 しくない」 とする者が4.7%で あ り、「いつ も

忙 しい」 とす る者は 「教員」が 、「忙 しくない」 は

事 務職が高率 を示 した。

(5)体 調 の変化 について は、「以前 よ ゆ良 くなっ た

と」 とする者が5.3%、 「以前 よD悪 くなoた 」 とす

る者 が2L2%、 「以前 と変 わ らない」 とす る者 が

73.5%で あった。

{6)自 覚的 ス トレスが 「非常 に多 い」 とす る者 が

2i.5%、 「多少 ある」 とする者 が62.9%、 「ほ とん ど

ない」 とす る者 が15.696で あ った。

(7)健 康 に関する 自覚症状 について は、「いつ もあ

る」 および 「時々 ある」 とす る者 は、身体 的自覚 症

状では 「疲れている」80.0%、 「首 と肩 がこる」69.8%、

「疲れやすい」67,正96等が、精神的 自覚症状 では 「頭

が さえ ない」43.O%、 「集中 で きない」40.3%、 「緊

張す る」39.596等 が 、 さらに、行動 的 自覚症状で は

「常 に行動 してい る」35.6%、 「過剰 飲酒」23.8%、

「浪費」22,4%等 が高率であった。

(呂)ラ イフス タイル6項 目 と健康 に関する 自覚 症

状(70項 目)と の関連(関 連率mに おいては、「自

覚的ス トレス」 は70項 目中43項 目で最 も高率 であ

り、次 いで 「体調の変化」は70項 目中24項 目、「栄

養のバラ ンス」7e項 目中19項 目、「生活の規則性」

は70項 目中9項 目、「多忙度」は70項 目中8項 目、

「体 重観」 は70項 目中3項 目で高率 であった。

以 上、大学 、短大 教職員の ライフス タイルと健康

に関する 自覚症状 を明 らか に して きたが 、好 ま しい

ライフス タイルは、若い時期 か らの習慣化が重要 で

あ る。そのために は高校生、中学生等の若い世代 の

ライフス タイルや健康 の実態把 握が重要であO、 そ

れは今後の課題であ る。
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環境ホルモ ン(外 因性内分泌撹乱化学物質)

の リス ク ・アセ ス メ ン トに関す る研 究

学生 ・生徒 と市民 の環境 ホルモ ンに対する イメージ ・知識 ・態度 ・行動の比較 につ いて

中村 正 道1、 三 浦 裕2、 鈴 木 一 央3、 鈴 木 貴 博2、 片 岡 繁 雄2
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目 的

「外 因性 内 分 泌 撹 乱 化 学 物 質(EDC=Endocrine

Disn,tpti皿gHonno皿¢s}は、環境 ホルモン(Envセo皿m㎝tal

H㎝on酷 〉 とも呼 ばれ、1997年 、米 国 ホワ イ トハ

ウス科学 委 員会 とEPA(米 国環境 保護庁}共 催 の

ワークシ ョップにお ける 「生体の恒常性、生殖 、発

生 、あるいは行動 に関与する種 々の生体内 ホル モ ン

の合成 、貯蔵、分泌 、体 内翰送 、結 合、そ してその

ホルモ ン作用その もの、あるいはその クリアランス、

等 の諸過程 を阻害する性 質 を持つ外 来性 の物質」恥

という定義が、今 日、世界 的に定着 して きてい る頃

一方、1962年 、RachelCarsonに より 「Si]entSpr'ing
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(沈 黙 の 春)」s,が 、 ま た1996年 、CelbOrnT.,

DumanoskiD.,MyersJ.P,,ら によ り「OurStolenFuture

(奪われ し未来)」4}が 、さらに 工997年 、CadburyD.,

による 「Thefeminizatio皿of皿ature,OurFutureatRisk

(メス化 する 自然)」s}が 刊行 され、その後、「EDC」

に関する出版が続 き、世界 的に関心が高 まって きて

いる。

我 が国で も、1997年 以 降、環境 庁 リス ク対 策検

討 委員会に よる 「環 境ホルモ ンー外因性内分泌撹乱

化 学物質問題 に関す る研究班 中間報 告書」1)や 立花

隆に よる 「環境 ホルモ ン入 門」ti}など、多 くの出版

物 や翻訳書7']S)が刊行 され て きた.こ れ らの内容 は、

「生態系 に対 す る化学物質 の影響 」xs,11'1fi},とりわ

け 「野生生物 の異 常」糊 、 「ヒ トの精子 数の減少 と

異常 な精子の増加」雄蝸 、「極微 量の化学吻質 に よ

る脅威」1-Cll-tS・17}等を指摘 し、特 殊 な用途 の化 学物

質 のみではな く、 日常 的な生活 のための化学製品 に

まで 「EDC」 が含 まれてお り、その影響 が地球 全体

に及んで いるこ とを警告 している。 また 「EDC」 が

ヒ トの調節系 であ る 「ホルモ ン系」・「神経系」・「免

疫系」のすべて に作用 をし、人 間、社会 、学校 、教

育 、 自然環境、医療 、政治、経済 等あ らゆ る分 野で

「ヒ トー人」 と関 わる ことを指摘 し、地球規模 での

環境問題 とその対 策の必要性 を強調 した。

現 在 、 我 が 国 に お い て マ ス メデ ィア を通 じて

「EDC」 または 「環境 ホルモ ン」が 「ヒ トの生 活の

あ らゆる分野」 に関係 してい るこ との事実 が指摘 さ

れ 、「政 治 ・行 政 ・企業」 の責任 と 「国民 の健康 の

あ う方」 について問題提起が なされ、様 々な対応 が

検討 され、対策が講 じられつつあ るが 、十分 とは言

い難 い状 況である。特 に、環境教育 において 「環境

ホ ルモ ン問題jは 、重要課題 と考 え られるが 、問題

解明の困難 さもあ って、系統的 な教育が な されてい

ないのが現状で ある。

著者 らは先 にIs)、21世 紀 を担 う若 者、特 に高校

生、短大 生、大 学生の 「EDC」 に関す るf関 心 ・イ

メ ージ」、「発生源」、 「人体へ の影響」に対 する認識、

さらに 「EDC」 に関わ る日常 生活での 「態度や 生活

行動 」について検 討 し、その結果 、若者 においては

「安 くて ・便利 で ・簡単」 とい う態度 に基づ く 「利

便性 ・安 直性」 が 日常 の 「生活行動」 のベースにな

っていることを明 らかに したe

また、若者 の 「環境ホルモ ン」 に対す る態度 と回

避行動 について、 「望 ま しくな い態度 」 を持 ってい

る者 は、「望 ま しくない行動 」 をとるこ とを明 らか

に した 加鋤。

さらに著者 らは、市民 を対象 に した 「環境ホルモ

ン」に関する 「関心 ・イメージ ・知識 ・態度 ・行動」

の現状 を検討 し、報告 した19)。

そ こで、本研究で は、学生 ・生徒(高 校生 ・大学

生 ・短大生)と 市民の 「環境 ホルモ ン」に関する 「関

心 ・イメージ ・知識 ・態度 ・行動」 を比 較 し、その

背景要 因 を分析 す るこ とによ り、「環 境 ホル モ ン」

に関す る 「リス、クアセ ス メン ト(危 険性評価)」 の

あ り方 を検討 するため の基礎資料 を得 る こ とを目的

とする。

方 法

調査 は、関東 地域 に所在 す る市 立高校1校(jg4

名)、 国立大学1校(2(n名}、 お よび北 海道 に所在

する道立高校2校(400名)、 私立短大1校(120名 〉、

国立大学2校(570名)、 不明(7名}の 合計1898

名 を対象 に 「無記名質 問紙法 に よる集 合調査(回 収

率100%)」 を平成10年11月9日 か ら20日 の間 に

行 い、 さらに北海道A市 に居住 する市民352名 を対

象 に、 「無記 名質 問紙 法(回 収率100%)に よる調

査」を、平成1エ 年2月1日 か ら25日 の問 に行 った。

尚、いず れ も次 に示す 内容の調査 を行 った。

調査 内容は、性別、年齢 、職業.環 境 ホルモ ンへ

の関心、環境 ホルモ ンに関す る知識'イ メージ、環

境 ホルモ ンの発生源お よび人体へ の影響 、環境 ホル

モ ンに対 す る態度(15項 目)・ 生活 における回避行

動(11項 目)等 であ った。

対 象 の基 本属性 は、学 生 ・生徒 の性別 で は男性

1058名(55.7%)、 女性837名(44.1%〉 、不 明3名

{o.2%)、 また学校別 では、高校生994名(52.4%}、

大学生781名(41.1%)、 短大生120名{6.3%)、 不

明3名(02%)、 さらに居住地域別では関東地 区801

名(42.2%)、 北海道地 区1090名(57A%}、 不明7

名(O.4%)で あった。

市 民 について 、性 別で は男 性225名{63.9%)、

女性127名(36.1%)、 また年代別 では20代93名

(26.4%)、30代97名(27.6%〉 、40代97名(27.6%)、

50代57名{16.2%)、60代 以上7名{2.0%)、 不明

1名(O.3%)、 さ らに職 業 別 で は 公 務 員161名

{45.7%〉 、会 社員151名(4Z9%}、 そ の他37名

(10.5%〉 、不 明3名(O.9%)で あ った。

尚、結果 の数値は実数値、及 び比率 で示 し、項 目

間の差の検 定 はカイ自乗検定で行い、危 険率5%未

満 を有意 とし、それぞ れに示 した。
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表 一1f環 境 ホルモ ン1と い う書葉を
聞いた ことの有無 について

(%)
一一一 一 一

学生 ・生 徒
N富1898

一

市 民
N隠352

3Si9

あ る

一一一

1664(呂7.7)

一一

341{95.9) **

iな1・

一

231(1■2) 10{2.8) **

不 明

一

3(o.2)

一

1{O.3)
一

(**:P<O.Ol>

表 一3「 環境ホルモ ン」とい う言葉を
知 った時期について

(%)
一一

学生 ・生 徒
N=1664

市 民
N=341

si9

一 一

Il996年 以 前 199(11.ウ)

一一一

5ヨ(17.3〕 *
旨

1

1997年 以 降

一一

11432(ε6.1) 273(呂{u) *
一一一一

無回答 133(2 .o}

一一

9(2.6)
一

(*=P<0.05}

表 一2
環境ホルモ ン」に対す るイメージについて

(%)
一 一一一

項 目
注)① ～⑤

L

1学 生'生 徒

IN冨1664

市 民
N望341 Sig.

(D化 学物 質
…(1)ゴミ
(1)ビ ニ ール

一一一一

1047{62.9}

652(39.2)

623(374)

230(67,4)
144(42.2)
128(37.5)

*
1

1

② 自然
(2}海 川 ・湖
(2)大 気
(2)土

627(37の

616(37』)

601(36」)

310(18石)

一

119(349)

137(40.2)

il39(40、8)

69(202)
1

ヨ

1
旨

(3}人 間
③ 食べ物
{3)男
③ 動物
{3)子 ども
(3)植 物
{3)女
③ 飲み物

372(22.4)

327(19.η

259(15.6)

244(14.7}
I
I2コ2(13.9}

iお1(13・9}Il92(1L5)

…88(5・3)

165(19
.1}

1韮9(34.9}

32(9.4)

52〔152}

96{282}

52(152}

24(7.O}

35(lo,3}

一一一一

隷
**

葉*

1

一一

④ よくない

旨緯購 しい

④ 怖い
④ 不安

…892(53.6}

呂6畠(522)

697(4L9)

574(34.5)

451(27.1)

159{46石}

130(38.1)

lo9{32.o)

95{27.9)

116(34.o)

禁*

葉*
**

一

{5)自 動 車

(5)コ ンビニ
(5}給 食
(5)家 庭

(5}学 校

177(1(L6)

187(1L2)

82(4,9)

78(4.η

45(2.フ)

37(10.9)

37(10.9)

24(■O)

26(7.6}

9(2,6)

一一一一一

*

…

(6)楽 しい

{6)面 白い
(6)そ の他

一 一一一

11(0.η

ll{o,η

92{55)

一

〇((LO)

1({L3)

12(3.5)

一一 一

一 一 一一

注) (1)

②
{3)

④{
5)

⑥

(*=P<0.05,**:P<O,Ol)

発生源 に関す るもの
自然に関す るもの
生物 ・食物 に関す るもの
心理(情 緒)に 関す るもの
生活行動に関す るもの
その他

表 一一4 「環境ホルモン」に関す る情報源について

(%}

学 生 ・生徒
N盤1664

一 一一

市 民
N=341 Sig

テ レ ビ

一

1331(50∬)

一一 一

2,2(呂5.6) **
1

新 聞

一一一

石54(393} 254σ4.5)

一一一

**
一一一

雑 誌

一 一一

195(1Lり 120(352) **
一一一

家 族 川(6.η Il1{3、2} *
一 一

友 人

一 一一

31(4.9)
[証(λ3)一 一 一

講 演 等 6〒 〔4.0)
I
I16(4、 η

」一一一

ラ ジ オ

一 一

66{4.O)
147(13

.呂) **

イ ン タ ーネ ッ ト 7(α4}

1

4{1.2}一一 一一一

そ の 他

一

340(20,4)

一 一

12{3.5} **
一

*:P〈O.05,**言P<0.01)

結 果

1.環 境 ホルモ ンに対す る関心 につい て

(1)「 環境 ホルモ ン とい う言 葉 を(聞 いた こ とが

ある〉」 とす る者 は、表 一1に 示す 通 り、高校生 ・

大学生 ・短大生{以 下学生 ・生徒 とする)で は1664

名(87.7%)、 北海道Aの 市民(以 下 市民 とす る}

で は341名(96.9%)で あ り、「な い」 とす る者 は

学生 ・生徒 では231名{1Z2%)、 市民で は10名

{2,89e)、 「わ か らない ・不 明」 の 者 は学 生 ・生徒

では3名(0.2%)、 市民 では1名(O.3%)で あ り、

「環境 ホルモ ンとい う言葉 を(聞 いた ことがあ る)」

とす る者 は市民が、「環境 ホルモ ンとい う言葉 を(聞

いた ことが ない)」 とす る者 は学生 ・生徒が有意 に

高率であoた(PくO.Ol)。

(2)環境 ホルモ ンという言葉 を聞いた ことがある

一29一
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表一一5「 環境 ホルモ ン」 に関連す る語句について
(%)

一一一

項 目 学 生 ・生 徒 市 民 Sig.

注)(a)～ ⑥ N自1898 N詣352
一一一 一 一一

③ ダイオキシン 揺24(96.1} 341(96.9}

(a)カ ドミウム 1492(7呂.1) 293(832) *

③ 鉛 1398(73.η 280(79.5} *

(a)有 機水銀 1369(72.1) 26呂 σ6.1)

(a)DDT 95臼(505) 245(6%) **

{a)PCB類 399(21.O) 139(53,4) **

③BHC 215{11.3) 80(22.η **

{b}フ ヱ ノール 類 107呂(56.君) 2(叫(58.O)

{b)ス チ レン類 672(3i4) 92(26.1〕 **

{b)フ タル酸 エ ステ ル 372{19.6) 50(142) *

{b)植 物 エ ス トロゲ ン 1%{IO3) 69(19.6} **

⑥ トリブチルスズ 91{4,9) 24(6.臼 〕

{b)ジ エ チル ス チル ベ ス・トロ ール 52〔2.8} 12(34)

{o)沈 黙の春 とい う本 211(1L1) 62(17.6) **

{。)ス ピ ー ド98 21臼(11、5) 2呂(呂.o) *

{o)奪 われ し未来 とい う本 君7{4.6) 45(12.8〕 串*

⑥ ウエイブ リッジ会議 54{2.8) 8(23}

◎ ウイングスプレッド会議 29{1」) 6(1.η

その他 28{1.5) o(o,o)
一一一

(*:P〈O.05,**;P<O、Ol}
注)

(a)=過 去 に急 性 毒性 が 問題 とな った物 質

(b)=環 境 ホル モ ンが疑 わ れ,極 微 量 な毒性 力澗 題 とな ってい る物 質

(の:国 際 会議 や 国際 的刊 行物

学物 質」{P<O.05)、 「食べ物 」(P<O.Ol)、 「飲 み

表 一6 「環境 ホルモ ン」対す る知識

(単位 の正答率)に ついて
(%)

学 生 ・生徒
N冨189ε

一一

市 民
N=352

自ig

一

マイ ク ロ 479〔25.2) 65(1駐.5) *
一

ナノ 3呂呂(20.4) 3呂(lo,8) 零*

ピコ 348(183) 32(9、D **

PP1n 25(4.5) 54(15.3} **

ppb 65(3.4)

一

25(7.1)

一

**

(*:P<O.e5,**=P<O.01>

とす る者の 「環境 ホ ルモ ンに対す る イメージ」 に

ついては、表 一2に 示す通 り、学生 ・生徒が有意 に

高率であ った項 目は、「よ くない」(P<0.05>、 「恐

ろLい 」(P<0.OI)、 「危 険」(Pくe.01)、 「怖 い」

{P<O.05)、 「男」(P〈eOl)、 「女」(P<O.05)

等 であ り、市民 が有意 に高率で あった項 目は、「化

物」(P<0.01)、 「子 ども」(P〈O、Ol〕 、「不安」{P

<O.Ol)、 「家庭」(P〈e.05)等 であ った。

③ 環境 ホル モ ンとい う言 葉 を知 ウた時期 につ い

ては表 一3に 示す通 り、学生 ・生徒 は1997年 以降

に、市民 は1996年 以 前 に知 った者 が有 意 に高率 で

あ った(P〈0、05)。

また情報源 については、表 一4に 示す通 り、学生 ・

生徒 が 有 意 に高 率 で あ っ た項 目は 「家 族」(P〈

0.05>、 「その他」(P<O,01>〕 であ り、市民が有 意

に高率 であ った項 目は 「テ レビ」(P<onr)、 「新

聞」{P<O,Ol)、 「雑誌」(P<O.Ol)、 「ラジオ」{P

<O,01}等 であ った。

2.「 環境 ホルモ ン と関連 す る語句(聞 いた ことが

ある)」 について

「関連す る語句」については、表 一一5に 示す通b、

学 生 ・生徒 が有意 に高率 であ った項 目は、 「フタル

酸 エ ス テ ル」(P<O.05)、 「ス ピ ー ド98」(P<

O.e5)、 「スチ レン類」(P〈O.OI)で あ り、市民が有

意に高率 であった項 目は、「「奪われ し未来』 とい う
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本 」(P<O.oD、 「『沈 黙 の 春 」 と い う 本1(P〈

e.or)、 「植 物 エ ス トロ ゲ ン」(P<O.01)、 「カ ド ミ ウ

ム 」{P<e、05)、 「PCB類 」(Pくe.Ol)、 「DD

T」(P<O.01)、 「BHC」{P〈e、01)、 「鉛 」(P<

O.05)等 で あoた 。

3.「 環境ホルモ ン」 に対す る知識 について

(1)「環 境 ホ ルモ ンー外 因性 内分 泌撹 乱化 学物 質
一」 を表 す際に用 い られる 「大 きさ」・「渡度 」の単

位 に関す る知 識の 正答率 は表 一6に 示 す通 り、学

生 ・生 徒が 有 意 に高率 であ った項 目は 「マ イ クロ

(1e-6)」(P<O.e5)、 「ナ ノ(10-9)」(P<O、01)、

「ピコ(1e-12)」(P<0.01)で あ り、 市民 が有意

に高率 であ った項 目は 「ppm(百 万分 の一一の濃度)」

(P〈0.Ol)、CPPb(10億 分 の一の濃度)」(PくO.Ol)

であ った。

(2)環 境 ホルモ ンの発 生 源 につい ては、表 一7に

示す通 り、学生 ・生徒 が有意 に高率であった項 目は

「海 ・湖 ・川 」(P<O、05)、 「その他」(P<O.05)

等 であ り、市 民が有 意 に高率 で あった項 目は 、「容

器(プ ラスチ ック ・缶詰等)」(P<O,Oエ)、 「工業用

洗 浄剤 」(P<O.01)、 「包 装材 」(P<O.Ol)、 「洗

剤」(P〈O,es)、 「殺 虫剤」(P<0.05)、 「除草剤」

(P<O.01)、 「防汚剤](P<O,Ol)、 「煤煙 」(P<

O.Ol)、 「防腐剤」{P〈0,01)等 であoた 。

(3)人体への影響 については、表 一8に 示す通 り、

学生 ・生徒 が有意 に高率であ った項 目は 「男性 ホル

モ ン様作用 」{P<O.05)、 「知的 能力 の障害」(P〈

0,05}、 「子宮 内膜 症」(P<O,e5}、 「学習 障害」(P

<O.05)等 であ り、市 民が有 意 に高率 であった項 目

は 「行動 と神 経系 の障害」(P<O.OS)、 「生殖器 の

奇 形 と異常 」(P<O.e5)、 「遺 伝子 の異・常」(P<

O.{)1)、「母乳の汚染」(P<O.05)等 であ ったo

4.生 活 にお ける環境 ホル モ ンに対す る態度{15

項 目)に ついて

「環境 ホルモ ン」 に対 する態度 に関 して、 当ては

まる(以 下 「同意」 とする)者 につい て、表 一9に

示す通 り、学生 ・生徒 が有意 に高率であ った項 目は

「色 ・匂 ・味が よい食品 はおい しい」(P<0.Ol)、

「食べ 物 を食 べ る時、農薬が 気 にな らない」(P<

O、Ol)、「水 は透 きとおっていれば よい」(P<O.01)、

「食べ物 は新鮮 でおい しければ よい」(P<0.01)、

「種 々の プ ラスチ ック容 器 ・食器 は便 利 なので よ

い」(P<O.01)、 「ビニール系の ラップは食品 を温

表 一7「 環境 ホルモ ン」の発生源について

{%)
1

項 目
注)(A}～(F)

学 生 ・生 徒

N」=1呂99

市 民
N菖352

9ig. 1

一一一 一 一

(A)容 器 1311(69.1}
一

293{832}

一

**

1

…
I

I

3(A)ゴ ミ焼却灰 1058(55.7} 216(61.4}

(八)排 気ガス 83審(44.2} 16?{474}
旨

1(A)木 製玩具

1

34(1.9} 3(α9)

(A)包 装材 306(16」) lo7(3a4} *率

i㈹ 煤煙 354(18.7} 125{3i5} **
一 一

1(B}工 業 用洗 浄 剤1 623(3λ8} 147(4L8} *串 1

…⑧ 殺虫剤 4呂1(25.3) II4{3■4} 牢

⑧ 洗剤 415(2L臼) 100{28、4) 串

(B)防 腐剤 364(夷92} 100伽.4} **

{B}染 料 171(軌O} 29〔a2〕

(B)芳 香剤 96(5,1) 21(6.o}

①)歯 科充填材 砂`3動 1臼(54}

{C)農 薬 797(42、o)
I

l54(43、 呂)

(c)除 草剤 546(2呂,呂}
…1舶(3軌8)

串*旨

(C)合 成鞭 ン剤 1490{25.ε) go(25.5) 1

(o殺 菌剤
1

369{1軌4} 69{19⑪

1(C}防 汚剤 227{12.O} 65{1呂5} **

(c)避 妊薬 125{品) 18{5.1)

L(¢)睡 眠藁
46σ4) 3{血 ウ)'

(D)食 料 259{13.6} 58{1丘 勾

I
I(P)母 乳 1分3{10.2) 42{1L9}

…(D)ほ 乳瓶 179(94) 3恥但8)

(D)井 戸水 136〔7.2) 19〔5.4}

1(D)水 道水
114〔 丘O} 1B(5.1}

トー一

(E〕 海 ・湖 ・川 313(1丘3) 43{1η} *

…
1(F)そ の他 119(6、3} 3(09} *

一一一 一

注) (A)
㊤)
(C)(D)

{*=P〈0.05,**:P<α01)

生活用品及びその廃棄物
日常生活で用いられる化学剤
農薬及び生活薬剤
食品に関するもの

罐 雛 関するもの
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表一8「 環境 ホルモン」 の人体への影響について (%)

項 目 注)(1)～(VD

一

学 生 ・生 徒(N=1宕99)

一

市 民(Nユ ヨ52) 5量9.

一 一

{1)女 性ホルモン様作用
{1)男 性ホルモン様作用
(1)ホ ルモン受容体の異常

6糾{3ω}

606(31,)

597(31」)

114(324〕

呂6{244)

96(27.3)

串

(鱒 精子の数の減少
伍)遺 伝子の異常
伍)精 子の異常増加

1371{722)

魯65〔45.η

呂1(4.3}

2石臼 σ6沸)

亘呂8(53の

10(2,a}

**

(皿)行 動 と神経系の障害
(鋤 知的能力の障害
{皿)運 動能力の障害
(皿)学 習障害

3正7(16.7)

321(169}

214(1L3)

124{6.5)

$4(239)

3石(10.2)

34(9、7)

u{3.1)

葉

*

一一

(四}生 殖器の奇形 と異常
(1V)女 性の不妊症
価り 子宮内膜症

晒09{32.1)

531{2曾 、O)

266(14・ 』)

136{ヨ 乱6)

95(24,D

29{呂2)

串

串

(V)発 ガン性
(v}母 乳の汚染

鱈37(44ユ)

627(3ヨ,O)

164(46.6)
140(39,6) *

一一一一一

(VDそ の他 104(54) 2{o.6)

一一
1

注}(1):ホ ルモ ンに対する影響
(皿)=機 能具常に関する影響
(V)=発 ガン性 と母乳への影響

{*=P〈0.05,**:P<O.01)

(五)=遺 伝 子 に対 す る影 響

(W)=生 殖 器 の 奇 形 と 異 常 へ の 影 響

(VD=そ の 他

表 一9「 環境 ホルモン」 に対す る態度 について (%)
一一一 一

項 目
注}① ～③

学 生 ・生 徒

N=1呂9睾

市 民

N=352

Si宮

① 「色 ・匂 ・味」がよい食品はおい しい 1276{岳7.2〕 192(54.5} 卑*
一一一一

①食べ物を食べる時,農 薬は気にな らない 637`362} 72(20.5) **

①水は冷たくて透き通っていればよい

一

622(32.呂)

一一

69(193) 串*
一一一

①食べ物は,新 鮮でおいしければよい

一

1377(72.6) 192{51.7) **

②種々のプラスチ ック容器 ・食器 は,便 利なのでよい 1047(55.2)

一一

ll6{33.0)

一一

出*

② ビニール系のラップは,食 品を温めるのに便利なのでよい 1247{65.η 172(43.9} 串*
一一一

③排気ガスや タバコの煙は,特 に気にな らない 307{16.2〕 56(1i9)

③ゴミを分別するのは面倒 くさい燃やせばよい 363〔19■} 27(7.η **
一

③資源の リサイクルは,面 倒 くさい 520(27.4) 58{165) *牢

一 一

②多少の農薬や殺虫剤 は,使 ってもよい 1017(53石) 20正{57.1) **

一一

①市販の加工食品は安全なので賞味期限 成分表示は気にしない 172{9」) 19〔54) **
一

①インスタン ト食品{カ ップ麺)等 は,安 くて便利 でよい ll73{61.窪) 142(403〕 串*

①動物性脂肪(肉 類}は 好きだ Mヨ 寒(75宕} 231(65」5) **

①特に,野 菜や果物は有機栽培の物がよい 1254(66.1} 244{6皇.3) 寧

②化学物質からできた物でも,き れいで便利であればよい 553(29.1) 71{202) *串
一

(*:P<0.05,**:P〈O.OD

注陽:餐 農難 離 軽綴 島
項目

③=生 活廃棄物に関係する態度の項目
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表 一10「 環境ホルモン」 に対す る回避行動 について

(%)
一一一

項 目
注)① ～③

学生 ・学生
N瑞1898

1
市 民

iN≒352 Sig,
一

②プラスチ ック製 の玩具 ・容器 ・食器は使わない ようにしてい る 355(1き.9) …117(332) 牢*
一 一一 一 一

②合成 ホルモ ン剤(ピ ル・ステ・イド)等は服用 しない ように している

一 一 一

1499(79.o)

一一

282(呂L呂)
1

*
一 一 一一 一一一一 一

③環境汚染地域や煤煙のある所は,避 けるように している

一 一一

llα2(5呂.1) 187(53.D… *
一 一一一一 一一

①イ淋タ汁食品(加プ麺}等 には直接湯を注がないよ うにしている 161{8,5) 46(13.1)
1

**
一 一一

② 電子レンジで食品を温 める時はラップ類で包まないよ うに してい る 405(2L3)

一

63(17.9) 棄

③ ゴミは リサイクルできるよ うに,分 別 している

一 一 一 一一

1319(695)

一一 一 一一一

337(9iη

一一一一一

串*
一

① 魚 の脂身は,食 べないよ うに している

一

472(24.9)

:-
47{13.4)

1

一一

**
一一 一一一 一 一一

① 河川 ・湖の水は,直 接飲まないよ うにしている
i

175呂(92.6}
13

21(912)

1② 化学物質製の生活機器は
,安 くて便利であれぱ使 う 1268(衡.8} 206{585) **

一 一 一一

③ ゴミ処理は,将 来 「有料化」 した方が よい
1--1725(3鼠2)
1

一 一 一

1184{52.3}
1

「

**

I
I② 将来,母 乳保育は避けたい 230(1ユ リ 17{4.8}

」-1
**

一一 一 一一 一一

(*;PくO.05,**:P<0、01)

注)①=食 べ物に関係する行動の項臼
②:生 活の安全に関係する行動の項目
③1生 活廃棄物に関係する行動の項目

めるの に便 利 なの で よい」(P<O.Ol)、 「ゴ ミを分

別す るの は面倒 くさい、燃 やせ ばよいj{P〈0.01)、

「資源 の リサ イ クル は面 倒 くさいj(P<O.01)、

「市販 の加工食品は安全 なので、賞味期 限や成分 表

示 は気 に しない」(P<O.el)、 「イ ンス タ ン ト食 品

(カvプ 麺}等 は安 くて便利で よい」(Pく0.01)、

「動 物性脂 肪(肉 類)は 好 きだ」(P<O.Ol)、 「化

学物 質か らで きた物 で も、 きれいで便利であれば よ

い」{PくO.Ol)等 であ り、市 民が 有意 に高率 であ

った項 目は 「多少の農薬 や殺虫剤 は使 って もよい」

(P〈O.01)、 「特 に、野菜 や果物 は有機栽培 の物 が

よいユ(PくO.05)等 であった。

5.日 常 生活 におけ る環 境 ホルモ ンに対す る回避行

動 く11項 目}に ついて

「環境 ホルモ ン」 に対 す る回避行動 に関 して、当

ては まる(以 下 「同意」 とす る)者 につ いて、表 一

lOに 示 す通 り、学生 ・生徒が有意 に高率 であった

項 目は 「環境汚染地域 や煤煙の ある所 は、避 ける よ

うに してい る」(P〈O.05)、 「電子 レ ンジで食 品 を

温 めるときは、 ラップ類で包 まない ように してい

る」{P<O.05}、 「魚 の脂 身は、食べ ない ように し

て いる」(P〈0.01)、 「化学物 質製 の生活機 器 は、

安 くて便利 で あれば使 う」(P<O.01)、 「将来 、母

乳保育 は避 け たい」(P<0.01)等 であb、 市 民 が

有 意 に高 率 で あっ た項 目は 「プ ラスチ ック製 の 玩

具 ・容器 ・食器 は使 わ ない よ うに してい る」(P〈

0.01>、 「合成 ホルモ ン剤{ピ ル ・ステロイ ド)等 は、

服 用 しない よ うに してい る」(Pく0」}5)、 「イ ンス

タン ト食 品(カ ップ麺)等 には、直接 湯 を注が ない

ように してい る」(P<O,e1)、 「ゴ ミは リサ イクル

で きる ように、分別 してい る」(Pく 〔}.01)、「ゴ ミ

処 理 は、将 来 「有料化」 した方が よい」(P〈O.01)

等 であ った。

考 察

外因性内分泌撹乱化学物質の定義 は、現在必ず し

も定まってはいないが 「外来性の物質であり、無処

置(intact)の 生物の内分泌系に対 して、その個体、

もしくはその子孫の世代のいずれかの段階で健康障

害性の変化 を起 こさせ る物質」L,とされ、その影響

は世代 を越える可能性があ り、長期的な視点に立っ
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た対 応が必要であ る。 また、環境 ホルモ ンの種類 は

多 く、内分泌系への 影響 も多様 であ り、成熟 した個

体 よりも未成熟 な個 体に影響が大 きい ことなど多面

的な要因 を考慮す る必 要がある。 人に対 す る外 来性

のホルモ ンには、 自然界 由来 の物 質 と人 工的化学合

成物 があ り、それぞ れ複雑 な相互作用 を持 ちなが ら

多数存在 している。

内 因性 の生理的 なホルモ ンは、必要 に応 じて分泌

の時期 ・分泌量が制御 されてお り、不要 になると速

やかに分解 ・排 出 され、生体 内では可逆 的 な調節作

用 を担 ってい る。一方 、外 来性 のホル モ ン(「 環境

ホルモ ン」)は 、 この制御系が働 かず不可 逆的 な反

応 を引 き起 こし、 また分 解 ・排泄 が不完 全であ り、

さらに容易に脂肪組 織等 に蓄積 される とい う特徴 が

ある。これ らのメカニズム等 については、未解明 な

点が 多 く、内分泌撹 乱物 質の健康影響の解 明のため

には、(1〕環境汚 染の状 況 や野 生 生物へ の 影響 に関

す る実態 調査 の推進 、(2)試 験研 究及 び技 術 開発 の

推進 、(3)環 境 リス ク評価 ・環 境 リス ク管理 及 び情

報提 供の 推進 、④ 国際 的 なネ ッ トワー クの強化推

進等 を進め る必要が ある7,と されている。 これ らの

解明 には、科学研究 の側面 と行政の側 面が含 まれ、

両者の協 力があ って初め て適切 な対応 ・対策が可能

となる と考 えられ る。

生活者 としての人の健康 や生態系へ の影響が問題

とな っている化学物 質は、その扱 い方 次第で 「環境

リス ク」 と して作用す る可能性 は高い し、科学的 な

知 見 に 基 づ く 客 観 的 な リ ス ク 評 価{Rjsk

Assessrnent)を 行 うこ とが必 要であ る。 さ らにその

結 果 に基づ いて、 その リス クをいかに軽減す るかや

その回避対策 をい か に推進す るかは、 生活者 と して

若 者(学 生 ・生徒)や 一般市民 の責務 で あ り、 「健

康」・「安全」・「環境」上 、極め て重要 な課題 であ る
IL}
。 この ことは、本研究 の対象 である学生 ・生徒 や

市民 の 「環境教育iや 「環境問題対策jに おける基

本的課題 であ る。

「環 暁 ホルモ ン」 に対 す るIs)学 生 ・生徒 や市民

の関心 ・認識は、全体 として高 い ことが 明 らかに さ

れた。

「環境ホルモ ン」 に対す る認識(イ メー ジ)を 、

(1)発生源 に関す る もの(化 学 物 質 ・ゴ ミ ・ビニ ー

ル)、(2)自 然 に関す る もの(自 然 ・大気 ・海 ・湖 ・

川 ・土)、(3)生 物 ・食物 に関 する もの(人 間 ・男 ・

女 ・子 ども ・動物 ・植 物 ・食べ物 ・飲 み物)、(4)心

理(情 緒)に 関す る もの(よ くない ・恐 ろ しい ・危

険 ・怖 い ・不安)、(5)生 活行 動に関す る もの(自 動

車 ・給 食 ・学校 ・家庭 ・コン ビニ)、(6)そ の他{楽

しい ・面 白い}に 分類 し 勘、その比較 について は、

(E)の 発生源 に関 して、「化学 物質」 は学 生 ・生徒 に

比 べ て市 民の 認識が 高 か ったe{2)の 自然 に関 して

は差 が見 られ なか った。(3)の 生物 ・食物 に関 して

は 「食べ物」 「飲み物」「子 ども」 について市民が、

「男」 「女 」 に関 して学 生 ・生徒が高 か った。(4)の

心理{情 緒)に 関 しては、「不安」 を除 き、学生 ・

生 徒 が高 か った 。(5)の 生 活行 動 に関 して は、 「家

庭 」 で市民が高か った。 これ らの ことは、学生 ・生

徒 や市民の もってい る環境 ホルモ ンへ のイメージは、

「発生源」 やそれ らに対する 「危 険」・「怖 い」・「不

安 」等の イメージが強 い ことを意味 しているθ すな

わち全体 として環境ホルモ ンに対 しては、最初 に「情

緒 的」反応があ り、次 いで 「自然や生物食物」 とい

う具体的 な ものに対象化 し、環境 ホルモ ンを回避 す

る 「生活行動」 に発展す るとい うイメージ構造で あ

るこ とを意味 してい る と考 えられ る。 これ らの こ と

か ら学生 ・生徒のイメージは、「よくない」・「危険」・

「怖 い」等の 「情緒的 ・抽象的」なイメージが強 く、
一 方

、市民 は 「食べ物J・ 「飲み物」・「子 ども」・「不

安 」・「家 庭」等 の健康や生活 な どの、 「客観 的 ・具

体 的」 な イメ ージ を強 く持 ウている ことが理解 され

る摩

「環境 ホルモ ン」 とい う言葉 を知 った時期 につい

て 、市民 は学生 ・生徒 よ りも早 くか ら関心 を持 って

お 町、 これは、現実社 会 との繋が 町において、市民

は生 活者 として社 会問題 によ り多 くの関心 を持 って

い ることを意味 する。

「環境 ホルモ ンに蘭 する情報源」については、「テ

レビ」 「新 聞」 「雑誌 」 「ラジオ」 が大部分 を占め 、

テ レビ・新 聞・雑誌か らの情報で市民 に比べ て学生 ・

生徒が低か ウたことは、社会情報 や社会 問題 を正確

に得 ようとす る関心 の低 さを示す もの として注 目に

値す る。

「環境 ホルモ ン」 に関連する語句 については、{a)

過去 に急性の毒性が問題 となウた物質(ダ イオキ シ

ン ・カ ドミウム ・鉛 ・有機水銀 ・DDT・BHC・

PCB類)、{b)環 境 ホルモ ンを疑わ れ、微 量で の慢

性毒性が問題 とな ウている物質(ジ エ チルスチルベ

ス トロール ・トリブチ ルスズ ・植働エ ス トロゲ ン ・

フタル酸エステル ・スチ レン類 ・フェノール類)、 ⑥

国際会議 や国際的刊行 物(「 沈黙の春」・「ス ピー ド

981・ 「奪 われ し未来 」・ウエ イ プリvジ 会議 ・ウイ
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ングスプ レッ ド会議}に 分類 し、その比較 について

は、(a)の 過去 に急 性毒性 が 問題 となっ た物 質 に関

しては、市民 の方 が よ吟高 い ものが多 か った。 また

(b)の 環境 ホル モ ン を疑 われ、微 量 での慢性 毒性 が

問題 となウてい る物 質 に関 しては、 「スチ レ ン類」

「フタル酸エ ス、テル1で は学 生 ・生徒が 高 く、「植

物 エス トロゲ ン」 では市民 が高い ことが明 らか に さ

れ た。 さ らに{c)の 国際会議 や 国際 的刊行物 に関 し

て は、 「沈黙 の春」・「奪わ れ し未 来」 では市民 が高

く、「スピー ド98」 では学 生 ・生徒が 高い こ とが明

らか にされた。 これ らの こ とは学生 ・生徒 の情報認

識 には、偏 りがあ り、正確 性 に欠 け、関心が低 い こ

と、 一方、市民 は、過去 に急性毒性が問題 となった

物質 に関す る認識 は高いが、学生 ・生徒 と同様 に、

環境 ホルモ ンを疑 われ微量 な慢性毒性が 問題 となウ

て いる物質への認識や国際会議 ・国際的刊行物 の情

報認識 は、十分で はない こ とを意味 し、 注 目に値 す

る。

「環境 ホ ルモ ン」 に対す る知識 につい て、「環境

ホルモ ン」 に用 い られる微量単位 の正答 率 は、全体

と して低 いが、「大 きさ」の単位 では学生 ・生徒が、

「濃度」 の単位 では市民が有 意 に高か った。いず れ

に して も、 「見 え ない」 「匂 わ ない」 「味 わえ ない」

どい う微量 な化 学物 質であ る 「環境ホルモ ン」 は、

生 活の次元 で具体 的な存在 と して認識 され ていない

こ とを示す ものである。

「環境 ホルモ ン」の発生源 に対す る知識 を次 の、

(A)生 活用品及 びそ の廃棄物{「容器(プ ラスチ ック ・

缶詰等)」 ・「ゴ ミ焼却灰」・「木製玩具」・「包装材」・

「煤 煙」〉、{B)日 常生活 に用 い られ る化学剤(「 工業

用洗 浄剤1・ 「殺 虫剤」・「洗剤」・「防腐剤」・「染料」・

「芳香剤」・「歯 科 充填材」)、(C>農 薬及 び生活薬 剤

(「農薬」・「除草剤」・「合成 ホルモ ン剤」「殺 菌剤」・

「防汚剤j・ 「避 妊薬j・ 「睡眠薬 」〉、{D}食 品 に関す

る もの(「食料(魚 ・植物な ど}」・「母乳」・「ほ乳瓶」・

「井戸水」・「水道水」)、{E)自然 に関す る もの(「海 ・

湖 ・川」〉の5群 に分類 す る と、市民が 高率 であ っ

た項 目は 「容器(プ ラスチ ック ・缶詰 等)」 ・「包装

材」・「煤煙」・「工業 用洗浄剤」・「殺虫剤」・「洗剤」・

「防腐剤」・「除草剤」・「防 汚剤」 の9項 目であ り、

学生 ・生徒が高率 であった項 目は、「海 ・湖 ・川」・

「その他」の2項 目であった。これ らは市民 と学生 ・

生徒の社会 的な認 識 に差が あ ることを意味 している。

特 に、生活 用品や 日常生活に用い られ る化学剤 の発

生 源の知識が低 い こ とは、 「環 境 ホルモ ン」 の リス

クに重大な影響 を与える可能性があると考えられる。

「環境ホルモン」の人体への影響に関する知識に

ついては、(1)ホ ルモンに対する影響、(n}遣 伝子

に対する影響、(恥 機能異常 に関する影響、(IV)生

殖器の奇形と異常への影響、(V)発 カン性 と母乳へ

の影響 に分類すると、特に、([1[)の遺伝子 に関する

影響の項目以外は、全体 として低率であ り、学生 ・

生徒は 「男性ホルモン様作用」・「知的能力の障割 ・

「学習障害」・「子宮内膜症」が高 く、市民はr遺 伝

子の異常」・「行動と神経系の異常」・「生殖器の奇形

と異常1・ 「母乳の汚染」が高いことが明らかになっ

た。 しかし、いずれにしても全体として 「環境 ホル

モン」の人体への影響 に関する知識は低 く、学校や

社会において 「科学的で正確 な知識や情報」 を提供

する 「環境教育」の必要性が示唆された。

「環境ホルモン」に対する態度については、① 「食

べ物」に関係する態度、② 「生活の安全」 に関係す

る態度、③ 「生活廃棄物」に関係する態度に分類す

ることができる。①の 「食べ物」に関する態産につ

いて 「望ましい態度」で、市民が学生 ・生徒に比べ

て高かった項 目は、「食べ物は、新鮮でおい しけれ

ば よい」「食べ物 を食べ る時、農薬は気 にな らな

い」・「水は冷た くて透 きとおうていればよい」・「市

販の加工食品は安全なので賞味期限や成分表示は気

にしない」・「インスタント食品{カ ップ麺)等 は、

安 くて便利でよい」・「「色 ・匂 ・味」が よい食品は

おい しい」・「動物性脂肪(肉 類〉は好 きだ」・「特に、

野菜や果物は有機栽培の物が よい」の8項 目のすべ

てであ り、学生 ・生徒が市民 より高率であった項目

は見 られなかった。 このことは学生 ・生徒の 「食べ

物」 に対する態度形成が、市民に比べて不十分なこ

とを意味する。「食の安全」は人間にとって根本的

なことに関する重大 な問題であ り、換言すれば 「環

境 ホルモン」 として疑われる物質の大部分は、食品

等を通 じて経口的に摂取され、体内において内分泌

作用 を撹乱するとされ、従って、「食の安全」に関

する態度形成が不十分なことは、「環境ホルモン」

に対 して無防備な行動を引 き起こすことになりかね

ないと言わざるを得ない。

②の 「生活の安全」に関する項 目については、「望

ましい態度」で、市民が学生 ・生徒に比べて高率で

あった項 目は、「種々のプラスチ ック容器 ・食器 は

便利なのでよい」・「ビニール系のラップは、食品を

温めるのに便利なのでよい」・「化学物質からで きた

物でも、きれいで便利であればよい」の3項 目であ
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り、学生 ・生徒が市民 に比 べて高率であ った項 目は、

「多 少の農薬 や殺虫 剤 は使 って もよい」の1項 目で

あ った。特 に、学生 ・生徒 の態度 には、「安 直性」・

「利便性」・「快適性」を求め る安易 な傾向が見 られ、

「安 全性 の欠如」 とい う点で も態度形成が不十分 で

あ る。一一方、市民 において、農薬 に対す る態度 に見

られ る ように、 「安 全性 の欠 如」 とい う態度形成 の

不十分 さ も同時 に指摘 される。

③ の 「生活廃 棄物」 に 関す る態度 につ いて、「望

ましい態 度1で 、市民が学生 ・生徒 に比べ て高率 で

あ った項 目は、「資源 の リサ イクル は面倒 くさい」・

「ゴミを分別するの は面倒 くさい、燃 やせ ば よい」

の2項 目であilJ、 これ ら 「生活廃 棄物」 に関す る態

度 は、学生生徒 に比 べ、市民の方 がある程度望 ま し

い態 度形成 がな され てお り、 これ らは、近年の社 会

における シス、テムや環境 に対す る意識 の変換が その

背景 要 因 とな ってい る もの と考 え られ る。 尚、「排

気 ガスや煙草 の煙 は、特 に気 にな らない」ついては、

学生 ・生従及 び市民 の間 には差 が み られず、 また い

ずれ も極 めて低率 であ り、今 日、都市 にお ける自動

車排気 ガス規制問題 や世界 的 な嫌煙 傾向の観点か ら、

身逓 な環境意識 を高 め るため に 「環境教育」の必 要

性があ ると考 えられる。

「環境 ホルモ ン」 に対 す る回避行 動 について は、

① 「食べ物」 に関す る行 動、② 「生活の安全」 に関

す る行動 、③ 「生活廃 棄物」 に関 する行動 に分類 す

る と、① の 「食 べ物」 に 関す る行動 におい て、「望

ま しい行動」 で、市 民が学生 ・生徒 に比べ て高い項

目は、「イ ンス タ ン ト食品(カ ップ麺)等 に直接 湯

を注が ない ように している」の1項 目であ り、一方、

学 生 ・生徒が市 民に比べ て高 い項 目は 「魚の脂 身は、

食べ ない よう に している」 の1項 目であ った。「飲

料水]に 関す る項 目では 、「望 ま しい行動 」 であ っ

たが 、「食べ物 」 に関す る項 目、特 に 「イ ンス タン

ト食 品」 に関す る項 目では、学 生 ・生徒 ・市民 とも

に 「望 ま しい行動 」 の率が低 く、「安全性 の配慮」

が欠落 した行動 を とっている と考 えられ る。 また、

② の 「生活の安全」 に関する行動 において 「望 ま し

い行動」で、市民が学生 ・生徒 に比べて高い項 目は、

「合成 ホルモ ン剤{ピ ル ・ステ ロイ ド)等 は服用 し

ない よ うに してい る」・「化学物 質製 の生活機 器は安

くて便利であれば使 う」・「プ ラスチ ック製 の玩具 ・

容 器 ・食器は使わ ない ように してい る」 の3項 目で

あb、 一方、 「望 ま しい行 動」 で、学生 ・生徒が市

民 に比ぺ て高 い項 目は、「電子 レンジで食品 を温 め

るときは、ラ ップ類で包 まない ようにしている」・「将

来、母乳保育 は避 けたい」 の2項 目であった。 この

こ とは、市民 では、「合成 ホルモ ン剤 、化学物質性

の生活機 器、 プ ラスチ ック」、 また、 学生 ・生徒 で

は、「電子 レンジとラ ップ、母乳 中の ダイオキシ ン」

についての 関心の高 さを示 しているが 、いずれ にL

て も前述 した 「知識の不 十分 さ」 や 「安 全性の欠如

した態 度」がその根 底 にある もの と考 え られる。

③ の 「生活廃棄物 」 に関す る行 動 において 、「望

ましい行動」 で、市民が 学生 ・生徒 に比 べ て高い項

目は、「ゴミは リサ イク ルで きる ように、分邪 して

いる」・「ゴミ処理 は、将来 「有料化」 した方が よい」

の2項 目で あ り、一方 、学生 ・生徒が 市民 に比べて

高 い項 目は、 「環境 汚 染地域 や煤煙 の あ る所 は、避

ける ように してい る」の1項 目であった。 これ らの

こ とは、 ゴ ミ処理 に関 しては生 活者 と しての市民の

意識が高 く、行動 にお いて も 「望 ましい行動」 を と

ウているこ とが理解 される。一方 、環境 汚染地域 に

ついては、生活者 として地域 に定着性 が高い市民 と、

定着性が低 い学生 ・生徒 との問に差が見 られた。特

に、 ゴ ミ処理 は地方 自治体 の管轄 で行 われ てお ゆ、

地域 に よって差 が存 在 す るこ とは、 「環境 ホルモ ン

問題」 解決の大 きな障害 になるもの と考 え られ る。

環境 ホル モ ンに対 す る学 生 ・生徒 や 市民 の 「知

識」・「態度」・「行動」は、全体 と して不 十分であ り、

回避行 動の特徴は 「快 適性」・「利便性」・「安直性」

に基づいてお り、特 に 「健康」 や 「安全 性」 とい う

観点が欠如 してい るこ とが理解 される。言 うまで も

な く環境 ホルモンに関す る 「行動」 につい ては、身

を守 るため に必要で正確 な科学 的知識 に基づいて、

い か に行 動 す るかの ライ フス タイルの変換2)が 必

要 である。先 に指摘 した ように、「環境 ホルモ ン」

に関す る問題 の解決 は、 学校教育 及び社 会教育 にお

いて、「学習(知an)]「 指導(態 度形成)」 「実践(行

動)」 が有機 的に統 合 され た 「環境 教 育」 として展

開 され ることが極め て重 要であ り、且 つ緊急 な課題

であ る。「環境 ホルモ ン」の ヒ トへ の健康 影響 に関

しては、今後解明 しなければならない ことが多 いが、

事後対策 よ りも事前の予 防措置 が よ り賢 明であ るこ

とは 自明の理である。

環境 ホルモ ン問題の解 決のための提 言2)と して、

先 に指摘 した通 りIs)、(1)廃 棄物 の競 却 をで きる限

り完 全燃焼 に近い条件 で行 う こと、(2)塩 ビの焼 却

時の ダイオキシン類発生量 を、非塩 ビ系 廃棄物 か ら

の発生量 と比較す るこ と、(3)残 留性 有機物 質 によ
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る汚染防止のために開発途上国に技術援助すること、

④ プラスチックか らの溶出物の生殖毒性を早急 に

調査すること、(5)ヒ トに精子異常があるかないか

を明らかにすること、(6)社会が大量消費型社会か

ら資源循環型社会へ と移行 していることを認識する

ことが必要であ る 鋤。そ して学生 ・生徒や市民に

対 して、「資源循環型社会への移行」を認識 させ、

実践 させるためには、ライフス、タイルや家庭生活を

今一度見直すこと、および学校や地域社会における

教育の中で 「環境ホルモンに関する科学的で主確な

知識」に基づいた系統的な 「環境教育」 を生涯に亘

って行うことの必要性が強く示唆された。

結 論

「環境ホルモ ン」に関す る 「知識」「態度」「行動」

ついて、学生{高 校生 ・短大生 ・大学生)(n=IS98>、

及び市民(n=352>を 対象 に、調査 ・比較 を行い、

以下の結論 を得 た。

{1)「 環境 ホ ルモ ン」 に対 す る学生 ・生徒 や市民

の関心は極 めて高 く、学生 ・生徒 のイメージは 「よ

くない」・「危 険」・「怖い」等 の 「情緒的 ・抽 象的」

な イメー・ジであ り、一方、市 民 のイメージは 「食べ

物」・「飲 み物」・「子 ども」・「不安」・「家庭」 等の健

康 や生活 に関する 「客観的 ・具体 的」 イメー ジであ

った。

(2)「 環境 ホルモ ン」 とい う言 葉 を知 っ た時期 に

ついて、市民は学生 ・生徒 より早 くか ら閲心が高 く、

その情報源は 「テ レビ」・「新聞」・「雑誌」・「ラジ才」

が大部分 を占め、市民が有意 に高率であった。

(3)「 環境 ホルモ ン」 に関連 す る語句 につ いての

認識 は、過去 に急性毒性が 問題 となった物質で ある

「ダイオキシン」・「カ ドミウム」・「鉛」・「有機水銀」・

「DDT」 ・「BHC」 ・「PCB類 」 は、市 民が有意

に高 かった廿 また環境 ホルモ ンを疑われ、微量 での

慢性毒性が 問題 とな ウている物 質であ る 「フタル酸

エ ステル」・「スチ レン類」は学生 ・生徒が高か ウた。

しか し、慢 性毒性が 問題 とな っているその他の物 質

で ある 「ジエチ ルスチルペス トロール」・「トリブチ

ルスズ」・「フェ ノール類」 等 では有意 な差が 見 られ

なか った。 さらに国際会議 や国際 的刊行物(「 沈黙

の春」・「奪われ し未来」・ウエ イブ リ ッジ会議 ・ウ

イングス プレッ ド会議)で は、両者 ともに認 識が低

か った。

(4>「 環 境 ホルモ ン」 に対す る知識 につい て、単

位 の正答率 は 「大 きさ」の単位 で学生 ・生徒が 、「濃

度」 の単位で市民が有意 に高 かったが 、微量単位 の

正答率は全体 と して低 かった。

(5>「 環境 ホルモ ン」 の発生 源 に対す る知識 につ

いて、「海 ・湖 ・川」・「その他」 で学生が 高か った

ことを除いて、「容器(プ ラスチ ック ・缶詰等}」・「包

装材」・「煤煙 」・「工業用洗浄剤」・「殺虫剤」・「洗剤」・

「防腐剤」・「除草剤」・「防汚剤 」の9項 目で市 民の

知識が高かった.ま た 「環境ホル モン」の人体へ の

影響 に関する知 識について、学生 ・生徒 は 「男性 ホ

ルモ ン様作用」・「知的能力 の障害」・「学習障害」・「子

宮 内膜 症」が高 く、市 民は 「遺伝子の異常」・「行動

と神経系 の異常」・r生殖器 の奇 形 と異常」・「母乳汚

染」が高か ったが、いず れに して も全体 として 「環

境 ホ ルモ ン」 の人体への影響 に関 する知識 は低か っ

た。

(6)「 環境 ホルモ ン」 に対 す る態 度 につ いて、市

民が学生 ・生徒 に比べ て有意 に高 率な 「望 ましい態

度」項 目は、「色 ・匂 ・味が よい食品 はおい しい」、

「食べ物 を食べ る時、農薬 は気 にならないJ、 「水 は

冷 た くて透 きとお ってい ればよい」、「食べ物 は新鮮

でお い しければ よい」、「市販の加工食 品は安全 なの

で賞味期 限や成分表示 を気 に しない」、「イ ンスタン

ト食 品(カ ップ麺)等 は安 くて便利 で よい」、「動物

性脂肪(肉 類)は 好 きだ」、 「特 に、野菜 や果物 は有

機栽培」の ものが よい」、「種 々のプラスチ ック容器 ・

食器 は便利 なので よい」、「ビニール系の ラップは、

食品を温めるのに便利 なので よい」、「化学物 質か ら

で きた物で も、 きれいで便利 であれば よい」、「ゴ ミ

を分 別す るのは面倒 くさい、燃 やせば よい」、「資 源

の リサ イクルは、面 倒 くさい」 の13項 目であ り、

学生 ・生徒が市民 に比べ有意 に高率 な 「望 ましい態

度」 項 目は、「多少の農薬や殺虫剤 は使 って もよい」

の1項 目であ った。

(7)「 環境 ホルモ ン」に対す る回避行動 について、

市民が学生 ・生徒 に比べ 有意 に高率 な 「望 ましい行

動」項 目は、「インス タン ト食 品(カ ップ麺)等 に

直接湯 を注が ない よ うに している」、「プ ラスチ ック

製の玩具 ・容器 ・食器は使 わないようにしている」、

「合成 ホルモ ン剤(ピ ル ・ステ ロイ ド)等 は服用 し

ない ように してい る」、「化学物質性 の生活機器 は、

安 くて便利 であれば使 う」、「ゴミは リサ イクルで き

る ように、分別 している」、「「ゴ ミ処理 は、将来 「有

料化』 した方が よい」 の6項 目であ り、学生 ・生徒

が市民 に比べ有意 に高率 な 「望 ま しい行動」項 目は、

「魚の脂身は、食べ ない ように している」、「電子 レ
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ンジで食 品を温め る ときは、ラ ップ類 で包 まない よ

うに してい る」、「将 来、母乳保育 は避けたい」、「環

境汚染地域や煤煙のあ る所 は、避 ける よ うに してい

る」 の4項 目であった。
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船酔い と体力 との関係

佐 野 裕 司1、 堀 安 高 綾1、 田村 祐 司1、 長 南 賢 司2、 片 岡幸 雄3

1東京商船大学
、2運輸省航海訓練所、3千葉大学教育学部

TheRelationshipBetweenSeasicknessandPhysicalFitness

YujiSANoi,TakaayaHORIYASU1,YujiTAMURAユKenjiCHONAN2a皿dYukioKATAOKA3
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(J・SporlSci・Ostea.丁 血㎝.2(豊}=3943,Scp詣 巳mber,2000)

目 的

船上生活は陸上生活と異なり、特殊な環境下にあ

る。船内という限 られた空間による運動不足と相対

的栄養過多が肥満や循環を悪化傾向にさせ 働、当

直交替制(1日M時 間の中で4時 間を2回 勤務)

という特殊な勤務体制と東西航海の時差が生体 リズ

ムを崩 しele)、船体動揺が船酔いを発生 させる11`22)

など、その生活環境の特殊性が船員の健康体力面に

影響を及ぼすとの報告がなされている。

船酔いは、動揺病(乗 物酔い}の 一つで、船体動

揺要因と船体内の環境要因(場 所、臭い、作業状況

など}、 また、それを受けとめる身体的要因との相

互関係 によって生 じる弓船酔いに対する身体的要因

は、先天的要素と後天的要素 とに分けて考えること

ができ、後天的要素としては、動揺に対する慣れな

どの トレーニング的要素 と睡眠や胃腸の状態などの

コンディション的要素が考えられる。

ところで、乗O物 酔い症状を発生 させる一つに回

転刺激がある。体力水準の高いスポーツ選手はさま

ざまな動 きの能力が養われ、回転刺激に対 しても当

然強い町能性があり、特に体操競技やフィギヤスケ
ー ト選手が強いことは周知の事実である

。 したがっ

て、体力水準の高い者の方が船酔いの発生 しにくい

身体条件を有 している可能性が考えられる。しかし、

船酔い と体力 との関係 を検討 した報告 は全 くない
11'2"

。

そこで、本研究は船酔いと体力 との関係を検討す

ることを目的とした。

方 法

1,対 象者

対象者は平成 呂年入学の東京商船大学商船 シス
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テム工学課程1年 生 で、全 デー タを収集 で きた男 子

71名(航 海科32名 と機 関科39名)と した。

2.対 象船舶、航路 お よび運航時期

対象 船 舶 は運 輸 省 航 海 訓 練 所 練 習 船 の 銀 河 丸

4,888ト ンであ る。航海期 間は1997年2月12日 か

ら3月14日 の約1カ 月間の乗船実習 であった。航

程 は神戸→洲本→ 細 島→鹿児 島→二見→東京であ っ

た6

3.船 酔 いに関す る調杢

船 酔い に関す る調査 デー タは、著者 らが 「船酔い

の 評価 に関する検討」勘で用 いたデー タを採用 した。

いわゆ る、調査 は14日 間の全航行 を運航状況 によ

って、午前 と午後 に分 けて計18回 行 ったe本 報 で

検 討 した項 目は 「船酔い」お よび、船酔い と最 も関

係 が深 い 「吐 き気」2S)の 自覚的 強度 であ る。 それ

ぞ れ 「0=な し」 「1:弱 い」 「2:強 い」 「3=非

常 に強い」 の4段 階の点数で聴 取 し、毎 日記録用 紙

に記 入 させた。

4.体 力テス トとその実施時期

本 研究で実施 した体カ テス トは文部省方式 スポー

ツテス トであ る。表1の ご とく、体力診断テス ト(7

種 目}と 運動能力 テス ト(5種 目)の2部 門か ら構

成 され、計12種 類 のテス トであ る。今 回は、体力

診 断 テス トお よび運動能力 テス トのそれぞれの総合

点 について も検討 した。本 テス トは全 て文部省方式

の実施要領 に準 じて行 った 距}。

テス トの実施 時期 は1996年 の4月 の入学 時であ

った。 したが って、体力 テス トは船酔 いの調査時期

の約11カ 月前 に実施 した ものである。

5.統 計処理

本研究の航海は14日 間で、その航行中に船酔い

に関する調査が15回 あった。その調査の内、本報

表1本 研究で行 った文部省方式ス ポーツテス ト

体力診断テス ト 運動能力テス ト

では船酔 いが最 も多発 した3月11日 の午後(以 下、

「船酔い多発 日」)as)お よび航行中の18回 の調査全

体(以 下 、「航行 日全体」)の2点 について検討 した。

船酔 い多発 日は、「船酔 い」の 自覚的強度で 「0=

な し」 「1:弱 い」 と回答 した者(以 後 、船酔い感

の軽 い群)と 「2=強 い」「3:非 常 に強い」 と回

答 した者(以 後、船酔 い感の強 い群}、 また 「吐 き

気」 の 自覚 的強度で 「O=な し」「工:弱 い」 と回

答 した者(以 後、吐 き気感の軽い群〕と 「2:強 い」

「3=非 常 に強い」 と回答 した者(以 後 、吐 き気感

の強い群)の それぞれ2群 に分類 して、各体力 テス

トの水準 を検討 した。

航行 日全 体 は、「船酔 い」 お よび 「吐 き気 」の両

項 目に関 して、18回 の 調査 の合計 点数 を算出 し、

それぞれの合計点数 と各体力 テス トの水準 との関係

を検討 した。

今 回対 象 と した航 海科 と機 関科 の学 生 の乗 船実

習内容は、1年 生の実習 であ るため全 く差が ない。

したが って、航海科 と機 関科 とをまとめて分析 した。

結 果 の数値 は平均 値 と標準偏 差 で示 した。 群 問

の平均 値の差の検定はun-pairedt'teStを 用 いて検定

し、相関係数 ともに危険率5%未 満 を有意 とした。

1}反 復横 とび

2)垂 直とび

3}背 筋力

4}握 力

5)伏 臥上体そらし

6}立 位体前屈

7}踏 み台昇降運動

1}50m走

2)走 り幅 とび

3}ハ ン ドボ ー ル投 げ

4}懸 垂腕屈 伸

5〕 持 久走(1500m走)

テス ト実 施時 期11996年4月(入 学時}

結 果

1.船 酔い多発 日

表2・3は 、船酔い多発 日である3月11日 の午

後について、「船酔い感の軽い群:40名 」と 「船酔

い感の強い群:31名 」および 「吐き気感の軽い群=

47名 」 と 「吐き気感の強い群:M名 」のそれぞれ

2群 に分類 して各体力テス トの水準を比較 しもので

ある。

各体力テス トの平均値か ら見ると、「船酔い感の

軽い群」は 「船酔い感の強い群」より全ての項 目で

優れてお り、背筋力、走 傾幅 とび、ハンドボール投

げ、懸垂および運動能カテスト総合点に、危険率5%

未満で群間に有意差が認め られた。いわゆる、船酔

いに強い人が多 くの体力項目で水準が高い傾向にあ

った。

また、「吐 き気感の軽い群」は 「吐き気感の強い

群」より、立位体前屈以外の全ての項 目で優れてお

り、反復横 とび、50m走 、走 り幅とび、ハ ンドボー

ル投 げお よび運動能力テス トの総合点 に、危険率

5%未 満で群問に有意差が認められた。いわゆる、

船酔いと同様に、吐 き気 を感 じない人ほど、多 くの

体力項目で水準が高い傾向にあった。
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表2船 酔い多発日(3月11日 午後)に おける群別に見た体力診断テXト の水準{乎 均値±標準偏差)

群 人数 鼠復横とび 垂直とび

名 回 ㎝

背笛力 握 力 伏臥上体そらし 立位体前屈 踏み白昇降運動 雑合点

㎝ ㎝ 点 点

船酔い感の軽い群4046.7士3.4

船酔い瞳の弛い群3147、 肚3.9

59.4±6.6

」7、S±6、1

14S±2145.S土5.356.3±?.6

B5±21.4S,9±7.2f6、2土7、 岳

1=L-)r土8.2丁3.9± ■1、且2i9±2.4

1ユ.S±乱16撃.?±11」 語 、2士2.5

吐 き気感の軽い群47砥9± ヨ.4s9.はfi5

吐 き気晦の弛い群24",6S=3,Si5S.O土6.3

144±2ゆ

135士M・

472±5.2虫s.7± 丁.1

4io士7.7515.2±ss

1■4±3』 丁乳3土1L725,9±23

13."±i770.7土1=Ltユ5.O±2.7

「船酔いに曲か・二}た群 」億船酔い を 「なし」

「吐 き気の軽かロた群」 は吐き気 を 「なし」

・=p司』5〔2拝 間の平均 値の差 の有意水箪}

「弱い」 と回答 した者.「 船酔 いに弱 かった群」ほ 「弛い」 「非常 に強い」 と回筈 した者

「弱い」 と回答 した者、 「吐 き鉦め曲か った群 」it「 曲い」f非 営 に曲い」と回答 した者

表3船 酔い多莞日(3月11日 午後)に おける群別に見た運動能力テXト の水準(平 均値±標艶偏差)
群 人致 釦血走 走り幅とび ハンドボール投げ 懸 垂

名 砂CTSLm回

1SOOm走 縁合点

点

船酔い感の軽い群OP7.5士o』

船酔い感の弛い群Sl7.7±OA

43fi±39ユ5.4士 ・4.6■ ユ±41374±3S35、O士lO,8

412±4血 車 ユ3.2土3.S電5.0±Z9零3兜 ±4岳17」 ±9.91齢

吐 き拭盛の軽い詳477.S士O.3

吐 き気 の弛い辟247.7t=05・

436±,9a5」 ±4,4庄 丁±4.1

40石±3s申 ■ ユ2一串」=3、6卜.幽5.4圭2、9

3"±3S34』 ±1L1

391土49Ui.V±9A軸

「船酔い感の軽い群」枇船酔 いを 「なし」 「弱 い」 と回答 した者、

r吐 き鉦 癌の軽い詐」lt吐 き気 を 「なし」 「弱い」 と回答 した 者、

.rpcO ,05・ ・=P・iD.Ol〔2詳問 晦平均値の差の有意水準}

「船 酔い慮 の張い群」 はr強 い」 「非富に弛い」 と圓筈 した者

「吐 き気感 の張い群」 睦 「強い」 「非需に弛」」ユ と回答 した者

2,航 行 日全体

表4は 航行 日全体における 「船酔い」「吐 き気」

の自覚的強度の合計点数 と各体力テス トの水準 との

関係の相関係数を示 したものである。「船酔いjで

は握力、体力診断テストの総合点、50rn走 、走b幅

跳び、ハン ドボール投げおよび運動能力テス、ト総合

点 との関係 に、 また 「吐 き気」では握力、走O幅 と

びおよびハン ドボール投げとの関係に、それぞれ有

意な相関関係が認められた心いわゆる、航行 日全体

の検討からみても、船酔い多発 日の検討 と同様に多

くの体力項目で 「船酔い」「吐 き気」 を強 く感 じた

人ほど、体力水準の低い傾向がみられた。

表4航 行日全体の 「船酔い」 「吐き気」強度の合計

点数と各体力テス トとの相関係数(男71名}

船酔い 吐き気一
反復横とび
垂直とび

背筋力
握 力

上体そらし

体前屈
踏み台昇降
趙合点

運動能力テスト
簾

走 り幅 とび
ノ、ンドボール投げ

懸 垂
1M=走

粧合点

{}.19

』Lo7

イ).21

・o.24.

・o.1了

・o.旺}

』 』6

9}26章

025毒

一〇.31躰

』,30騨

イMOG

O.14

・o.2s・

』.20

』.{毘

一〇,16

024・

』.09

0血7

』.12

』」聖

0、盟

一〇.29事

.o .2〒 ‡

o.04

e21

』21

考 察

船酔いに関する研究は、実態調査、動揺、神経機

能、前庭機能、生理機能、慣れ、乗船中の自覚症状、

睡眠、食事量、乗船前の全身状態や過去の乗物酔い

の経験 との関係など数多 くの報告がある11'es]。しか

し、船酔いと体力 との関係を検討 した報告はこれま

で見当たらない。

本研究での体力テス トは船酔い調査の11カ 月前

の4月 の入学期に行われ、両調査の実施時期が離れ

す ぎていることが懸念される。その間に体育実技、

夏休みの生活状況等に差があれば、体力への影響に

も差が生 じる可能性がある。本学の船貝養成課程の

ほとんどの学生は寮生活で、生活状態がかなり均一

していると思われる。また、前期体育実技、夏の水

泳実習、さらに後期体育実技は航海科と機関科とが

1}体 テ ス ト119師 年4月 に{1年 入学 時)

2〕 船 酔い の潮 査1錦 河丸1卿 年2fit4B--3月12日

(航行 中 を午前 と午後 に分 け て14日 間IS回 調i査}

3}「 船酔 い 」 「吐 き気」 強度の 点 数:「 な し血、 弱 い=1、

張 い=2、 非i常 に曲 い:3」
申:P司0」蹟5t.=P・D ・01

同時に同じ内容で実施 されており、それ以外はほと

んどが教養教育の座学である。 したがウて、これま

での一般学生の体力調査を参考にすることができる

と考えられる。これまでの調査をみると、大学新入

生は入学後の週1回 の正課体育実技の実施によウて

体力が向上するが、夏期や冬季などの休暇後に体力

水準の低下の認め られる種目がある"鋤 。今回の乗

船実習と同時期に実施された体力の水準は多 くの場

合、入学時の水準近 くまで低下している報告 もある
剤。 さらに入学時の体力水準と本研究の船舶実習の

一41・ 一一
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同時期の体力水準 とには、ほとん どの種目で相関関

係が認め られている四〕。 これらのことから入学時

の体力水準が11ケ 月後の乗船実習時に密接に反映

されていると考えることができ、2つ の調杢時期が

離れていることは多少問題ではあるが、本研究を試

みることにした。

乗物酔いの一つである船酔いの自覚症状は吐き気、

嘔吐、食欲不振など個人によってその程度は様々で

ある。著者らは、船酔いの強度 と最 も深い関係の認

められたのは吐き気の強度で、船酔いを強 く感じる

者ほど吐き気を強 く感 じる傾向にあることを報告 し

た。また、船酔いで吐 き気を強 く感 じても、必ずし

も嘔吐するわけではいことを明らかにした25)。 お

そらく、船酔いによる食欲不振が食事の摂取を少な

くして、吐き気があウても吐 くものがないことによ

るものであろう。 したがって、先行研究では船酔い

に関するスケールに嘔吐の有無を含んているものが

多いL7'tgal)hC、それよりは船体動揺に対する総合的

な自覚症状である船酔い感や船酔いの症状と最 も深

い関係にある吐き気感を見る方が良いと考えられた

鋤。このようなことから本報では船酔いおよび吐き

気の2項 目に関する自覚的強度と体力との関係 を検

討することにした。

船酔い強度 と体力 との関係は、船酔い多発 日およ

び航行日全体の両者の検討から、船酔いを強 く感 じ

た人ほど体力テス トの多 くの項 目で、体力水準の低

い頻向であった。 また、これは吐き気の強さと体力

との関係でもほぼ同様な結果が得 られた。いわゆる、

船酔いに強い人ほど体力水準が高い傾向にあること

が示唆された。

今枝 らIP]は運動 を日常あ まりしていない人に船

酔い者が多い と述べているものの、その調査方法や

結果が示されていない、運動をしている者の方が体

力水準の高いことは周知の事実で、体力を高めるよ

うな身体活動が船酔い予防の一要因 として働いてい

る可能性が十分考えられる。
一・方

、これまでに船酔いには慣れの効果がある

ことが報告されている 脚与鋤。また今枝ら 鋤、中原

ら 餅}は、乗物酔いのアンケー ト調査で乗物酔いに

強い者ほど回転刺激を与えた場合の身体動揺の増加

が小 さい傾向にあることを報告 している。これらの

報告を併せて考えると、体力を高めるような身体活

動が船体動揺による姿勢維持能力を高め、それが船

酔いの発生 しにくい身体条件 と成っている可能性 も

考えられる。

したがって、船酔いと運動部歴 との関係の検討

や積極的に身体活動を実施させた際の縦断的な検討

などが今後必要 と考えられる。 また、今回の調査は

体力テス トと船酔い調査の時期がかなり離れていた

ことから、両調査の時期を近づけての検討 も必要で

あると考え られるΦ

結 論

船酔いと体力との関係を検討するために東京商船

大学1年 男子学生71名 を対象に、文部省方式スポ
ーツテス ト(体 力診断テス ト7種 目と運動能力テス

ト5種 目)と 「船酔い」および 「吐き気」の自覚的

強度 との関係 について検討 した。調査は体力テス ト

が1996年 の4月 の入学時に、「船酔い」および 「吐

き気」の 自覚的強度が1997年2月12日 から3月14

日の約1カ 月間の運輸省航海訓練所練 習船銀河丸

4,888ト ンによる乗船実習(航 程:神 戸一・tH本→細

島→鹿児島→二見→東京)で 実施 した。航行 日14

日間中に調査は午前 と午後に分けて18回 実施 し、

船酔い多発 日および航行 日全体について検討 した。

その結果から以下の通 りに結論づけられる。

船酔いの強い者ほど、握力、体力診断テス トの総

合点、50m走 、走b幅 眺び、ハンドボール投げおよ

び運動能力テス ト総合点の水準が高い傾向にあうた。

したがうて、日頃の身体運動により体力 を高めてお

くことは船酔いの予防対策の一要因として有効 とな

る可能性がある。

稿 を終え るに際 し、本研究 にご協力 を頂 いた運輸

省航海訓練所の諸氏 に深謝致 します。

本論の要旨は、千葉県体育学 会(1997年ll月 、

千葉)、 日本体育学会(1998年10月 、松山)で 発

表 した。
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大学 アメリカ ンフ ッ トボール プ レイヤーの外傷分析

小寺 有

小寺接骨院、大阪府

A皿AnalysisefI]njuriesinAmericanCollegiateFootballPlayers

TamotuKOTERA

KCteraSekkotucl血ic,OSAjkA

Ab5tral戯

Thi呂pap¢rsummalizes山ctre皿{蛤ofinjuries血Americancollegiatefoo山allplayerst嘲t¢di1山 ¢author'sS¢kkotu

d」ni。oΨ 肛atw・yearperiOd・SiXtyse冊nplayers{53'1%)we祀treal{Xi.Tliemost¢ 。㎜ ㎝ 坤ryI祀atmentsites

werehip(15.5%},shouldε1s(13」5%)皿dk]nee(13」%).Th¢injuryra記forlhelowerextrem耐es(妬.0%)wasg肥a肥r

重han廿 凱of叩perextremities(30!7%)鋤dtunk{24・4%)+Mosthlj面{$were3pr… 血5(79.8%),withr幽t{冊lyf已w

fractUnes(コL3%)a血{ldislo〔 湿吐ions(1・()%)・Th¢busiestse呂 暗onoccurredwhenathLetesr¢portedtothedi皿iod田 血19

且㎜nmerspecialpTacticecamp,andbefo祀a皿dafbero価 ¢ialgame5 .Althou菖hmo飢 血juriesweresustatrtedd山i皿 呂

。血arydaypra。 鵬 山已㎞」山y・ate【)erh・u血 。f固eialgameswastentirneshigherthanth。se。f。1dinarydaypra。tice.

κ卵w幡 ご砺 昭`外 創,AmencanC。llegiateFoothatl(ア メ ワ カ ン フ ツ ト ボ ー ル,

・(」 ・Spo」rtSoi・Oste⑪ ・Thera.2〔1)=45-49,Sepl㎝bcr,2000}

目 的

激 しいコンタク トブレーを繰 り返すアメリカンフ

ッ トボールは、スポーツ競技の中でも外傷や障害の

発生が多い種 目の一つである。本競技 における外

傷 ・障害の分析をすることは、その治療や予防法 を

考える意味で重要であると考えられる。本競技にお

ける外傷 ・障害の分析に関しては幾つかの報告があ

る14)が 、同一のチームを年間を通 じて把握 して負

傷 ・障害を分析 しているものは見あたらない。著者

は某大学アメリカンフッ トボール部に年間を通 して

継続 して トレーナー活動を行う機会を得た。

そこで本調査は、著者の接骨院へ通院した某大学

アメリカンフットボール部部員の負傷 ・障害の状況

を分析 し、アメリカンフットポール競技における負

傷 ・障害の特徴について検討したので報告する。

2.対 象

対象 は、関西学生アメ リカ ンフ ッ トボール連盟 ・

二部 リー グにおいて活躍 してい る某大学 アメ リカ ン

フッ トボールチームである。

調査 対象 と した某大学 アメiJカ ンフ ッ トボールチ

ームの部員数は、平成9年 度が67名 、平成10年 度

が59名 であ った 俵1)。

表1某 大学アメリカンフットボール部の部員数(人}
1年 生2年 生3年 生4年 生 計

平成9年 度3017119

平成to年 度 て12215t1

7

9

ε

5

方 法

1、 調査期 間

調査期 間は、平成9年4月 よ り平成11年3月 ま

での2年 間{24ヶ 月)で あ る。

合 計41392{320126

平 均20占19.513.010.063.0

3.分 析内容 と方法

a)受 診者数:当 接骨院を受診 した部員数であるe

b>初 見者数:初 見者 として受診 した件数であるe

ただ し、1人 の部員が初見 として複数受診 し

た場合 もカウントした。

c)受 診部位数:1人 の受診者が1回 の受診で複数

一45一
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部位 を受診 した場合 も全てカウン トした延べ

部位数であるo

d)部 位別件数=延 べ受診部位数の中身を部位別に

分類して検討 した。

e)疾 患別件数1延 べ受診部位数を疾患別に分類 し

た。疾患分類は柔道整復師の取 り扱い疾患名

{健保協定疾患名)に 従 って、「骨折」「脱臼」

「打撲」「捻挫」「挫傷」 とした。従って 「捻

挫」の範疇には靱帯断裂な ど関節構成体の器

質的損傷 も含 まれ、同様に 「挫傷」の範瞬 に

はスポーツ障害に分類 される疾患 も含 まれて

いる。

f)負 傷状 況別数:受 診数について、負傷 した状況

を練習中 と試合中に分類、および練習中の負

傷 をフイール ドプレー中お よび筋力 トレーニ

ング中に分類 して検討 した。

結 果

L受 診者数(表2)

受 診者 数は平成9年 度 が部 員67名 の 内32名

(47.8%)、 平成1⑪ 年 度が 部 員S9名 の 内35名

(s93%〉 、2年 間で計67名 が受診 した。年平均 で

は335名{53.2%)で 、部員の約半 数が受診 してい

た。

2,初 見者数(表2}

初見者数 は平成9年 度が75件 、平成10年 が88

件 、2年 間で計163件(年 平均 呂15件)で あった。

受診者1人 当たOの 初見 回数 は、平成9年 度がZ3

回、平成10年 度が2.S回 、平均2.4回 であ った。

3.受 診部位件数(表2)

受診部位件数 は平成9年 が91件 、平成10年 がt22

件 、2年 間で計213件(年 平均106.5件)で あ った。

受診部員1人 当た りの年平均 の受診部位数 は平成

9年 度が2.9部 位 、平成10年 度が3,5部 位で、平均

で32部 位であoた 。

4.月 別 にみた初見者数お よび受診部位数

(表3・ 表4)

月別 の初見件数お よび受診部位数 は、平成9年 度、

平成IO年 度 を平均 する と、夏合宿の行 われた8月

が最 も多か った。次 いで春期 トーナメ ン ト戦開催期

間の5月 と6月 お よび秋季 リーグ戦開催期間の9月

と10月 が多かった。特 に8月 ～10月 の3カ 月間で、

初見件数 が年 間の46%、 受診 部位 数が年 間の47%

を占めていた。

5.部 位別受診件 数(図1)

部位別では、腰部が33件(15、5%)で 最 も多 く、

次 いで肩部29件(13.6%)、 膝部28件{13.1%}、

足 部24件(1L3%)の 順 であった。 また、身体 を

上肢 ・躯幹 ・下肢 に3分 割 す る と、 下肢 が98件

(46.0%)で 最 も多 く、次 いで上肢63件(30.7%)、

躯幹52件(24.4%}で あ った。

6.疾 患別受診件数(図2)

疾患別では、捻挫が170件(79.8%}と 最 も多 く、

次 いで挫働23件{10.8%)、 打撲13件(6.1%}、 骨

折5件(2、3%)、 脱臼2件(1%)の 順であeた 。

7.負 傷状況別部位数(表5・ 表6・ 表7)

2年 間の負傷状 況 を練 習中 と試合 中に分類 する と、

練習中が164件(77.O%)、 試合 中の49件(23.0%)

に比 して多か った(表5)。 練習 お よび試 合の1回

当 た りの実 施時間 と1年 間の実施 回数 か ら、1時 間

当 た りの負傷 回数数 を算 出す る と、試 合のO.817回

は練習h{O、es2回 に比 して10倍 であった{表6)。

練習 中の負 傷状況 をみ る と、 グラ ン ドでの プ レー 中

が155件(94.5%)で 圧倒的 に多 いが、筋力 トレー

ニ ング中に も9件(55%)あ った(表7)。
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袈3某 アメリカンフットボール部における

某接骨院への月別初見者数

表4某 アメリカンプットポール部における

某接骨院への月別受診部位数一 {人)(人1(人){Yo)
一

5月

6月

7月

ε月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

ヨ月

計

8

7

5

19

13

9

1

0

4

2

6
元

11

10

3

12

11

11

10

7

0

0

6

蕊

9.5

8.5
4.0

15.5

12,0
tO.0
5.5

3.5
2.0
1.0

5.5

117
10.4

4.9
19.0
14,7

12.3
6.7
4.3

2.5
12

7.4

一 {部位}(部位)(部位)(囲)
一

月

月
月

月
月
月

月
月

月
月
月

5

6

7

8

9

0

1

2

1

2

3

計

司
■
■

■
■
■

-

9

9

6

23

お

12

1

0

4

3

7
亟

9

5
3

1
3
5
2

7
0

0
8

2

イ
ー
,

」
1
騨

う
」

」1

」
■

司
ー

僅

0

0

5

0

5

5

5

5

0

5

5

4

2

4

2

4

3

6

3

2

1

7

1
1
i
1

9
」
{ー
己1

13.1
1t.3

4.2
20.7

13.6
12.7
6.1
3.3

1.9
1A
7.0

8t5100.0 106.510e.O

腰
肩
膝
足
指
響

股
理

肘
趾
胸
背

='''''"
「 冒 一 ''''"『--'''"-ー コ33

1

........ ... 『…'"
一'一'一'一'-129

一

. ・;・=・=・画 ■ ・=・=・=・♂
.・.・.・.・.・=・=幽=山並6■ ・:・二・;中;・;幽=・=・

・ ■ ・ ■ ■ ・・,昏,,昏 ㌔一 曹 山 ・.・.・=㌔・.・.・.・=・124、

伊0

18

15

一

1τ3

一 ■ 咽 ■

一 幽 12■ 幽 幽 画 ■ ■

舶
■

一

一

騨

一

・・函5

塾

並

並

0 IO 20 30

件

o

」
1
4

打撲13件(6.1%)

骨折5件{2.4%〕

脱臼2件(o.9%}

図1部 位別にみた受診件数 図2疾 患別にみた受診件数の割合

衷5練 習および試合別に見た2年 同の負傷部位件敷
負傷部位数

(部働
齢
σ萄

練 習

試 合

計

6

4

1
・

4

9

3

1

2

0
一
〇

7

3

7
「
2

1eo.o

衷6練 習および試合別に見た1回 当たりの陥実施時間、
および1時 間当たりの負傷部位数

1年 間の略実施回数、略総時間、年平均負傷部位数

略1回 実施時間 略年実施回数 略年総時間 年平均負傷部位数1時 間当たりの負傷部位数
(時間){回)(時 間)(部 位)(部 位備 間)

練 習
試 合

4
・
2

50

5

2

1

1000

30

ハ
U

藍
り

2

4

B

O
」

o.os2

0.817

表72年 間の練習中の負傷部位状況
負傷部位数

{部位) 欝
グランドプ レー

筋力 トレーニング中

計

5

9

6

51

41

5

5

94

5

』OO1

一47-一



スポーツ整復療法学研究 第2巻 ・第1号2000年9月 研究資料

の発生が全体の 刀%を 占め、その殆 どがプ レー中

での損傷であった。一方、試合中では全体の23%

と少なかった。 しかし、時間あた りの発生頻度で比

較すると、試合時の損傷は練習時に比 して高 く、10

倍 も多かった。これらのことを考慮すると、練習時

や試合時における医師やアス レチ ックトレーナー等

の帯同が極めて重要であることが強調 される。特に

シーズン中並びにその前後の期間における現場への

帯同が望まれる。

2.損 傷部位について

受診部位では、腰部が全体の約3割 を占めたが、

阿部4,ら の報告では足関節が最多発部位{23.S%〉

であると報告 している。 しか し、身体 を3分 割 した

場合に下肢は、本調査が46%、 阿部ら2)が48.5%と 、

ともに最 も多かった。いずれの調査で も全ての部位

で負傷が診られたが、本調査 は阿部ら2)の報告 と異

なゆ腰部の負傷が多発 した。その理由として、本調

査は練習をも含めた全ての活動時の統計であること、

本チーム選手の基礎体力や運動能力の差や トレーニ

ング内容の違いなどにより異 なった結果を生 じたの

ではないかと考えられる。

腰部における損傷の多 くは、躯幹部の筋力不足、

躯幹筋の収縮 と伸展の不足 といウた身体活動の偏 り

による脊椎骨棘突起 ・腰筋の圧痛 と関係あることな

どS,e、 いずれも躯幹筋群などの状態が問題 とされ

ている。そ して躯幹筋の運動 やそれを継続 した トレ
ーニングにようて腰部軟部組織の状態や症状の改善

する事が報告 され 蜘)、 その運動速度や回数など運

動条件の検討 もなされるようになってきたnm。 従

って、腰部の軟部組織損傷の多いことは某大学アメ

リカンフットボール部員の日頃の躯幹筋に対する ト

レーニングが どの様なものであったかが一つの問題

になると言えよう。

受傷頻度の高かった腰部、重度の損傷例が診られ

た膝関節等の軟部組織損傷を防止するためには基礎

体力や能力の欠点をカバーする トレーニング法や休

養を含めた障害発生の予防法の考案に努めることが

重要である。今後実際のスポーツ現場での発生時期

やメカニズム、種類、程度の他、復帰 までの期間な

どについて画像診断法をも含めた詳細な調査を行 う

と同時に、予防手段 としてのテープ固定や簡易固定

装具などの使用についても検討 をする必要があると

考える。

3.損 傷の種類について

本調査での損傷のその殆 どは捻挫や挫傷 ・打撲等

の軟部組織損傷 によるもので、全体の96.7%を 占め

ていた。 これは中嶋の らのNCAAの 調査と同様で

あった12〕。一方、骨折 と脱臼は3.3%と 極めて少な

かった。幸いにも頭部や頸部等の重大な損傷例はな

かった。これはコンタクト姿勢の基本的なトレーニ

ングが実施されていたことによると考えられる。骨

折や脱臼が少なかった理由としては、実際その発生

が少なかったとこと、さらに柔道整復師がアスレチ

ック トレーナーとしてチームへ帯同できなかった時

の骨折や脱臼を疑う負傷者に対 しては、チーム ドク

ターの方へ直接救急搬送することを指導 しているこ

とによるものと思われる。

過半数を占めた軟部組織損傷の中には、関節構成

体である靱帯や半月板損傷など1ヶ 月以上の長期療

養が必要な重傷例 も含まれている。長期の療養は選

手本人は当然のことであるが、チームにとっても重

大なマイナスとなるので、その正確な診断法とよめ

よい治療法 を確立 して行 く必要がある。その一つ と

して、柔道整復師が現在行 っている徒手的検査で異

常が認められた際には、画像診断など客観的な検査

を依頼する必要がある.今 後とも現行の徒手的検査

の妥当性や信頼性を高めるような客観的な研究等が

重要 と考えられる。このような徒手的検査法の診断

確率を上げるは、診断の早期決定のみではなく、治

療 ・治癒 ・スポーツ現場への早期復帰にも貢献する

ことになる。

今回の調査から本競技における年間を通 じた障害

発生の状況を知ることが出来た。今後は詳細に症例

検討 を行い、選手やス タッフに有効な障害発生防止

対策を示すことができることが望 まれる¢

最後 に、本競技のような激 しい身体接触が多い競

技種 目において柔整技術が要望されていることを考

える とアスレチ ック トレーナーとして柔道整復師の

積極的な参画が期待される。本競技はフルコンタク

ト競技で重大な損傷が発生する可能性が高い競技で

あるため参画に際 しては頭部 ・頸部損傷の対処法 も

極めて重要であ む医師 との帯同あ るいは医師との密

接な連携活動が必要であると考える。

ま と め

某大学アメリカンフットボール部へのアスレチッ

ク トレーナーとして参画活動を行 った2力 年間の活

動結果を、著者の接骨院受診者を中心に柔道整復師
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の立場 で まとめ検討 を加えた。

1)部 員 の約半数(53.2%)が 何等 かの負傷 ・障

害 で著 者の治療所 を受 診 した。その頻度 は、初見は

平均2.4回 、受診部位件数 は平均3.2部 位であった。

2)部 位 別で は、腰 部が33件(15.S%)で 最 も

多 く、次いで肩 部29件(13.6%)、 膝部2呂 件{13」%)、

足部24件(1L3%)の 順 であ った。 上肢 ・躯幹 ・

下肢 に3分 割す る と、下肢 が98件(46.0%}で 最

も多 く、次 いで上肢63件(30コ%〉 、躯 幹52件

(24.4%)で あった。

3>疾 患別で は、捻挫が170件(79.8%)と 最 も

多 く、次 いで挫傷23件(10.8%)、 打撲13件(6」%〉 、

骨折5件(2,3%)、 脱臼2件{1%)の 順であ った。

4)負 傷の大半 は練習 中の負傷 ・障 害であ うた。

しか し時間当た りでは試合 中が練 習 中の10倍 の発

生頻度であうた。

5)受 診者数 は、夏期合宿 中や春秋 の競技 会開催

期間中及びその前後 に集中 して増 加 した。
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実 施 リズ ム の 異 な ウた2種 類 の背 そ ら し運 動 が 末 梢 循

環 お よ び腰 筋 の圧 痛 へ の 影 響 、 ス 溺 一 ツ整 復 療 法 学研

究1{2}=1B・119.

12)中 嶋 寛 之(1995)ア メ リカ フ ッ トポ ー ル に お け る ル ー

ル改 正 と外 傷 障 害 の予 防 、 スポ ー・ツ医 学12(1)=51-54.

(受 理2000年7月22日)
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関西支部設立記念大会 における特別講演

「仕合 わせ」 に生 きる

21世 紀の福祉社会に向けてのスポーツ整復療法学会への期待

田口守隆

大阪体育大学学長

「福祉 とシアワセj

私は体操が専門でございまして、昭和20年 からやって

きましたのでもう50年 になります。体操一途 と言うと立

派でありますがあれやこれやと首 を突り込んだ りしまし

たeし か し50年 間体操が中心であった様に思ウています

し、体操から見る教育観、体操 を通 しての人生観が私の

すべてだなあと、最近になってわかウてきました。

先ほどご講演なされた中山太郎先生は7S才 と聞いてい

ます。私は7e才 で5歳 しか違ウていないのに、中山先生

はとても若いなあ と思って鷲いたんです。よくマッサー

ジをしているとのことで私 もこれからなるべ くマッサー

ジを受けたいと思います。

皆さんも一つの事を長 くやっていかれると思いますが、

私は入によくこう言います。「一生の間に好 きな事をやり

なさいよeそ して、それを3e年 は続けなさいよ。そうす

ると必ず何かが帰って来る」と。

私は体操を50年 やっているわけですがこの大学で定年

までよく頑張ったなあと思 った りしているんですΦ最近

私にとoて 非常に大 きな喜びがあ ります。それは私の学

長室 に卒業生がよく尋ねて来てくれることです。彼 らの

話 しを聞 くと非常 に嬉 しく感 じた りします。私が、この

大学に来たの1ま33才 の崖でしたが私よりもずっと彼らの

方が早 く人間的に成長したなと痛切に感じます。

先ほど中山太郎先生がお話 しなウてました事ですが、

スポーツ整復療法学会 と言 う学会が出来た事は非常にす

ばらしい事だと思います。私が今考えているのは社会福

祉のことです、一番考えなくてはならないのiま福祉はシ

アワセと言う事でございます。「福祉ってなに」 と言えば

「シアワセつ く切 です。ですから 「シアワセに生 きる」

と言 う事 はどう言 う事なんだと言 うことを追求すること

からのスター トするわけです。

本 日は特別講演の機会を与えていただ きましたが、い

つ も考えていること、体験 していることを2・3点 申 し

上げてお許 し願いたいのです。福祉はシアワセづ くりで

あると言いましたが シアワセづ くりは 「声かけ」か ら始

まるのです。声かけは何か と言えば 「あいさつ」か らな

のです。

「仕合 わせ を求 めて」

皆 さんの学会は、いま中山太郎先生がお話 しになって

ましたように、これからものすご くこういう領域が人間

の生活をリー ドしてい く時代 と思います。体育やスポー

ッも入れていただかな くては困るわけですが、そうい う

領域が大切になる時代になるだろうと私は思っています。

広辞苑には 「シアワセ」は 「仕合せ」 と書いてあ りま

す。「仕合せ」うてのは、仕え合う奉仕 し合うこう言う事

なんです。本当にいい加減 になっち皐いますけど、シワ

とシワ(手 を合わせる)が 合う.こ れでシアワセです。

だから人の為に祈 りを捧げると言って もいいと思います。

私の孫が50rn走 る時に 「転ぶなよ、ガンバレよ」って私

自身が何 となくこうやっていますけど、そう言う人のシ

アワセを祈願する、そう言 う風な心になっている人がシ

アワセなんです。

体操部の部長をやoて いたときに、試合に出る学生の

ひとり1人 に、「決 して平均台から落っこちるなよ」こう

言う事を言った りしますけど、本番になウた時には 「ぜ

ひ、何 とか落ちないように」 と言う事 を祈 ります。シワ

とシワが合わさって仕合わせ。ただ、あんま砂ですね.

きちんと合わせ ますとフシとプシが合 わさるんです。で

すからフシアワセになoち ゃうんです。それを今 日はお

みやげに持ち帰 り下さいりきちんと、こう合わせる。で

すから、 きちんと合わせるウて事はいいように思 うんで

すが、シアワセrコてのは適当に合わせ るとシワとシワが

合わさって仕合わせになる。

もうひとつは{手 をたた きながら)こ ういうのはシワ

とシワが合 うんですが、こう言うの拡人の成功 に拍手 を

するので、中国あた りでは会場に入って行けば手 をたた

く、非常に気持ちが良いものですけれども、そう言 う風

にして、手を合わせた り、手 をたたいたりする所 に、シ

アワセな世界があるんだと私ぽ考えています。先程、中

山太郎先生が寝たきり老人 についておっしゃられていま

したが、若干ひね くれて言 えば、私は寝たきり老人では

なくて 「寝かせ きり老人」 と言いたいのです自寝たきり

でシアワセな人はいないわけですから「寝かせきり老人」。

面倒だか ら寝かせちゃうんですよ。ですから 「寝かせ き

り老人ゼロ作戦」 と言って寝かせるようなことをしない
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よ うに しな くち 辛い か ん 、 そ う思 っ てい ます 。

「教 えすぎない」

お説教がましいかもわか りませんが、私達教師 と言 う

のはどうして も教 えたがるんです ね。教えたがウて、あ

あしなさい、 こうしなさい と。 これについては見直しを

しな くち雫なんないかなと思っています。教えると言う

ことは、すご く簡単な様でございますが、結構、罪深い

事 じ中ないかなと思ってい ます。私は教えすぎない様に

是非 して欲 しいなと思 っています。そうすると相手の方

がそれに近寄 って来る と言 う事だと思 っています。それ

はですね、幼稚園の運動会のお話 しをちょっと申し上げ

れば分かると思 うんですけど、幼稚園の運動会で仲間が

走っているの に、観客席にいる子供はみんな飛び上がっ

てるんですね。このことは、自分 自身が仲間、お友達、

お姉さん、お兄さんが走oて いる事といrコしょになって

るって事なんです.こ れを見たら、あんまり教 えない方

がいいんじゃないかな と感 じました。幼稚園児に縄跳び

の指導をやったんですが、5才 でやや跳べる様になって、

6才 になったらガラッと変わ 町ます。小学生の3年 ぐら

いになると完全にどん どんやっています。幼稚園の子供

達に最初教えたんですねe10月10日 を中心に運動会を

やるんですが、縄 を全部子供達にプレゼントしたわけで

すが、そのプレゼン トとする縄は取っ手が付いているん

ですね⇔そ して、私が縄眺びを教 える為に、「はい,集 ま

れ一」って言ってや ります と、子供達は何 とな くクルク

ル回したりしてきます。これは私の失敗だと思いました。

私達は指導する時に大切 にしなくちゃなんないのほ、や

っぱり心かなあウて思ったんです。(黒板に書きながら)

「心 と体」それが、私が今、色々と悩んできた事 なんで

す。

「動楽のすすめ」「動 ける ことの素晴 しさ」

そこで、動 きの問題 に入 りたいわけですが、動けるっ

ていう事はどう言 う事 なんだろうなあ と。体が動 くかど

うか、体が長い時間動 き続けることがで きるかどうか、

体 をうまく動かせるかどうか、この3つ をチェvク した

らいいんじゃないかな と、それが健康につなが るのでは

ないかと、そのように考えてます。これは、皆 さんの専

門領域で もあ りますが動 くかどうか と言 うのは、筋肉が

縮 まるか、縮 まらないかという事です。長い時間動 き続

けるっていうのは心臓 であり、肺であ り、中枢神経、そ

れか ら筋肉に もそう言 う長い時間動かせる準備が出来て

います。

うまく動 くかどうかと言うのは、神経 と関節の問題。

体操的に申し上げます と、こんなふ うに考えられるんで

す。「動 くか」っていう事はとても大切な事なんです。動

くことについて、非常に元気な方は動 く事に自信を持っ

てい ます。私なりにひとりで演 じますが、いすからお尻

をあげて中腰の姿勢をとります。で、こういう事をやっ

てですね、その次に 「今やったのはここの筋肉ですよ。'

膝小僧のあた りが ピリピリしたで しょ」 と、こういう風

に言うんですが、 この 「ピリピリしたで しょ」 と言うと

ころが問題で、その次に、私はいつ もこんなふ うに して

(イスにのぼる)こ の ような時に使 う筋肉よe。 体操で

は大腿四頭筋群の運動だと言いますが、こういう時に特

に使 う筋肉ですよというのがよいで しょう。

それから、これはまあいい として(イ スから降 りてバ

ランスを崩 しながら)、 こうつぶれると、大変な事故にな

りますよ。だから、そこで考えな くちゃいけないのは、

階段を上がる時が怖いんですか、下 りる時が怖いんです

かと言うと、お年寄りは全員下 りる時が怖いと言い ます。

この下りる時が怖 いウてい う事 を気付かせてあげるって

事だと私は考えています。 というのは、いっしょに歩 く

と、おじいちゃんの方が遅いんですよ。坂道を上がるの

も遅いんですが、下りる方が もっと遅いんですね。

日常生活の中の質的な事をさりげな く教えて、そして、

その人の生活の中で体験 しながら自覚 させる。そのよう

な深い思考が必要 じゃないかなと思ウているんです。そ

れから前に歩 きます{歩 行 しなが ら)φ生まれてからずっ

と前 に歩いているから、前は大丈夫ですか。それだけじ

ゃ歩 くという動作が正確に出来るかどうかわか りません

よ、{歩行 しなが ら}前 に歩いたら次は後に歩いてごらん

なさい。後に歩 くっていうと表情が変わるんです.後 に

歩 く時は怖いですからピーンと緊張が迫うて来る。あな

たの美Lさ は後に歩 く時ですよ、なんて言った りしてa

それから時々クロスに歩いたり、動きは無限にあるんで

す。か らだがやわらかい、動 きがスムースであるという

ことは若 さに通じる と言えます昏だか ら、こういう風 に

{盆踊 りの格好をしながら〕やるで しょ。それからもう

ひとつ、(指 を組んで}す みませんが、おや りになって頂

ける方で結構です。{指 を組んで肘 を延ば して、手の砂ら

を表向ける}そ うい うふ うにしてひう くり返 します。こ

れ抵内転 しているわけですが、手を上にこう上げます。

(腕を上げる}そ れで、後に体をそらして天上を見て頂

きます。はい、起 してください。気持ちいいと思います。

これは、上半身にうっ血 した血液がいウたん止まって腕

を下へおろす と血液は心臓へ。手のところには心臓があ

りませんから、血液が心臓 に返らないといけない という

事が一般の人はほとんどわかうていません阜静脈血が心

臓 に返ウて肺に行oて 酸素と二酸化炭素の交換をやって、

それ以外の ものは小便 として外に出て、そ して汚いもの

を体の中にためない様 にしているんです よウて、お話 し

します。今みたいに運動 してここ(腕)動 くんです よ。

だか ら動か さないでいると、動かない ようになるんです

よ。動かさないでいると血蔽が移動 しませ んから、その

そばの神経を刺激 して肩が凝るんです よ。動かないと夫
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変な事になるんだという事を、いいなが ら運動をやって

もらってるんです。

生 きているんだ、動いているんだ、 メシを食ってるん

だ、愛 し合ってるんだ、憎 しみ合ってるんだ… と言 う。

そうい う人間としての生 きざまを忘れちゃって、先端技

術だけを目指 して一番盛んに使われた り、盛んに売 り込

まれたりしていることのみに一生懸命 になってはいけま

せん。こちらだけやっていて(先 端技術)、 こちらを(生}

考えない、そういう人は心と体が ひとつであるという風

には考えない、先端技術だけを取 り入れたら、あとはい

いんだという事はいわないで しょうけれども、大学 を卒

業して就職、その事 だけしか考えてないん じゃないかな

あ。

最近悲 しい事故があ りますけれども、悲 しい事故が起

きてるのは、心を忘れてしまった人間がやってるんじゃ

ないか。生 きてるっていう事は、体が動 くって事はこん

なに素晴らしい事 なんだよ。そして、相手が動いている

のを見るとものすごく感動するんですよ.素 晴 らしいバ

レリーナの踊ることがものすご くジーンときちゃうんだ

よ。そういう、この生の原点から常に先端技術を見つめ

て行かな くちキならない。研究者はそうい う事が分かウ

ているか ら心配ないんですけど、一般の人に気付かせて

あげなくち雫いけない.生 きているって事はこんなに素

晴らしい事であO、 こんな喜びであり、そしでその中で

好 きな事 をひとつやってい くとしたら何かな?そ うい

う子供の育て方に私はいつも課題を感じています。

思います。私 は、理論的な事はあまり申し上げ られませ

んが、出会わなくてはいけません。今日は出会 ウている

わけです。そ して、あなたと彼氏は何 をやっているの、

どんな悩みがあるの、語 り合って確認 して.そ れ じ雫あ

いしよにこの学会をうまく育てていこうという一人一人

になりましょう。これが発展につながると思います。

どうぞ、みなさん、この学会が本当にこれからのEI本

を21世 紀を引っ張ウていく、時にはサポー トし、時には

皆を押 し上げてい く、そういう学会に成長され、発展す

ることを心か ら祈念 して私の話を終わらせて頂 きます。

どうも有 り難うござい ました。

本稿は関西支部設立記念大会(200e年2月 、大阪体育

大学)で の特別講演内容の要旨をまとめたものである。

{継集委員会)

「み ん な の 学 会 に 育 て る 」 「レ ク リ ェ シ ョ ン 体 操 で

い つ ま で も 若 々 し く」

こ うい う レ ク レ ー シ ョン体 操 で 指 の体 操 で す(黒 板 に

数 字 を書 く)。 あ ま り固 く考 え な い 方 が い い です 。 アバ ウ

トに な り ま し ょ うや とい う事 を今 日の お 話 しの 楓 っ こ に

して い る わ けで す 。 「♪ ♪1,2の3Aの2の5、3、1、4の

2の4の2の5」 指 体 操 を ち ょっ とお付 き'合い して くだ さ

V㌔ 皆 さ ん 自 身 の 老 化 の 具 合 を調 べ ますaす くKわ か り

ます 。 は い 、 「♪ ♪12の3,4の2の5、3、1、4の2の4

の2の51楽 しそ うで す ねD楽 しそ うな顔 に な るの は 私

が させ た ん で す 。 皆 さ ん を ね,整 復 師 と言 う ま じめ な 人

達 をね 。 「♪P1,2の3,4の2の5、3、1、4の2の4の2

の5」 は い 、非 常 に上手 で した。 こ うい う人 が い ます ね。

「♪ ♪1,2の3、4の2の5、3、1、4の2の4の2の5」 最

初 の1と 、 最 後 の5だ け は 、 ち"eん と帳 尻 を 合 わせ る ん

で す 中 途 中 は た だ 動 い て い る だ け なん で す 。 で もそ れ で

良 い ん で す よ。 そ れ を 追 求 して は い け な い ん で す 。 そ う

い う風 な指 体 操 で す 。

み ん な の 学 会 を 育 て る とい う事 で ご ざ い ます が 、 そ れ

につ い て 申 し上 げ て こ れ で 話 を終 わ りに した い と思 い ま

す 。 一 つ は 、 「出 会eて 、 語 り合oて そ して 、 い う しょ に

活 動 す る 」 とい う事 で す.そ うい うふ うに 考 え て い い と
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平成11年 度 第4回 理事会議事録

日 時=平 成12年3月5日(日114時 一一17時

場 所=東 京 商船 大学

出席 者=金 城(会 長 〕、 岡本'片 岡繁{副 会 長)、

片 岡幸(理 事 長}、 池 田 ・猪 股 ・入 澤 ・岩 田

・岩本 圭 ・岩本 芳 ・草場 ・佐 藤 ・佐 野 ・畠 中 ・原

・据 井 ・増 原{理 事 〕

司 会:片 岡幸 理 事 長

会 畏 挨 拶

議事録確認{総 務委員会)

・第3回 理事会、第1回 評議員会、第1回 総会の議事録

の確認がなされ承認された。

<報 告 事項>

1.総 務 委 員 会(猪 股)

・平成12年3月1日 現 在 の会 員 数 は467(正 会 員:436

名 、 学 生 会員=14名 、 賛 助 会 員17杜)で 、 学 生 会 員

1名 の 退 会届 が提 出 され て い る こ との報 告 が あ っ た。

・新 聞 社等 の 取 材 記 事 の 資料 が 配 布 され た
。朝 日新 聞(全

国 版)、 読 売 新 聞(関 東 版)、 鍼 灸 柔 道 整 復 新 聞 、 か ら

だ サ イエ ンス、、 医 道 の 日本 社

・第5回JATAC活 動 報 告 会 に本 会 の 広 告 を 掲 載 す る 手

続 きを した こ との報 告が あ っ た。

・支 部 結 成 は こ れ ま で に3支 部 が 結 成 さ れ
、 下 記 の とお

りに 支 部 長 、 副 支 部 長 並 び に事 務 局 が 決 定 さ れ た こ と

の 報 告 が あoた 。

1〕 北 海 道 支 部 が平 成11年6月12日13日 に 北 海道 教

育 大 学 旭 川校 で結 成 され た 。支 部 長=片 岡 繁雄(北

海 道 教 育 大学)副 支部 長1五 十 嵐敏 幸 、佐 藤 勇 司 、

事 務 局=〒070・8621北 海 道 旭 川 市 北 門 町9丁 目北

海 道 教 育 大 学 旭 川 校 、 三 浦 裕 研 究 室 、

'IEL&FAX=0166 -59-1329

E-mail;yutaka@atson.asa.hokkyodai.ac,jp

2}関 東 支部 が 平 成lI年12月19日 に東 京 商 船 大 学 で

結 成 され た 。 支 部 長:岩 本 圭 史(日 本 大 学)副 支

部 長=入 澤 正 、 中 村 正 道 、 事 務 局=〒152-0033

東 京 都 目 黒 区 大 岡 山242-1東 京 工 業 大 学 工 学 部

中 村 正 道 研 究 室 、TEL=03-S734-2679、FAX=03-

3726-0583・E-mail:nak且mura@taiiku.t血ech.ac.jp

3}関 西 支 部(近 畿 地区)が 平成12年2月12日13日

に大 阪 体 育 大 学 で 結 成 され た 。 支 部 長:増 原 光 彦

(大阪 体 育大 学)副 支 部 長:岩 田 勝 、 田邊 美彦 、

事務 局:〒S90-0496大 阪府 泉 南 郡熊 取 町野 田155S-1

大 販 体 育 大 学 滝 瀬 定 文 研 究 室 、TEL,0724-53-

8841、FAX=07M-53-8818、E-mail=t且kdSt…@euhs.ac.jp

2.財 務委 員 会(岩 本 圭)

・平成12年3月1日 現在の会費未納者がll名 で
、全会

員の約 弼%の 者が会費の納人が終了していることの報

告があった。

・平成12年3月1日 現在の寄付金は個人が51名 で

1,290,000円 、法人が6社 で350,000円 であることの報

告があった。

3.編 集委員会 〔増原)

・学会誌第1巻 ・第2号 の作成進捗状況が下記のように

報告された。

発刊=平 成12月3月IS日{会 員への送付は3月 末の

予定)で ある。

内容=原 著論文4編 、活動報告2編 、第2回 学会大会

ご案内等が掲載される予定である。

4.学 術研修委員会(畠 中)

・平成11年 度学術研修会について以下の説明があoた g

第1回 学術研修会(兼1北 海道支部設立}

期 日=平 成11年6月13日(土}・14日{日)

場所:北 海道教育大学旭川校(北 海道旭川市)

内容:1)f血 圧 と病気」講師:大 木康生{医 師)

2}「 加速度脈波による末梢循環の評価」

講師:片 岡幸雄{千 葉大学}

佐野裕司{東 京商船大学)

第2回 学術研修会{IATACと 協賛}

期 日:平 成11年8月29日 ～9月5日

場所=米 国オレゴン州ポー トランド州立大学

内容=1)「 アスレチックトレーニングワークシ

ヨップ」

講師:Jimwallis{ポ ートランド州立大学)

2}「ACSMワ ークショップ」

講師:GaTyBivdowicz(ポ ー トランド州立大学)

第3回 学術研修会{千 葉県体育学会と協賛)

期日:平 成11年12月3日(金}

場所;千 葉大学(千 葉県千葉市)

内容:「 米国におけるアスレチック

トレーナーの現状」

講師=Jimwallis(ポ ー トラン ド州立大学)

第4回 学術研修会(兼=関 東支部設立)

期 日=平 成11年12月19日{日)

場所:東 京商船大学{東 京都江東区)

内容=「 スポーッとアレルギー」

講師=安 達正夫(東 京医科大学,医師)

「スポーツ栄養学からみた焼技力向上」

講師=村 松成司(千 葉大学)

第5回 学術研修会(兼=関 西支部設立}

期日:平 成12年2月12日 仕}・13日(日}

場所=大 阪体育大学(大 阪府泉南郡熊取町}

内容11〕 「高齢者社会における健康管理」

講師:中 山太郎(衆 議院議員 ・元外務大臣)
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2}「21世 紀の福祉杜会に向けての

ス、ポーツ整復療法学への期待」

講師:田 ロ守隆(大 阪体育大学学長)

3}「 成長期におけるスポーツ傷害」

講師=廣 橋賢次{大 阪体育大学}

4)「 柔道整復師 とケアマネージャー」

講師:岩 本芳照(兵 庫県柔道接骨師会)

5)「 地域社会におけるスポーツ指導員の

役割」講師=中 谷敏之(健 康運動指導士}

筆6回 学術研修会{JATACと 協賛}

期日:平 成12年2月27日(日)

場所:東 京YMCAホ テル(東 京都千代田区}

内容:rNATAの 動向と世界アスレチックトレー

ニング機構{WAro)の 創設」

講師:Dt,MichaelSFerr且ra(米 国ジ恥ジア大学t

NATA孤 レ動丹レ→一世界会識国際アドパle'一)

第7回 学術研修会(jATACと 協賛)

期日=平 成12年3月26日{日)

場所:メ イフェアプラザ 仙台ワッセ(仙 台市)

内容:「JATAC活 動報告会」

fシ ンポジウム=JATACこ れからの戦略」

「サッカー競技における暑熱環境下の生

体負担度とその対策」

講師:戸 狩晴彦(平 成国際大学,

日本サッカー協会医科学委員長)

・第1回 学会大会に聴取 したアンケー トの集計結果説明

があった.

<審 議事項>

1.訟 務委鼻会{猪 股 ・入澤)

・会長より、林理事の理事辞職願を受理 したいことの提

案が なされ審議の結果承認 された。後任人事ほ会長、

副会長および理事長に一・任することが承認 された。
・理事以外の委員会委員について、以下の提案がなされ

承認 された。{◎;委 員長Ol理 事 委 員)

鎗務委員会1◎ 猪股俊二、O入 澤 正、中村正道

財務委員会1◎ 岩本圭史、O佐 野裕司、渋谷権司

編集委員会:◎ 増原光彦、O岩 本芳照、O堀 井仙松、

O片 岡幸雄、O佐 野裕司

学会大会委員会:◎ 岩田 勝、O佐 藤 健、O原 和正、

O草 場義昭、小池龍太郎、久米信好、

旦 塑 、張 軍

学術研修委員会=◎ 畠中耕作、蛭間栄介

国瞭学術交流委員会:◎ 池田克紀、O杉 山重利、

下永田修二

・研究 プロジェク トおよび分科会の設置に関しての原案

作成 を岡本 ・片岡繁の両副会長に一任する提案がなさ

れ承認 された。

・新役員および新評議員の選挙について

新役員および新評議員の選挙 日程は下記のように第2

回理事会で承認さており、任期が平成13年4月1日 か

ら平成16年3月31日 までの3年 間であることの説明

があった。

平成11年9月 中旬=第1回 学会大会総会で選挙管理

委員会の設置

平成12年4月 下旬:役 員立候補受付

平成12年5月 初旬=役 員立候補名告示

平成12年5月31日:役 員投票開票

平成12年6月6日1役 員決定通知 〔本人及び会員)

平成12年7月1日=評 議員選挙投票締切

平成12年7月5日=評 議員選挙開票{本 人及び会員)

平成12年7月 下旬:承 諾書完了

平成12年8月 下旬:学 会誌2号(大 会号)に 印刷

平成12年10月 下旬:第2回 学会夫会縁会で承認
・選挙管理委員候補者 として松岡慶樹(東 京)、今井裕之

{埼玉)、工藤康宏(東 京)が 提案され、承認 された。

・役員選挙細則について、下記の提案がなされ承認され

たφ

1)理 事は20名 以内、監事は2名 とする1定 款11条)0

2}役 員は立候補によ り正会員の中から選出する(定

款12条)。

3}1つ の職能団体の領域が全理事および全監事の半

数を超えないものとする卓

4)選 挙権 ならびに被選挙権は選挙が実i施される前年

度の3月31日 までに当該年度の会費を納入 した正

会員 とする。
・評議員選挙細則について、下記の提案がなされ承認さ

れたφ

1)評 議員は50名 以内とする(定 款17条)e

2}全 国8地 区の比例配分数を各地区の全会員の投票

により選出する(定 款18条)e

3)地 区別の正会員名簿を送付 し各地区割b定 数を投

票 させる。投票方法ISそ の名簿に候補者数だけO

をつけさせ6。 ただ し定数を超えてOを うけた場

合は無効 とする。同数の場合 は選挙管理委員会で

抽選決定する。

4}選 挙権ならびに被選挙権は選挙が実施 される前年

度の3月31日 までに当該年度の会費を納入した正

会貝 とする。

・選挙管理委員会規約について、下記の提案がなされ承

認された。

1)委 員会Gま理事、監事および評議員の選挙に関する

一切の責務を負う。

2)委 員数の選出は領櫨の異なる若干名 とし会長が指

名する。

3)委 員長は委員の互選により選出する。
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4)委 員長は選挙の結果を速やかに会長に報告 しなけ

ればならない。

・理事の立候補および選挙等の公示は第1巻 ・第2号 に

掲載予定することが提案され承認された。

2,財 務委員会(岩 本圭'佐 野)

・支部の設立時に、会員1人 当た り500円(前 年度会費

納入者数分)を 支部に対 して補助することが提案され

承認された。またすでに結成 されている支部にも補助

することも承認された。
・会費未納者に対する退会措置について、申し合わせ事

項として未訥年数2年 を越えた時点で、 自動的に退会

措置をとることが提案され承認された。

3.学 会大会委員会(岩 田 ・草場 ・佐藤 ・原)

・第2回 学会大会の会場を東京商船大学越中島会館 とす

ることが提案iされ承認された。

・第2回 学会大会の特別講演について下記の提案がなさ

れ承認された。

工)第1候 補;オ ース、トラリア国立ロイヤルメルボル

ン工科大学 カイロプラクテ ック学科主任教授の

Andries-eynhans氏 「オース トラリア ・カイロ

プラクテックの技術と教育」{仮)

2)第2候 補=米 国ジョージァ大学教授,NATAアXVテ ッ外

b一ナー世界 会議国際アド バ イザ ーのDr.Michael,8

Fetrara氏 「アスレチ ック トレー.ナー領域におけ

る頭部ショックの診断と処置」{仮〕

・第2回 学会大会のシンポジウムテーマとして 「スポー

ツ整復療法学の研究テーマ」が提案され承認 された。

・第2回 学会大会の案内のを第1巻 ・第2号 へ掲載する

ことが提案され承認された。

・第2回 学会大会の発表が1会 場で10月2呂 日{土)29

9日{日}に 全 日実施するとすれば、発表演題数51

題が可能であるeそ の際には理事会を27日{金)に

実施 しなければならないことの説明があb承 認された。

・第2回 学会大会の抄録作成要領の変更について、抄録

原稿の提出サイズをB4をA4と することは第3回 の

理事会で承認 されていることの説明がなされた回

・第2回 学会大会の学生会員の前納参加費 を300e円 を

lOOO円 とする提案がなされ承認された。

・第 言回学会大会における業者への展示料、広告料等を

昨年と同様 とすることの提案がなされたが、広告料を

1ペ ージ3万 円、半ページ2万 円に値上げ した方が よ

いとの意見が出され、承認 された。

・学会大会のポスターを作成 してはどうかとの意見が出

され、作成する方向で検討することとなった。

・賛助会員の研究発表は、原則 として共同研究者1名 の

みとすることが提案され承認された。
・第3回 並びに第4回 学会大会の 日程と開催地について

は、次回に検討することとなった廿

4.学 術 研 幡 委 員 会{理 事 長)

・ 支 部 学 術 研 修 会 の 年 次 計 画 を た て 本 部 に 報 告 す る こ と

が 了 承 され た。

・他 団 体{JATAC等)と の 協 賛 を 含 め て 計 画 を 進 め て

い くこ とが 了 承 された 自

5.国 際学 術 交 流 委 員 会{理 事 長)

・ス ポ ー ツ整 復 療 法 学 に 関 す る世 界 の 情 報 の収 集 を積 極

的 に 実 施 して い く こ とが 了 承 さ れ た 。(NATA、 ス ポ

ー ツ ボ デ ィア ト リー
、 ス ポ ー ツ カ イ ロな どの 学 術 団 体

を含 め て}

β.そ の他

・特 別 会 員1海 外 会 員6名)に つ い て

OGaryRBrvdowica(米 国 オ レ ゴ ン州Nポ ー トラ ン ド、

ポ ー トラ ン ド州 立 大 学 教授}

OJimwallis(米 国 才 レ ゴ ン州 、 ボ ー・トラ ン ド、 ポ ー ト

ラ ン ド州 立 大学 助 教 授A'1,C)

OAndrewV.Essen(豪 州 南 オー ス トラ リア、Adetaide南

オ ース トラ リア大 学 恥 曲t註5t)

ODa甘 温Gordge{豪 州 南 オ ー ス トラ リ ア 、Adelaide、

GoshinJudeKan警 察 官 柔 道 家)

OHarTyHustig(豪 州甫 オ ー ス トラ リア 、A{h助 由 、 フ リ

ン ダーズ 大 学 、 精 神 科 医)

OWayneBartlett(豪 州 オ ー ス トラ リ ア、Adelaide、Gcshin

JudeKan柔 道家)

以 上 、 報告 が な され承 認 され た 。

一56・ 一



スポーツ整復療法学研究 第2巻 ・第1号2000年9月

「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

Lス ポーツ整復療法学研究は、日奉スポーツ整復療法学会の機関誌で、「罐説」「原著論文」「症働研究」r研究資料」「活

動報告」「教育講座」「学会通信」「会員動向」等を謁載する。

2.本 誌への寄稿は原則として、共著者を含めて日本スポーツ整復療法学会正会員に限る。内容はスポー一ツ整復療法学

の研究領域における 「給説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」で、未発表で完結 したものに

限る。

3.論 文等を寄稿する際は 「執筆要領」に従って作成する。

4.「 総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」の掲載に際 し、その採否、修正の要求、掲載順位

の指定および校正(初 校は著者)な どは編集委貝会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に 「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書 し、オiJジ ナル1部 とコピー3部(図

表を含む)を 学会事務局宛に送る。掲載が決定 した後に、最終原稿を入力 したプロッピーディスク(3.5イ ンチ、TXT

形式で保存〕を提出する。提出原稿等は原則として返却 しない。

6.寄 稿に際 し、「総説」「原著論文」およびf症 例研究」は1万 円、「活動報告」および 「研究資料」は5千 円を審査料

として学会事務局の郵便振込口座に振 り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用級には必ず内訳 を記入する。

7.別 刷は30部 までを無料とし、それ以上は著者の負担 とする。

「執 筆 要 領 」

A「 総 説 」 「原 著 論 文」 「症例 研 究 」 お よび 「研 究 資料 」

1.「 総 説 」 「原 著 論 文 」 「症 例 研 究」 お よ び 「研 究 資料 」 は 図 表 を含 め て制 り上 が り8ペ ー ジ以 内 を原 則 とす る。 超 過 し

たペ ー ジ につ い て は著 者負 担 とす る(料 金 は 別 に定 め る}。

2.原 稿 は必 ず ワ ー ドプ ロセ ッサ ー を用 い て 、 新 か な使 い 、常 用 漢 字 を用 い て、A4版 用 無 に横 書 き印 刷 す る。

3.外 国 語 言 語 は欧 文 プ ォ ン トを使 用 す る 。 た だ し、 日本 語 化 した語 は カ タカ ナ 標 記(全 角1を 使 用 して も よい 。 数 字

聯 用 数 字 、単 位 符 号 は原則 と してCGS単 位 を用 い 、㎜,sec,㎝,凪 鰐 な ど とす る。 圧 の 単位 は ㎜H呂 を用 い て

もよい 。

4.図(写 真)表 は必 要 最 低 限 に と どめ 、A4版 用紙 に 各1枚 に収 載 し、 番 号1例=Table,1,Pig』 、 ま た は 表1、 図

1}と タイ トル を付 け 、且 つ 英 文 併 記 が 望 ま しい 。 図{写 真)表 の 挿 入 場所 を本 文 原稿 の 余 白 に朱 書 きす る。 なお 、

製 版 が不 適 当 と認 め られ る 図表 は書 き変 え る こ とが あ る。 その 際 の実 費 は著 者 負 担 とす る。

5.和 文 論 文 原稿 の 形 式 は以下 の順 に従 うe

a)原 稿 の 第1ペ ー ジ に 「表題 」 「著者 名 」f所 属 名」 「キ ー ワ ー ド5個 以 内」「原稿 の 種 類j「 別刷 請 求部 数 」 「連 絡 先:

住 所 、氏 名 、 霞 話PAX番 号 、E-mait」 等 を記 載 するe

b)本 文 は 目的{緒 言)、 方法 、結 果 、 考 察 、結 論 、引 用文 献 お よ び 図表(写 真)の 順 と し、印 刷 は 「10ポ イ ン ト、23

文字X3S行 の2段 組 み 、総 文 字 数174S字 」 程 度 で 行 う。 改 行 は冒 頭1字 を 下 げ る。

6、 和 文 原 稿 に は英 文 の タイ トル 、 著 者 名 、 所 属 名 、 キ ー ワー ドを必 ず つ け る。 また 、 英 文 抄 録(400語 以 内}を つ け

る こ とが 望 ま い ㌔ 英 文 は専 門家 の チ ェ ック を必 ず受 け る こ と。

7.英 文 原 稿 に は原 則 と して 、 上記 に準 じ、 和 文抄 録 を つ け る。

8.引 用 文 献 は 主要 な もの に 限 り30編 以 内 とす る(総 説 の 場合 は制 限 な し)。文献 は本 文 の 引 用順 に引 用 番 号 を付 し(半

角 片 カ ッ コ内 に半 角 数 字 で記 入 す る。 例:片 岡 ら1)に よれ ば ・ ・)、引用 番 号 順 に記 載す る。

a)雑 誌 の 場 合 は、 全 著 者 名 、 年号 、表 題 、雑 誌 名 、 巻数 、頁 項 の順 に 記す 。

1)佐 野 裕 司 、 白石 聖 、 片 岡 幸 雄(1998)背 側 筋 群 の 強化 を 目的 と した体 幹 筋 運 動 が腰 筋 の 圧 痛 に及 ぼ す 効 果 、

柔 道 整 復 接 骨 医学7(1):3-12

2)K鋤ok私K.,Sano,Y.,lmamo,H.,Tokioka,J.andAkutsu,K.(11翰3)Changesinbloedprtissureduringwalkinginthe

elderiypers(mswithhypertension.ChibaJournalefPhysicalMucabOn,17=33-38

b)単 行 本 は全 著 者 名 、 発行 年 、 標 題 、 書 名 、 編 集 者 名 、版 数 、 発 行 所 、発 行 地 、 引用 頁 の順 に 記 すe

E}熊 谷 秋 三:誤 った 運動 法{1S93)健 康 と運 動 の科 学 、 九州 大 学 編 、初 版 、大修館 書 店 、東 京:209-211

2〕ExpettCommitteeefHealthStatistics〈1995)RepoTt。ftheSecondSessiOn,WHOTechnicalRepOrtSeries,25

B「 活動 報 告」

図 表 写真 を含 め2ペ ー ジ(4CO字 原 稿 用紙8枚)以 内 を原 則 と し、 上記 の 執 筆 要領 に摯 じて 作成 す る 。
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編 集 後 記

「スポーツ整復療法学研究」第2巻1号 をお送 りいた します。本号では原著論文5編 と研究資料1編 を

掲載出来 ました。編集作業に多少手間取 り発行が約3ヶ 月ほど遅れてしまいましたことを会員の皆様に心か

らお詫び申し上げます。今後 とも編集委員会 としては投稿論文を出来るだけ速 く発行できるように作業を進
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